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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき










　鉄てつ門もん海かい上しよう人にんは明めい和わ五年（一七六八年）に、大だい宝ほう寺じ村の川人にん足そくである砂すな田だの金かね七しちの子として生まれ、名を鉄といった。

　喧けん嘩か好きの荒くれ男として知られていたが、二十五歳さいの時に仏門に入り一いつ世せ行ぎよう人にんとなる。

　一世行人とは湯ゆ殿どの山さん系の宗教者の一つであり、妻帯せず、一代限りの宗教者として厳しい修行を行い、即そく身しん成じよう仏ぶつを目指す行人のことをいう。

　鉄が仏門に入ったのは、青せい龍りゆう寺じ川の見回り人足として堤てい防ぼうの決けつ壊かいを治ち水すい係の武士に注ちゆう進しんした折、酒を飲んでいた武士たちと諍いさかいになって殺してしまったためとも、遊女を巡めぐる諍いで武士を殺してしまったためとも言われる。

　殺人を犯してしまった鉄は出で羽わ湯殿山注ちゆう連れん寺じに駆かけ込み、名を鉄門海と改め、その後の生を荒あら行ぎようと工事事業に捧ささげた。

　上人はその生しよう涯がいで、千日、二千日に及ぶ仙せん人にん沢さわに籠こもっての木もく食じき行ぎようにたびたび挑いどむ傍かたわら、港に抜ける急坂であった加か茂も坂を改修し、多くの寺を建て、再建するなどしている。

　また上人は、強烈な逸いつ話わを多く持つことでも知られている。

　あるとき江え戸どで悪性の眼病が流行し、民衆が苦しんでいるのを見た上人は、悪あく疫えき退散を竜りゆう神じんに願って自らの左目を抉えぐり取り、両りよう国ごく橋ばしから隅すみ田だ川がわに投げ入れたと伝えられる。

　またあるとき、仏門に入る前に馴な染じみにしていた遊女が寺に訪ねて来た折には、修行の邪じや魔まになるからと自らの睾こう丸がんを切り取って与えたと言われ、その切り取られた睾丸とされる物も残されている。

　鉄てつ門もん海かい上しよう人にんは、自ら予言した文ぶん政せい十二年（一八二九年）に、注ちゆう連れん寺じ本堂で結けつ跏か趺ふ坐ざを組み、真しん言ごんを唱えながら入にゆう滅めつし即そく身しん仏ぶつとなった。

　上人のミイラは、今も注連寺に収められ、信仰の対象となっている。





────『鉄門海上人伝』









　　　間章　　しあわせのかたち







　僕たち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遙はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は確かに存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕たち人間には全くの無関心で、それゆえ無む慈じ悲ひで公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐きよう怖ふを一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨大な悪夢を、切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性せいゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　人間国宝長は谷せ部べ完かんに師事していた瀧たき修しゆう司じは、師が脳のう溢いつ血けつで帰らぬ人となった後、山の中に工こう房ぼうを構えた。偏へん屈くつで知られた大陶とう芸げい家かが八十七年の生しよう涯がいで取ったわずか九人の弟で子しの最後の一人であり、寡か黙もくさと取っ付き辛づらさでは師にも匹ひつ敵てきした。

　修司が長谷部の弟子になったのは、中学校卒業と同時だ。

　独立は二十九歳さいの時。まだ若くしての、師の突然の他界による止やむを得ない独立だったが、偏屈な師の最さい期ごを看み取とった修司の独立に、すでに一人立ちしていた兄弟子たちは有形無形の協力をした。

　愛あい想その無い師によく似たこの最年少の弟弟子は、年かさの兄弟子たちに大いに可愛かわいがられていたのだ。

　面めん倒どうな性格の師を押し付けた形になったことへの、後ろめたさもあったかもしれない。

　ともあれ順風とは言えないものの、比較的恵まれた後押しを得て、修しゆう司じは一工こう房ぼうの主あるじとなった。とはいえすぐに陶とう芸げい家かとして生活をしていけるほど甘あまくはなく、しばらくは兄弟で子したちが何かにつけて様子を見に来て、器を焼くこと以外に何もできない愚ぐ直ちよくな弟弟子に小こ遣づかいを渡すなどしなければ、それ無しには食べる物にも事こと欠いた有様だった。

　職人といえど、ただ作るだけで暮らせるわけではない。

　売り込まなければ金にならない。駆かけ出しとなれば尚なお更さらだ。

　ほとんどの職人は、一人立ちすればそれに適応する。せざるを得なくなる。しかし中にはそれがどうしてもできない生きつ粋すいの社会不適応者がいて、まさに師がそれであり、そして修司がそうだった。

　作さく陶とうしかできない。ただそれだけの人間。

　生粋の職人といえば聞こえがいいが、まともな社会生活ができない人間。

　師が生きた時代は、そういった不器用な人間も、社会が生かしてくれた時代だった。社会がもっと密で互ご助じよ的だった時代。偏へん屈くつな職人を呆あきれながらも尊び、眉まゆをひそめられながらもその腕うでを尊敬されて、終生作陶しかできなかった師は辛かろうじて地域の一員として生かされて、そして最後には人間国宝と呼ばれるまでに至って人生を終えた。

　師が生きたのは、そのように社会が密だった、最後の時代だ。

　そして師と同じ種類の人間でありながら、修司が一人立ちした時には、社会からはすでに偏屈な職人を支えるような土ど壌じようは、ほぼ失われていた。

　また修司自身も、そんな密な社会では生きられない現代人だった。そんな人間が生きてゆくには幸運が要いる。展覧会で入賞し、二度三度と個展を開くなど少しずつ実力を認められながらも、修司は職業職人としては完全にくすぶって、兄弟子たちの援助でぎりぎり食い繫つないでいた状態だった。

　兄弟子たちの好意が尽つきれば、もはや飢うえ死にしか道がないほどに。

　そんな兄弟子たちの向ける困こん惑わくと心配と苦言をよそに、修司はまるでそれを理解していないかのように────さもなくば自分の生き死になどにまるで興味がないかのように、ただ黙もく々もくと作品を作り続けるばかりだった。

　修司の生き方は、とにかく不器用に過ぎた。

　寡か黙もくで朴ぼく念ねん仁じん。そして愚直。修司はその見かけも生活も機械のように淡々としていたが、しかしその冷たい岩にも似た外面の下に、実のところ溶岩にも似た、狂的な熱中と執しゆう着ちやくを宿していた。

　幼い頃の修司は、黙々と絵を描かくのが好きな子供だったという。

　紙と筆記具さえ与えておけば、何時間でも大人おとなしくそうしていたそうだ。

　つまるところ修司はそんな根こん幹かんを、全く変えずに大人になった人間だった。生まれついてストイックな人間が、さらにストイックなものに取り憑つかれている状態。芸術に憑かれた修しゆう司じは、このままではアイルランドの妖よう精せいに魅み入いられてしまった詩人のように、芸術に取り殺されるしかない人間だった。

　そう。あの日までは。




「すいません。瀧たき修司さんです……よね!?」




　食い詰めていた修司の窯かまを、ある日、若い女が訊たずねて来た。

　髪かみを首の後ろで結び、ジーンズにトレーナーという活発そうな服装をしたその娘むすめは、芸げい大だいに通う大学生だと名乗り、緊きん張ちようと興こう奮ふんで微かすかに上気した顔で、そのくせ臆おく面めんも遠えん慮りよもなく工こう房ぼうを見学したいと申し入れた。

「……勝手にしろ」

　数秒の沈ちん黙もくの後にそう言い放って、後は無視同然に仕事を再開した修司に、その娘はどういう神経をしているのか延々後をついて回って自分のことを話し続けた。自分が陶とう芸げいを学んでいること。将来は仕事として陶芸に関わりたいこと。そして、展覧会で見た修司の作品にどれだけ感動したかということ。工房や作りかけの器、あるいは修司の作業を興味津しん々しんに見つめているとき以外は、娘は相あい槌づちすら打たない修司に、お構いなしにあれこれと話しかけた。

　彼女は、戸と塚つか可か南な子こといった。

　可南子はそれからというもの、週末になると必ず工房に押しかけてきて、呆あきれるほど熱心に見学し、やがて勝手に仕事を手伝うようになった。

　そしてそのうち工房にかかって来る電話にも出るようになり、そんな時は修司には真似まねできない手て際ぎわの良さで商談をまとめた。この修司の『アシスタント』は、偏へん屈くつな修司との交渉に難なん儀ぎしていた周囲から最初は極めて好評に受け入れられ、また可南子も色々な形で自分からも修司の作品を売り込んで、一年もするとあれほど食い詰めていた工房の台所事情は劇的に改善していた。

　そうして後に、可南子は修司のアシスタント兼、恋人となる。

　可南子の熱烈なアプローチだった。冗じよう談だんはおろか、日常会話にも事こと欠くような男の何がいいのか修司自身にも皆かい目もく分からなかったが、修司の寡か黙もくさを「自分の父親も似たような感じだったから」と言って意に介かいさなかったし、事実、可南子はそのような人間との付き合い方に慣れていた。

　無口な修司に何かと話しかけ、大して返事もしない修司の様子から答えを読み取る。

　そして身の回りに気を遣つかわない修司の生活に、あれこれ口を出して世話をする。

　そうする可南子は、楽しそうだった。

　可南子はまた、修しゆう司じの作品の崇すう拝はい者しやだった。

　大学で学んだ可か南な子この褒ほめ言葉は大して理解できなかったが、とにかく可南子は修しゆう司じの作る器に、美と才能を見出しているらしかった。修司にとっては、ただ師から継ついだ作さく陶とうの技を黙もく々もくと自分の体に憶おぼえさせ、その時点で作り得る最高の物を焼くこと以外に興味がなかったので、その崇拝にどう応こたえればいいのか全く分からなかった。

　作り続ける。そして技を、自分の体に溶とけ込ませる。

　技が体と一体になった時、工く夫ふうの余地が生まれ、新たな課題が生まれる。

　その課題に挑いどみ、課題を体現する一つの作品を完成させる。そしてその課題が自分と一体になった時、新たな課題が現れ、自分の中の『最高』がまた遠ざかる。

　修司にとって作陶とは、そんなただひたすらに長い道だ。

　その小さな満足と、新たな課題の螺ら旋せんを延々と歩き続ける以外に、自分にとってしっくりくる生き方がないだけだ。

　自分の中の『最高』の器は常に遠ざかり続けるし、自分の作ったものが、自分にとってどのような位置づけにあるかは自分だけが知っていればいい。師でもない他人の評価など役に立たない。なので可南子の崇拝は理解不能で、時に鬱うつ陶とうしく思うことさえあったが、こんな他人との関わり方を知らない自分を肴さかなに可南子が幸せそうにしているのなら、修司としてはそれに水を差そうとは思わなかった。

　修司が、そんなことをするためにわざわざ口を開く性質ではないというのはある。

　だがそうでなくとも、可南子は修司にとって恩人だった。

　商売として他人と交渉することに感心がない修司に代わって、この窯かまと、瀧たき修司という職人を軌き道どうに乗せた。それによって兄弟で子したちを心配させることもなくなったし、さらには衣食住も細かく世話をして、修司は身の回りのことにほとんど煩わずらわされることなく、作陶に打ち込めるようになった。

　可南子は恩人だ。

　そして、可南子に対して、修司は返せるものを、何も持ち合わせていなかった。

　だから修司は何であれ、何も与えられない修司から、可南子が勝手に望んで得ているのだろうものを取り上げる気はなかったのだ。可南子が修司の器にどんな無価値な賛美をしても何も言う気はなかったし、たまに母親のように修司の生活について小こ言ごとを言うのも構わなかった。それらをする可南子が、どこか楽しそうにしていたからだ。

　可南子が満足するなら、何も言わない。

　好きにすればいい。それは他ほかの人間から見れば限りなく無関心にも見える態度だったが、そもそもが不器用な修司にとっては、最大級に可南子を大切に思った扱いだった。

　そして可南子の方も、そんな修司の態度を、誤解することなく理解していた。

　むしろ────それが幸福だったのか不幸だったのかは分からないが────修司の方が、可南子という人間のことを理解していなかった。




　常識に疎うとい修しゆう司じは知る由よしもなかったが、可か南な子こという人間は、ストーカーじみていた。




　住所を公開しているわけでもない山奥の窯かまを、どうやって調べたのか突然アポイントメントもなしに訊たずねて来て、浮うき世よ離ばなれした修司が疑問に思わないのをいいことに、あっという間に生活の中に踏み込んだのだ。

　作さく陶とう以外に関心がない修司の、その他ほかの生活部分をほとんど乗っ取ったと言っていい。

　そして感心がないがゆえに修司は、可南子が生活を塗り替えてゆくのを、特に疑問に思わずに、受け入れていたのだった。

　最初は散らかった部屋の片付け。

　そしてやがては家計まで。修司の身の回りの全すべてを、二年足らずで。

　恋人と暮らすというのは、そういうものなのだろうと、何となく修司は思っていた。

　しかし実際そういう部分もあるのだろうが、可南子の遠えん慮りよのない生活への踏み込みと、修司の囲い込みは、周りの人間から見ればやや常じよう軌きを逸いつしたものに見えていた。

　事実────可南子が工こう房ぼうの電話に出るようになってから、修司は他の人間と会話することが、完全に絶えていたのだ。

　電話を初めとした外とのやり取りは全て可南子が引き受けて、完全にシャットアウトしてしまい、修司が人と話すただでさえ少なかった機会は、それこそ年に片手で数えられるほどにまで激減していたのだ。

　ただ、修司はずっと、それが異常だとは気づかなかった。

　元々他人とのやりとりを煩わずらわしいと思っていたせいだ。ただ面めん倒どうなことがなくなったと、その程度にしか思っていなかった。

　作陶に没ぼつ頭とうできるように、そういう煩わしさを肩かた代がわりしてくれているという可南子の言葉を、ずっとそのまま受け取っていた。そして後に、久し振りに自分で交こう渉しようをしなければならなくなった時に、相手方から指し摘てきされて、自分が工房の外から全くと言っていいほど隔かく離りされていたことに初めて気がついたのだ。

　元々修司が変わり者であるがゆえに、それがおかしいことに気づいていなかった。

　可南子が何をしていたのかも。何をされていたのかも。

　可南子の偏へん愛あいが、どんなものかも。

　気づいていなかった。

　あの時まで────




　可南子が死んだあの時まで、修司は何も、気づいていなかったのだ。




　………………




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪奇現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐怖に満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰らうが、ごくまれに存在する〈泡ほう禍か〉より生せい還かんした人間には、巨大なトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生還者が多数存在し、そしてその中でも恐るべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英国で発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互ご助じよ会かい結社。

　彼らは世界の裏うらで被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくして、〈童話〉がまた動き出す。
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　　　六章　　悲劇のない家







　　　　１




　目が覚めた。

　床ゆかから起き上がった。

　何もなかった。

　そこには何もない、いつもの玄げん関かんと、「ぱかん」と口の開いた、玄関のドアに取り付けられた金属製の郵便受け。




　　　　†




「……だーかーらー、冗じよう談だんとかじゃないって。マジなんだから！」




　下しも田だ樹じゆ里りは声を荒げて、氷入りのアイスティーに突っ込んだストローを、苛いら立だたしげにがしゃがしゃ抜き差しした。

「いやいやいや、別に噓うそとかいってるわけじゃないから」

「そうそう」

　国道沿いの、一階部分が全すべて駐ちゆう車しや場じようになっている高たか床ゆか式しきめいたファミリーレストラン。その窓際の席で、いま夏休みの少女達が三人顔を突き合わせて、機き嫌げんを損そこねかけている一人の少女を二人がかりで宥なだめていた。

　三人が三人とも、着ているのはお洒落しやれな服。

　少女向けファッション雑誌を熱心に学んで意識した、可愛かわいい服。

　そんな少女たちが揃そろっている、蒸むし暑い外とはガラス一枚で隔へだてられた涼すずしい四人席。

　テーブルの上にはてんでにドリンクバーから持って来た飲み物が林立していて、それを挟はさんでお喋しやべりする女子高生たちの姿は、いかにも華はなやかで、かしましげに見えた。

　だがしかし、そこで行われている会話の内容は、あまり華やかなものではなかった。




「うちに幽霊が出たんだよ!?　幽霊が!!」




　悲鳴とも念押しともつかない樹じゆ里りの訴え。そしてそんな樹里がした説明に対する「噓うそでしょ!?」という片方の少女の反応が、どうやら気に障さわったらしく、樹里は家に何か出たのが本当でどれだけ怖こわい思いをしたかを声こわ高だかに主張しているのだ。

「もう！　別に夢見たんでも幻覚見たんでもいいよ！　とにかくもう、一人じゃウチに戻れない。一人でいれない。絶対無理」

　言いながらぶるぶると首を振る樹里。

　それに対して二人が、

「ああ、うん」

「そ、そうだよね」

　などと相あい槌づちを打つ。

「うん、無理だから！」

　言い切る樹里は、言葉通り、家で恐ろしい体験をしてきたばかりだった。

　しばらく前に、樹里はキッチンの床ゆかで目を覚ましたのだ。

　そして目を覚ました時にはもうそこに何もなく、自分が本当に怪かい奇き現象を体験して気を失ったのか、それとも寝ぼけてキッチンの床で寝た挙あげ句くに怖い夢を見たのかはもう分からなかった。

　どうとも言えない状況だ。

　だがそれでも、そのまま家にいることなど論外だった。

　樹里の頭と感覚には、あの記き憶おくと感覚が生々しくこびりついていた。そうなれば、例えそれが夢だろうが何だろうが関係なく、怖いものは怖いのだった。




　郵便受けの中にみっちりと詰まった、髪の毛ごと剝がした人間の皮。




　血の臭においと滴したたる音。その記憶がひしひしと脳を蝕むしばむ中、その現場である家の中で、一人留る守す番ばんするなど冗じよう談だんではなかった。

　だから慌あわてて最低限の身み繕づくろいをして、逃げるように家の外に出た。そして一人でいるのも怖いのでこうして一番仲のいい二人を呼び出して、何とかして一人にはなるまいと、このファミリーレストランで過ごしているのだ。

　髪かみ型などもいつものようには整えられなかったが、仕方がない。

　家を出た時はもっと酷ひどかった。このレストランのトイレの鏡の前に立って、ようやく何とか形にした状態だ。

　その辺りの不満と自信のなさも、今の樹里の声高さの遠因になっている。今の自分がみんなに比べてちょっと良くない感じなのは、あくまでもその恐怖体験のせいだと、そんな主張が混じっているのだ。無意識に。

「いや、あたしだって幽ゆう霊れいとか勘かん弁べんして欲しいんですけど。マジで」

　興こう奮ふん気ぎ味みの樹じゆ里りに、少女の一人が引き気味に言う。

　この三人は服装や髪かみ型にどことなく似通った印象があったが、その中で一番背が高く、瘦やせているのが目立っていた。

　名前は純じゆん。小学校からの樹里の同級生だ。

　長身で派は手ででノリも威い勢せいもいい。ずっと樹里のグループだった。

「あたしだって家から逃げるわ。そんなの。夢でも」

「でしょ!?」

　言う純に、樹里が勢い込んで言う。

　ここに集まってすぐの時にも、すでに似たようなやり取りをしているのだが、機き嫌げんを損そこねかけた樹里のために、もう一度繰り返したようなものだ。

　そして樹里の説明に「噓うそでしょ!?」と思わず口を挟はさんで、機嫌を損ねる原因になってしまった少女も。

「も、もちろん私もだって。さっきのは疑ったとかじゃなくて、ほら……」

　へらへらと言い訳をするのは、満ま梨り子こ。やはり小学校からの同級生で、背せ格かつ好こうは樹里とよく似ていたが、樹里に比べてぽっちゃりしていて、きつい印象の樹里と違って、常にへらへら笑っているような表情と雰ふん囲い気きをしていた。

「あー、はいはい」

　満梨子の言い訳を聞き流して、一いつ蹴しゆうする樹里。

「お、お願いだから話きいてよー」

「うっさい。ていうかさ、どっちか泊とめてよ。今日きよう」

　どうにか機嫌を取ろうと縋すがる満梨子を無視して、樹里はストローでアイスティーをかき回す手はそのままに、テーブルに頰ほお杖づえを突いて言った。

「は？」

「だーから、うちに帰れない、つってんでしょ！」

　訊きき返す純に、そう樹里。

「二、三日してパパママになんもなかったら帰ってもいい。泊めてよ」

「んな、急な……」

　渋しぶる純と、挽ばん回かいとばかりに身を乗り出す満梨子。

「じゃ、じゃあ、うちに泊まりなよ！　大丈夫だから！」

「マジ？　やったね」

　樹里はそれを聞くと、にっこりと笑って頰杖から頭を上げ、満梨子の両手を取ってテーブルの上で揺すった。

「ありがと、世話になるよー」

「いーっていーって」

「純じゆんはどうすんの？」

「あたし？　あたしも泊とまるかって？　うーん、いや、マジで行きたいけどさあ……あたしん家ちがそういうのウルサイって知ってんじゃん、二人ともさあ……」

　ぼやく純。だが純が苦悩の表情でそう言った時、不意に樹じゆ里りのバッグの中から、浮かれた調子の曲が流れ出した。

「……お、麻ま美みだ」

　テーブルの上で満ま梨り子こと手を繫つないでいた樹里は、ぱっとその手を離して、その着信メロディーが示す友達の名前を口にした。樹里は数時間前、純や満梨子と共に、彼女もここに呼ぼうとしたのだが、電話に出なかったのだ。

　テーブルには携帯電話禁止のマークがあったが、純は構わずバッグから携帯を取り出す。

　そして通話ボタンを押して電話に出ると、まず開口一番に、文句を言った。

「麻美！　なんで電話出なかったのよ！」

　だが返って来たのは、友達の声ではなかった。

『……あ、樹里ちゃん？　あの、私、菜な央おだけど』

「ナオ？」

　電話の声は、麻美本人ではなく、麻美の携帯で電話をかけてきた、彼女の妹だった。

「なんで？　麻美は？」

　聞き返した時に、樹里は気づく。

　何だか雰ふん囲い気きがおかしかった。麻美の妹の声の様子が、どことなく沈しずんで、緊きん張ちようしている気がしたのだ。

　そんな樹里の内心をよそに、菜央が話し始める。菜央はまず、家に置いてあった麻美の携帯に留る守す電でんが入っているのを見て、折り返し電話をしたのだと説明した。

　そして、そこから続く説明を聞くにつれて、樹里の表情は強こわ張ばった。

　そして用件を聞き終わって通話が切れると、樹里は二人に、強張った表情のまま言った。

「麻美…………入院したって」

「えぇ!?」

「は？」

　満梨子と純は、それぞれ驚きの声を上げた。

「なんか家で泡あわ吹いて倒れてて……救急車で病院に運ばれたって……」

「えー……」

　落ちる沈ちん黙もく。

　窓の外では、もうしばらくすれば天てん頂ちように差しかかる眩まぶしい太陽に、大きな一ひと塊かたまりの雲がかかって、町一面をうっすらと陰らせていた。




　………………







　　　　２




　………………




　熱した泥どろを満たしたように、胸の中が重い。

　頭の中もだ。考えるのも、体を動かすのも億おつ劫くうで、全身が、泥になったかのように重い。

　指先一つ、自分の身体からだが動かせない。ぐったりと動けずに、どこか暗い場所に横たわったまま、白しら野の蒼あお衣いは薄うす昏ぐらいどこかの光景を、ぼんやりと眺ながめている。

　延々と続く、薄うす闇やみ。

　天てん井じようは幾いく層そうにも重なった薄闇で、真っ黒に澱よどんで何も見えない。

　そして動かせない視野の視界の端はしに、白い何かがうずくまっている。

　じっと、ずっと、うずくまっている。

　死人のように白いワンピースを着た、小さな少女が、じっと。

　動けない、横たわる蒼衣をじっと見つめながら、じっと膝ひざを抱かかえて、うずくまっている。

　じーっ、と見つめる、視線。

　その視線が、どこか、怖こわい。

　……怖い。

　その視線には、怒りも悲しみも、何の感情も含まれていなかったが、ただ蒼衣を見つめるその視線を、蒼衣は『怖い』と思った。

　動けるならば、今すぐにでも全身と全ぜん霊れいをもって謝りたい、いたたまれない怖さ。

　葉は耶やは、じっと、蒼衣を、見つめる。

　………………

　…………………………







「!!」







　眩暈めまいがしそうなほど、不意に、意識が目覚めた。

　水の深みからいきなり引き上げられたかのような強きよう烈れつな不快感と、目の前が真っ暗になって、脳が縮むような、頭の中が収縮する感覚の頭痛。

「……う…………!?」

「白しら野の君!!　気がついたかい!?」

　呻うめいた瞬しゆん間かん、神か狩がり屋やの声が、蒼あお衣いの意識を揺さぶった。

「……っ!!」

　狼ろう狽ばいした大きな声は、頭痛と眩暈めまいがする頭を揺すぶられたように不快だったが、それでもそのおかげで、蒼衣は自分の状態を把は握あくする。

「……ここは……」

「修しゆう司じの……〈葬そう儀ぎ屋や〉の、車の中だ」

　蒼衣の呟つぶやくような疑問に、神狩屋が答える。

　確かに鼻び腔こうに流れ込む空気の匂においは車の中のもので、今の蒼衣はその匂いに、軽い吐はき気けを覚えた。

　蒼衣は頭の中がぐらぐらする感覚を少しでも抑おさえようと、額ひたいを押さえる。

　思い出した。蒼衣はあの『生き返った死体』である少女の家で、気を失ったのだ。葉は耶やのものに見える、幼い少女の足の幻覚を見てだ。

「……」

「急に倒れたんだよ。一体、どうしたんだい？」

　バンの貨物スペースに横たえられている蒼衣に、神狩屋が訊たずねる。

　蒼衣の〈断だん章しよう〉が不安定になっているせいで、幻覚を見た。蒼衣はそう神狩屋に伝えようとして、目を開けて、軽く頭を起こす。

「……えーと、あの、家の中で…………」

　そして蒼衣がそう、言いかけた時。




　ひた、




　と蒼衣から見える神狩屋の、その後ろに見える開け放たれたバンの後部ドアに、その縁ふちを摑つかむようにして白い小さな手が見えて──────




「…………傷が、痛んだんです」




　蒼衣は、答えた。

　そして蒼衣は、見える『それ』から視線を引き剝はがすように、再び頭を横たえて、目の辺りを片手で覆おおった。




　　　　†




　白しら野の蒼あお衣い、時とき槻つき雪ゆき乃の、鹿か狩がり雅まさ孝たか、それから瀧たき修しゆう司じと戸と塚つか可か南な子こ。

　五人は翌朝────といっても朝食時はとっくに過ぎ、ランチバイキングが始まってしまっている時間に、ビジネスホテルの最上階の、規模としては小さめのレストランの席で顔を合わせた。

　リカの手配したホテルだった。ここを拠きよ点てんに、五人は『死体探し』を続行する。

　リカはホテルのツイン部屋を三つ、終わるまでに何日かかるかも分からないこの探索活動のために、気前良く費用を持つと、申し出たのだ。

　その件に関しては、神か狩がり屋やとの間でこんな会話をしている。




「……全員分ですか？」

「そう。一応うちの管かん轄かつで起こった問題の延長だしねえ。ここんとこ神狩屋サンには迷めい惑わくもかけてるし、ここはひとつ気前のいいところを見せとこうかなあなんて」

「一応こちらとしては助かりますが……大丈夫なんでしょうね？」

「多分許容範はん囲いかなあ？　ただホテルは私が指定するよ？」

「それはもちろん構いませんが……」

「じゃあ決まり。ここにしよう。株主優待も利くっぽいし」

「株主？」

「株の運用で喰ってるからね、わたしゃ。たまたま持ってるだけだけど、使えるもんは使わなきゃねえ」




　……ともかく、そうして話しながら携帯端たん末まつをいじっていたリカが、その場で取ったのがこのホテルだ。

　駅近くというにはやや遠く、規模も設備も大きくはない。だが蒼衣も自分の生活圏けんで名前を見たことがあるので、おそらくかなり手広くやっているグループのビジネスホテルなのだろうと思われた。

　壁も床ゆかも内装も、モノトーンに近い、落ち着いているが無ぶ難なんな色。

　レストランも似たようなものだ。だがもちろん行楽に来たわけではない蒼衣たちに文句はなかったし、批評するほど内装や設備に関心が向くような、そんな余よ裕ゆうもなかった。

「………………」

　皆、それぞれ疲労困こん憊ぱいしたり、眠ねむれなかったりしたようだった。

　蒼衣と神狩屋。〈葬そう儀ぎ屋や〉と可南子。そして雪乃と颯さつ姫きに夢ゆ見み子こという部屋割りで一晩を過ごしたが、結局蒼あお衣いは傷の痛みでなかなか眠ねむれず、そしてようやく眠りに落ちた時には例によって悪夢を見た。

　傷は徐じよ々じよに治っているものの、代わりに蒼衣は疲ひ弊へいしていっていた。

　それを診みていた神か狩がり屋やにも疲れが見え、様子の読みづらい〈葬そう儀ぎ屋や〉たちはよく分からないが、雪ゆき乃のの機き嫌げんは朝から明らかに悪かった。

　そんな面子メンツで、結局こんな時間になって、テーブル席を囲む。

　レストランには田たの上うえ颯さつ姫きと夏なつ木き夢ゆ見み子こも一いつ緒しよにいたが、颯姫に夢見子の世話をさせ、隣となりの席で蚊帳かやの外に置いておいた。

　バイキングだったが、みんな食欲はないらしく、取ってくる量も控えめだ。

　蒼衣はいくらかのスクランブルエッグとスープを摂せつ取しゆしたのみ。神狩屋はほとんど一いち汁じゆう一いち菜さいのような量の和食。〈葬儀屋〉はパンをコーヒーで流し込み、可か南な子こはダイエット中の女性のような構成の洋食。そして雪乃に至っては、ただでさえ肉嫌ぎらいな上に、いつにも増して少ない量のサラダを早々に食べ終わると、いつにも増した量のサプリメントを、病人のように飲み下していた。

　そして、どことなく重い空気で、皆が一息ついた頃。

「……さて」

　隣となりの席で、颯姫が夢見子の口元をせっせと拭ふいている姿を一度横目に見てから、神狩屋が、そう切り出した。

「これからどうしますかね」

　つまり、これからの『死体』探しについて。

　昨日きのうは手がかりを探しに行った家で、偶ぐう然ぜんに目的の『モノ』に出くわしたのだが、その際に抵抗にあって、取り逃がしていた。

　蒼衣たちは当初の目的通り、あの蘇よみがえった少女の家でいくらかの手がかりを手に入れていたが、その想定していなかった本人たちとの遭そう遇ぐうは、思いのほか強く蒼衣たちの空気に陰を落としていた。

　特に────蒼衣と、雪乃に。

　雪乃はあれから、どういうわけか明らかに〈葬儀屋〉や可南子から距離を取っていた。二人がけの席を二つ並べたこの狭い席でも、普段ならばあまり近いと嫌いやがるのにも拘かかわらず、珍めずらしく対面の〈葬儀屋〉たちを避さけて大人おとなしく蒼衣の隣となりに座っていた。

　それは正直蒼衣にとっては嬉うれしいことなのだが、蒼衣の方は蒼衣の方で、どうにも答えの出ない、重い考えに取り憑つかれていた。弱った身体からだと、弱った心は、蒼衣の中に、こんな考えを浮かばせていたのだ。

「あの……」

　蒼衣は、おずおずと言った。

「あの二人を、見逃してあげることはできないんですか？」

　ずっと考えていたのは、このことだった。

　考えれば考えるほど、蒼あお衣いはどうしてもあの二人に肩かた入いれしたくなる自分を抑おさえることができなかった。あの少年────スケッチブックの署しよ名めいと学校連れん絡らく網もうの名めい簿ぼから、おそらく多た代じろ亮りよう介すけだと思われるあの少年に────蒼衣は死にかけるほど深く刺さされたのだが、しかしそれでもあの二人に同情的な思いを持っていた。

　自分が刺されたことについても、むしろそのせいで彼を怯おびえさせてしまったと、申し訳ないとまで思ってしまっているくらいだ。

「多分……あの多代君は、何もかも分かった上であの子を庇かばってます」

　黙だまって聞く皆に、蒼衣は言う。

「そんな簡単なことじゃないとは分かってるんですけど……でも僕は、あの二人に同情してます。環境的に無理だとか、そういうんだったら仕方ないと思いますけど……あの二人にチャンスを与えてあげることはできませんか？　その…………なんて言うか、馳はせ尾お君と、瑞みず姫きちゃんみたいに……」

　そう、途と切ぎれ途切れに言葉を捜さがしながら、蒼衣は前例を口にする。

「………………」

　蒼衣が話し終えると、まず、沈ちん黙もくが降りた。普段ならこんなことを言い出すと怒り出しかねない雪ゆき乃のも、どういうわけか今日きように限っては、何も言わなかった。

　そして初めに口を開いたのは、可か南な子こ。

「駄だ目めよ」

　穏おだやかな口く調ちよう。だがその返答は、にべもなかった。

「……理由を聞いていいですか？」

「危ないのよ」

　問う蒼衣に、可南子はそう答えた。

「私たちは頼まれてあの子の死体を『処分』しただけだから、あの子が死んだ原因の〈泡ほう禍か〉については分からない。でもあの子は〈潜せん有ゆう者しや〉だった可能性があるわ。瀧たきの〈断だん章しよう〉で生き返った〈潜有者〉は、危ないのよ」

「……」

　真剣な表情で可南子。蒼衣はその隣となりに座る〈葬そう儀ぎ屋や〉に目をやったが、当人は興味なさそうに、険しく細めた目を窓の外に向けてコーヒーを啜すすっていた。

「言ったと思うけど、瀧の〈断章〉で生き返った人は、例外なく発狂するわ」

　それを横目に、可南子は続ける。

「発狂して理性をなくした精神は、扉とびらの壊こわれた門みたいなものなのよ。しばらくは記き憶おくが寸断されて自分の〈悪夢〉も思い出せないけど、だからこそ危ないわ。もし何かの拍ひよう子しに発狂してバラバラになった記き憶おくが〈悪夢〉の形に繫つながったら、そのまま一番純粋な形で恐怖が爆ばく発はつしてしまって、理性で押し留とどめることもできずに真っ逆さまに〈異い端たん〉になるの。そうなったら、尽きるまで〈泡ほう禍か〉を撒まき散らして、周り中を巻き込んで破滅することになるわ」

「……そうですか……」

「そう。今の彼女は、爆ばく弾だんみたいなものなのよ。本当は〈保持者〉も危ないのだけど、抱かかえてる〈悪夢〉が弱いぶん、まだ希望はあるわ。でも〈潜せん有ゆう者しや〉のそれは止められないのよ。少ない経験上のことだけど、どれも酷ひどいことになったわ。もしもあの子が〈潜有者〉じゃないなら少しは考こう慮りよしてもいいけど、分からない以上は最悪を仮定しなきゃいけない。爆弾で賭かけ事するみたいな真似まねは、できないわ」

「……」

　溜ため息いきと共に、蒼あお衣いも無理に自分を納なつ得とくさせる。

　だがそうしている蒼衣の前で、可か南な子こは不意にぽつりと低く、本当に小さな声で何事かを付け加えた。




「…………そんなものを、瀧の作品にするわけにはいかないし」




「えっ？」

　思わず蒼衣が聞き返して顔を上げた時には、可南子はいつもの様子で、普段と何の変わりもなかった。

「……？　どうかした？　白しら野の君」

「い、いえ……」

　わけもわからず、蒼衣は引き下がる。

　そしてそのことを深く考えるより前に、神か狩がり屋やが若白髪しらが混じりの頭を搔かきながら溜息混じりに口を開き、話題が先に進んでしまった。

「……まあ、あの娘むすめさんが死んだ原因になった〈泡ほう禍か〉については、あの〈チェシャ猫ねこ〉君も責任を持って調べてくれると言っていたので、期待しないで待つことにしましょう」

　期待はともかくとして、あまり連れん絡らくが来て欲しくないといった様子で、神狩屋は言った。

　そして、

「とりあえず我々の方針を決めますか。まずは、昨日きのう手に入れた手がかりから分かることを虱しらみ潰つぶしにしなければならないでしょうね……」

　神狩屋はそう言うと、まず目下の中心人物についての情報をまとめた。

「まず多た代じろ亮りよう介すけ君についてですが……彼は、どうやら昨夜は家に帰らなかったらしいことが、白野君が彼の自宅に電話してみたことで確認できています。話によるとどうやら友達の家に泊とまりに行ったそうですが……『死体』を連れている以上、本当にそうしている可能性は高くはないでしょう。

　次に『死体』本人である浅あさ井い安あん奈なさんですが、身元は完全に分かっている上に、家族は全員死亡、本人も発狂しています。なのでこの方面から考えても、彼女がどこに行ったかは分からないと思われます。この方面から調べるのは無む駄だでしょう」

　そんなまとめ。

　しかしそこまで神か狩がり屋やが言ったところで、蒼あお衣いは小さく手を上げて、その結論に口を挟はさんだ。

「あの、無駄かもしれないですけど……僕ぼくは浅井さんの方も、調べてみたいです」

　蒼衣は言った。

　神狩屋が訊たずねる。

「何故なぜだい？」

「浅井さんが、どんな人だったのかとか、分かるなら調べてみたいんです。あとクラスメイトとかに話を聞けば、多た代じろ君の交友関係とか、性格とか、もしかしたら行き先なんかも分かるかも知れません」

「……なるほど、確かにそうだね。当たってみる価値はありそうだ」

　頷うなずく神狩屋。

　だがそもそも、家が無人になってしまっているため調べ放題の安奈と違って、家族が健在の亮りよう介すけの家から情報を引き出すのにはリスクがあった。とはいえ有人のリスクという点では安奈のクラスメイトを当たるのも同じだったが、子供同士の問題ならば、大人おとなを相手にするよりは問題が拡大しない可能性が高かった。

　また、彼女らについて調べるのには、別の理由もある。

「それに…………いや、なんでもないです」

　その理由を口にしかけたが、蒼衣は思い直して、言うのをやめた。

　亮介や安奈の生活や人となりを調べるのは、蒼衣の〈断だん章しよう〉に必要なのだ。だが、いま神狩屋の〈断章〉による治療の影響で不安定になっている蒼衣が、そのためのピースを揃そろえようとしていると知れば、神狩屋たちが良い顔をしないだろうと思ったのだ。

　蒼衣は、何をやっても自分の生活にあまり支し障しようのない今、雪ゆき乃のがいる限りは事件を降りる気などなかった。

　それに、あの二人の逃亡者も気になった。自分の見ていない間に酷ひどいことになるのは、かなり寝覚めが悪いだろうと思うほどに、二人のことを気にかけていた。

　無用に心配を煽あおって事件から降ろされないため、蒼衣は理由を言うのを避けたのだ。

　幻覚のせいで倒れて車の中で目を覚ました時に、噓うそをついたのも、同じだ。

　幸いにも、神狩屋たちは、気づかなかった。

「じゃあそうなると、手分けしてそれらの線を当たりつつ────並行して〈泡ほう禍か〉が漏もれ出す気配がないか、探っていく必要があるかな」

　神か狩がり屋やはまとめる。

　そして今まで話題に加わっていない雪ゆき乃のを見て、訊たずねる。

「雪乃君。風かぜ乃の君は……どうだい？　当てになりそうかい？」

「さあ？」

　神狩屋の問いに、雪乃は手持ち無ぶ沙さ汰たにピルケースを弄もてあそびながら、神狩屋の方に目を向けることもせずに答えた。

「今は顔も見せてないわ。面白そうな状況になったら出てくるんじゃない？　その時には手遅れになってるかもしれないけど」

「困ったね……」

　言葉通り困ったような表情で神狩屋。

「……でも、信用しているよ？」

「勝手にすればいいわ。裏切られてもいいなら」

　突き放す雪乃。

　神狩屋はそれ以上雪乃には何も言えずに、数すう瞬しゆん沈ちん黙もくした後、手元の冷めかかった紅茶を一息に飲み下した。

　そして、




「……さて、なんだか色々あって、気が重いのは確かだけども、頑がん張ばろう」




　そう言って、神狩屋は話題と気持ちにけりをつけるように、席から立ち上がって、隣となりのテーブルから颯さつ姫きと夢ゆ見み子この二人を呼ぶ。







　　　　３




「……雪乃さん、いい？」




　廊ろう下かからのドア越しの声と共に、ホテルの部屋のドアがノックされた。

　セーラー服姿で窓際の椅い子すに座り、不ふ機き嫌げん極まる表情でテーブルの上を見つめていた雪乃は、その音に顔を上げて、ベッドの上に夢見子と一いつ緒しよに座っている颯姫に無言で目線を向けて、頷うなずいた。

「あ、はーい」

　颯姫が頷き返し、ベッドから半ば飛び降りるようにして、足早にドアに向かう。

「ちょと待ってくださいねー」

　そして言いながら鍵かぎを開け、それから両手でドアの取っ手を摑つかむと、全身で引っ張るようにして、バネが強めのドアを力一杯引き開けた。

「ん……！　っしょ」

「あ、颯さつ姫きちゃん、ありがとう。大丈夫？」

　言いながら蒼あお衣いがドアを支え、颯姫を促うながし、部屋に入ってくる。

　蒼衣は小こ脇わきに紙束などを詰め込んだ紙袋を抱かかえ、それの扱いに難なん渋じゆうしながら、几き帳ちよう面めんに静かにドアを閉めた。

　紙袋の中身は、あの生ける死体の少女、浅あさ井い安あん奈なの家から持ち出してきた手がかりだ。

　この中から、生前の彼女の交友関係に当たりをつけて、雪ゆき乃のと蒼衣で調べてゆくという計画になっていた。

　場合にもよるが、基本的に同年代同士で聞きこむ方が、話は早い。

　いつもそうしている。有効ならそうすべきだと、雪乃も自分を納なつ得とくさせている。

　そんな雪乃の沈ちん黙もくをよそに、蒼衣は紙袋を抱えて雪乃のところにやって来る。そして紙袋をテーブルの上に置いて、もう一つの椅い子すについた。

「痛つ……」

　座って、まだ塞ふさがりきっていない腹の傷に、小さく呟つぶやく。

　ふん、と雪乃は小さく鼻を鳴らした。蒼衣はそれを見て、何が面白いのか小さく苦笑いし、そしてその後おもむろにテーブルの上の紙袋に手を載のせて、少しばかり何事かを思案する表情になった。

　そうして蒼衣は、急に改まって、雪乃に訊たずねた。

「あのさ……雪乃さん。あの家で、何かあった？」

「！」

　その問いに、雪乃は一いつ瞬しゆんぎょっとなって、しかしすぐさま勝気がそれを覆おおって、蒼衣とは目を合わせずに答えた。

「……あの二人が現れた。それから逃げられた。十分あったでしょ」

「そうだけど、そうじゃなくてさ……」

　蒼衣は、思いのほか真面目まじめな表情で、茶ちや化かしも困こん惑わくもせずに応じる。

「僕が倒れてる間にさ、雪乃さんがものすごく可か南な子こさんを避さけるようになってたから、何があったんだろう、って」

「……別に。最初からよ」

　苦々しく言う。目を合わせずに。

「私が工こう房ぼうで可南子さん相手にあれだけ言ったの、白しら野の君も聞いてたでしょ？」

「うーん……」

　蒼衣は、困ったように眉まゆ根ねを寄せて。

　そして、

「……やっぱり、違うよ。昨日きのうと今日きようの雪ゆき乃のさんの態度は。何となくだけど」

「………………」

　例の自信なさげな口く調ちようで、しかし言い切った。

　雪乃は眉まゆ根ねをさらに強く寄せ────髪かみをかき上げ、溜ため息いきをつく。雪乃としては、これはあくまでも雪乃自身の内心の問題で、特に変わった態度を見せたつもりは一切なかったのだが、蒼あお衣いはあっさりと看かん破ぱしてきた。

　雪乃は数すう瞬しゆん、迷う。

　弱みを見せるようで嫌いやだった。しかし、言うべきだとは分かっていた。

　そう、これは警告だ。

　必要な警告。決して自分の弱みを告白するわけではない。




「……可か南な子こさんには、気をつけた方がいいわ」




　そしてようやく、雪乃は低い声で言った。

「え？」

「可南子さんは、私たちと目的が同じじゃない。あの時、私に見られたからやめたけど、可南子さんはあの家で出くわした二人の、男の方を殺そうとしてたわ」

「!?」

　蒼衣の眉まゆが厳しく寄せられる。普段からそうだったらいいのにと思うほどの、真剣で厳しい表情だった。

「……彼を？　普通の人間を？」

「そうよ。私たちの建たて前まえでは、助けなきゃいけない相手よ」

　あの時の光景を思い出しながら、雪乃は厳しい表情のまま言う。雪乃が見た時、可南子は明らかに多た代じろ亮りよう介すけに向かって鉈なたを振り上げていて、そのまま思い切り降ろされた鉈の前に、『彼女』が身を晒さらして庇かばったのだ。

「これ以上犠ぎ牲せい者しやが出ないように可能な限り一般人を助けるのが、〈騎士団オーダー〉の存在意義で活動目的だわ」

　低く、淡々と、雪乃。

「仮に個々人が復ふく讐しゆうだとかの違う目的を持ってたとしても、最低限その線を守る気があるから私たち〈騎き士し〉は辛かろうじて一いつ緒しよにやっていけるの。その最低限の目的を尊重する気の無い人間なのに〈騎士〉なんて、ただの殺人狂か戦闘狂だわ。〈騎士〉にはその手の人間が確かにたまにいるけど、その共通の目的を果たす気があるから何とか信用できるし、他所よそに行っても何とか信用されるの」

「……」

「可か南な子こさんは、何かの土ど壇たん場ばで、私たち共通の目的を反ほ故ごにする可能性があるわ。そんな人間は、有事には信用できない」

　雪ゆき乃のは、思い出す。

　あの廊ろう下かでの、光景を。

　あの時、雪乃が〈葬そう儀ぎ屋や〉を呼びに行って目を離していた間に。可南子はあの家の、薄うす暗ぐらい廊下で、自分の邪じや魔まをした『彼女』を、ほとんど〝撒まき散らす〟まで破は壊かいし尽くし、血と肉片の海の中に静かに立っていたのだ。

　壁から暖の簾れんから天てん井じようまで、真まっ赤かになった廊下で。

　天井から、ばらばらと雨のように血が滴したたり落ちる中で。

　鉈をぶら下げて、血の海に沈む赤黒い肉片を、可南子は無表情に見下ろしていた。

　そして玄げん関かんにやって来た、雪乃と〈葬儀屋〉に気づくと、ふと顔を上げて、心臓を失ったせいで揮き発はつするように嵩かさを減らし始めた血肉の海の中で、あまりにも普通な、少し困ったような顔をした。




「……『これ』に邪魔されたわ。逃がしちゃった」




　軽く、溜ため息いき。

　あの時は、雪乃も動揺していた。

　後から気づいたのだ。冷静に考えれば、あのとき雪乃は言われた通りに〈葬儀屋〉を呼びに行くべきではなかった。雪乃はあの場でそのまま、多た代じろ亮りよう介すけを殺そうとしていた可南子を、問い詰めるべきだったのだ。

　目を離した間に、多代亮介は殺されていたかもしれない。

　幸運にも『彼女』によってそれは防がれたようだったが、今となっては可南子が多代亮介を殺そうとしたことは、証しよう拠こがなかった。

　問い詰める機は逸いつした。いや、だがあるいは、これで良かった気もする。

　問い詰めて理由を聞いて、どうするのだ？　せいぜいあの場で何がしかの揉もめ事になっただけで、可南子について何かの断罪が行われる可能性はほぼ皆かい無むだろう。

　雪乃が警けい戒かいし、気をつければいいだけだ。

　そして、不本意ながらパートナーである蒼あお衣いには、それを伝えておく。後々面めん倒どうなことを言い出さないように。

「だから、気をつけた方がいいわ。先に言っておく」

　そう、雪乃。

「今の可南子さんには背中は任せられない。残念だけど、そうするなら今は白しら野の君の方が遙はるかにマシだわ」

　可か南な子こへの不信と、蒼あお衣いへの揶や揄ゆ。二つの意味を込めた舌した打うち混じりの台詞せりふだったが、蒼衣は複雑そうに微笑ほほえんだ。

「……ショックなのと嬉うれしいのとで、何て言えばいいんだろう」

「どこに喜ぶ要素があるのよ！　危険人物と役立たずなら役立たずの方がマシだ、って言ってるのよ、私は！」

　どん！　と雪ゆき乃のはテーブルを叩たたいた。

「これだから私はあなたが嫌きらいなのよ！　おめでたい頭もいいかげんにしないと殺すわよ！　そろそろほんとに！」

　思わず声を荒げるが、蒼衣は案あんの定じよう、こたえていなかった。

「いや、それでも嬉しいかな」

　蒼衣は、笑って。

　そして、

「可南子さんのことは……うん、気をつける。とりあえず今は、手がかりの方で、少しくらい雪乃さんの役に立つよ」

　そう言って、怒りと苛いら立だちに拳こぶしを震ふるわせる雪乃をよそに、蒼衣は紙袋から中身を取り出し、テーブルの上に並べ始めた。

　その時。




『……ふ、ふふっ……あはははははははははっ……！』




　寒気を催もよおすような笑いが、部屋の空気は一切震わせずに、直接空間に響ひびき渡った。

　ぎょっとして振り返る雪乃と蒼衣。そこには、雪乃が使っていた空からのベッドの上に、亡ぼう霊れいの風かぜ乃のが腰こしをかけて、腹を抱かかえて笑っていた。

　雪乃と、蒼衣にしか聞こえない笑い声。もう一つのベッドで、夢ゆ見み子こを膝ひざに抱だいていた颯さつ姫きは、雪乃たちの急な反応に、きょとん、とした表情をして、夢見子の頭越しに不思議そうにこちらを見る。

　ただでさえ機き嫌げんの悪い雪乃は、底冷えのする声で、笑う風乃に話しかけた。

「…………何がおかしいのよ。姉ねえさん」

『うふふふふふ……可笑おかしいわよ。だって二人とも自分のために隠かくし事をしたまま、歩み寄ったふりをして話をしてるんだもの』

　雪乃の問いに、風乃は笑いながら答えた。

「！」

　途と端たんに顔色が変わる、二人。だが雪乃は、それでも屈せず感情にまかせて、さらに風乃を問い詰める。

「……隠かくし事？　何の話よ」

『あら、言って欲しいの？』

　くすくすと風かぜ乃のは顔を上げ、目を細めて雪ゆき乃のを見た。

『雪乃が可か南な子こを危険視する理由は、それだけ？』

「!!」

　さすがに雪乃も、言葉を詰まらす。

　雪乃が、いま可南子に強きよう烈れつな不信を感じている理由。蒼あお衣いに話した理由そのものは決して噓うそでも間違いでもないのだが、どちらかと言うならば後付けだった。もっと根本的な、感情的な理由があるのだ。

　あの時、血肉の海の中に立っていた、可南子の姿。

　雪乃はその姿を見た瞬しゆん間かん、風乃を思い出したのだ。

　かつて、風乃が家で両親を惨ざん殺さつし、バラバラに切り刻んだ血の海の中にいた光景を。

　雪乃にとっての全すべての〈悪夢〉の始まりである光景を。雪乃があの可南子の姿を見た時に、思わずそれを連想してしまった瞬間から、雪乃は可南子に対する拭ぬぐい難がたい恐怖と不信を、意識に植え付けられたのだ。

　これが、私し怨えんでないという保証などない。

　だが、雪乃の〈悪夢〉の根本である恐怖を連想して、それを無視できるわけがない。

　自分の怖おそれを隠し、それによって生じた卑ひ怯きようさを、蒼衣には隠した。そして風乃にそれを見透かされた。全ての原因である風乃にだ。

「この……！」

　風乃を睨にらみつけ、呻うめく雪乃。

　だがそうする雪乃の後ろで、蒼衣が口を開いた。

「いいよ。何か隠してても、僕は雪乃さんの言うことを信じるよ」

　そう、蒼衣。

　思わず振り向くと、雪乃たちには目を向けずに、紙袋の中身を取り出して並べる作業を再開しながら、蒼衣は言った。

「雪乃さんの言ってることは、別に間違ってはないと思うし。だから何か理由を隠してても、聞かないよ。パートナーだから」

「……！」

　雪乃は、怒ったように眉まゆを寄せる。

　だが、内心に安あん堵どがあったのは確かだ。

　雪乃は思い切り不ふ機き嫌げんに、呟つぶやくように言う。

「…………感謝はしないわよ。代わりに、あなたの隠し事とやらも聞かない」

　ぼそ、と。

　蒼あお衣いは微笑ほほえんだ。

「ありがとう」

　そして蒼衣はそれだけ言って、紙袋から、またメモ帳らしきものを取り出して置く。

『ふふ……』

　そのやり取りを見て、風かぜ乃のはうっすらと笑った。

　そして、蒼衣に向けて一言、




『……卑ひ怯きようね』




　と楽しげに囁ささやくように言って、空気に溶とけるように姿を消した。

　蒼衣は構わずに、紙袋の奥に手を突っ込んでいた。そして袋の底に入っていたらしい、女の子向けのデザインをしたオレンジ色の携帯電話を取り出して、何度か裏返して眺ながめた後で、画面を開いて何度か操作した。

　それから別の携帯も袋から取り出して、やはり操作。

　さすがの雪乃も、その重要性に気づいた。

「……それは？」

「うん。こっちが、浅あさ井い安あん奈なさんのだと思う」

　蒼衣は頷うなずいて、オレンジの方の携帯を示して見せた。

「こっちのは妹さんのかな？　安奈さんの方の携帯は登録されてるアドレスがものすごく少ないけど……かえって好都合かな。電話かけてみよう。拾ったとか言って」

「……」

　蒼衣は言った。

　雪乃も、それに対して無言で頷く。そしてテーブルの上の手がかり類から、付ふ箋せんのつけられた浅井安奈のクラスの名めい簿ぼを抜き出して、電話をかける参考にするために、蒼衣へと差し出した。







　　　　４




「ナオ！　麻ま美みの奴やつ、入院ってどういうこと!?」




　待ち合わせた病院の前で、樹じゆ里りたち三人が、詰め寄るように麻美の妹に駆かけ寄る。

　この町でただ病院と言ったらここを指すと言ってもいい、この辺りで一番古くて大きな総合病院の待合室。野の々の村むら麻ま美みの妹から電話を受け、ファミリーレストランを出て慌あわててここまでやって来た樹じゆ里りたちは、正面入口の自動ドアを入ったところで待っていた彼女を見つけ、ばたばたと彼女を取り囲んだ。

「あ、姉ねえちゃんたち、こっちこっち！」

　そう言って出迎えるポップな色のＴシャツを着た少女は、中学生の菜な央お。

　小さな頃から姉の麻美と一いつ緒しよに遊んでいたせいで、樹里たちとは完全に勝手知ったる仲だ。

「麻美は!?」

「三階」

　入院棟とうに続く廊ろう下かを指差して、菜央は樹里たちの問いに答える。

　樹里たちの影響もあって、菜緒は中学生としてはお洒落しやれで派は手で目めだったが、慌てて家を出たのだろう、髪かみもろくにセットしていない状態だった。

「こっち」

「うん」

　先導する菜央。樹里たちはぞろぞろとそれについて行く。

　病院の、例の薬っぽい清潔な匂においがする廊下を四人早足で進み、階段を上がって、病室のドアが並ぶ廊下を進んでゆく。

　そして、

「ここだよ。お姉ちゃん、もう目は覚めてる」

　病室の一つを、菜央が指差す。

「なんかさ、樹里姉ちゃんたちと話がしたいって言って、お母かあさんとか追い出されたの。ワケわかんない」

「わたしらもだよ……」

　そう。樹里たちはただ見舞いに来たわけではなかった。麻美に呼び出されたのだ。

　ただ会ってお喋しやべりがしたいとか、お見舞いに来て欲しいとかなら分かる。

　だが、どうも話を聞くと、そんな雰ふん囲い気きではないのだ。

「……ねえ、ナオ。なんで麻美が倒れたの？　何だったの？」

　樹里は訊たずねる。

　菜央は難しい顔をした。

「わかんない。病気じゃないみたい。なんか頭は打ってたみたい」

「頭？　事故？」

「なんか朝早くにね、お姉ちゃんの部屋からすっごい悲鳴と、どすーん、って音が聞こえて、みんなびっくりしてお姉ちゃんの部屋に行ったの。でもお姉ちゃん部屋に鍵かぎかけてるじゃん。開けるのにドライバーとかいるから、慌ててパパが探して開けたんだけど、そしたらお姉ちゃん、部屋の中で口から泡あわ出して倒れてたの」

「……」

　樹じゆ里りは、純じゆんと満ま梨り子こと、目配せするように一いつ瞬しゆん顔を見合わせた。

「……転んだんじゃん？　それ」

「だと思うんだけど……」

「入院するようなこと？　それ？　びっくりして損したじゃん」

「いや、でも、頭のことだから油断できないし、救急だったし、お姉ねえちゃんの様子も変だし、大事を取って？　一応今日きようだけ個室に入れて様子見ることになって……」

「で、なんでそんなことになったのか、麻ま美みは言わない、と」

「うん」

「はあ……まーたどうせ恥はずい理由なんでしょ？　麻美、いっつもそうじゃん。都合悪くなったら、絶対そのこと言わないし」

　大きく溜ため息いき。麻美という娘こはそういう傾向があった。黙だまっていれば済むと思っている。そして大体は、取り返しのつかない時になって、バラすかバレる。

　長身の純の溜息が、樹里の頭の後ろで聞こえた。

「はあ。なんだろね、話って」

「ねー」

　ぷくっとした唇くちびるに指を当てて、満梨子も頷うなずく。

「しょうがない、行こっか」

　樹里は、そう言って。

「おーい、麻美ー。会いに来てやったぞー」

　そう中に呼びかけながら、樹里はノックもなしに病室のドアノブに手をかけて、思い切りドアを押し開けた。







　だらん、







　と麻美がカーテンレールで首を吊って、床に手足を投げ出すようにして死んでいた。

「ひっ…………!!」

　凍こおりついた。

　間。

　空白。

　そして。




『きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ────っ!!』




　三人の凄すさまじい絶ぜつ叫きようが、病室に、病院の廊ろう下かに、爆ばく発はつしたように響ひびき渡った。絶叫はすぐさま四人になり、真っ白な壁に囲まれた静せい謐ひつな空気が、鼓こ膜まくを劈つんざき背せ筋すじが凍こおるほどの恐怖の叫びに塗り潰つぶされ、阿あ鼻び叫きよう喚かんと化した。

　目を見開き、痙けい攣れんしたように全身を震ふるわせながら叫ぶ目の前で、パジャマを着た友達の死体が、だらりと弛し緩かんしている。高さが足りず、体重で首を吊つった死体の足は投げ出されるように床ゆかに着いていて、喉のどにはロープ代わりにした白いシーツが強く食い込んで、頭は折れたように強く俯うつむき、首の中身が押し上げられたかのように半開きの口から舌したがはみ出して、塊かたまりになって口を塞ふさいでいた。




『きゃああああああああああああああああああああああああああああああああっ────!!』




　もはや止まらない、絶叫。悪お寒かん。鳥とり肌はだ。痙攣。

　頭は恐怖に埋うめ尽くされ、恐怖の叫びが口から噴ふき出して、耳から鼓こ膜まくを突き刺さす絶叫が、さらに恐怖を伝染させ膨ふくれ上がらせた。

　四人の悲鳴を聞きつけて、病室から、廊下から、次々と人が現れる。

　絶叫と恐怖が充満する病室の中で、もはや物言わぬ、何も感じぬ肉の塊かたまりの、もう力の抜けた手から、一通の封筒が、落ち葉のようにはらりと白い床に落ちた。




　────『樹じゆ里りちゃんへ』




　………………

　…………
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　　　七章　　幸福のない城







　　　　１




　野の々の村むら麻ま美みはこの日、朝早くに起きていた。

　早起きではない。夜通し複数の友達と携帯メールで雑談をしていたら、やめる機会がなくて、気がつくと白しら々じら夜が明けるような時間になっていたのだ。

　そのまま寝れば良かったのだが、友達とのメールの興こう奮ふんが覚めず、台所からジュースなど持ち出したりして反はん芻すうしているうちにさらに時間が経たった。麻美は恋愛話が好きだった。そしてクラスの男の子にも、学校の先せん輩ぱいにも、男性アイドルグループにも、誰よりも入れ上げるのが麻美だった。

　この日も麻美は、友達と色々恋愛話をしていた。

　誰が好きだとか。誰がいいとか。誰が誰を好きだとか。付き合ったとか振られたとか。

　他愛たわいのない？　いや、大事な話だ。盛り上がった。

　それからこんな話も。

　誰が可愛かわいくて、男子にモテて────

　友達の何々ちゃんが好きな男子もその子のことが好きらしくて──────




　調子に乗っていて、ムカつく、とか。




　麻美は、浅あさ井い安あん奈なの小学校からの同級生であり、安奈が高校に至るまでいじめられるようになった、その一番最初の原因だった。

　小学校の頃、麻美はある男子が好きだったが、その男子は安奈のことが好きだった。

　それを知った麻美はまるで被害者のように振る舞って、樹じゆ里りを初めとする皆の同情を買った。そして皆で安奈を取り囲んで、謝らせたのだ。

　それからというもの、安奈のポジションは決まった。今では麻美は、原因となった男子のことは好きでも何でもなくなっていたが、今でも麻美は、安奈のことは嫌きらいで目め障ざわりでムカつく子だと思っていた。

　そしてすでに、自分が原因だということも、麻美は忘れていた。

　原因になった事件も、ただ単に安奈がムカつくエピソードの一つになっていて、安奈は可愛いから調子に乗っている嫌きらわれ者だという結果だけが残って、その因いん果がは麻ま美みの中からは失われていた。

　しかもあんなに嫌われ者なのに、まだ麻美たちの仲間に入りたがっている。

　図ずう々ずうしいのだ。自覚がない。

　ムカつく。そんな話も、昨さく夜やのメールでは話題になった。

　麻美はミニテーブルにジュースを置き、ベッドに寄りかかりながら座ざ布ぶ団とんに座って、携帯をいじってそんなメールを読み返しつつ、メールの内容に時々一人笑いしたり、溜ため息いきをついたりしていた。

　蛍けい光こう灯とうの明かりが照らす、自分の部屋で、一人。

　そんな明るい部屋から見ても、カーテンがうっすらと外の明かりを透すかしていて、そろそろ寝た方がいいだろうと、さすがにそんな気になってきた。

「はあ……」

　あーあ、仕方ない。そんな気分で大きく息を吐はき、携帯をテーブルに置く。

　そしてコップに残ったジュースを一気に飲み干して。ベッドに這はい上がって、電気を消そうと、膝ひざ立だちで蛍光灯の紐ひもに手を伸ばして、引こうとした、その時だった。




　ばんっ!!




　と突然窓ガラスが、濡ぬれ雑ぞう巾きんを叩たたきつけたような大きな音を立てた。

「ひ!!」

　たった一度。

　瞬しゆん間かん、びくっ、と身体からだが飛び上がって、息が止まった。窓を見つめて、硬こう直ちよくした。

「………………!!」

　張り詰める緊きん張ちよう。うって変わった、しん、と広がる静けさ。

　窓を叩かれたようにも思えた。思わず息を潜ひそめて、じっ、としばらく身じろぎもせずに待ったが、ただ時間は過ぎて、沈ちん黙もくだけが広がった。

「…………………………」

　それ以上は何もなかった。悪戯いたずら？　誰が？　こんな時間に？

　一体何が？　驚きの余よ韻いんで、胸にうっすらと緊張を残したまま、思う。

　窓に何をされたんだろう？　不安を胸に抱かかえたまま。心臓の鼓こ動どうが早いのを感じながら、窓を確かめるために、ぎし、とベッドから、足を降ろした。

「…………」




　ぺた、




　と裸足はだしの足が、床ゆかを踏んだ。

　早朝の、時間が止まったような、ひどく静かな空気が、部屋の中に広がっていた。

「………………」

　その中を、ぺた、ぺた、と、裸足の足で歩いてゆく。

　カーテンの閉まった窓に向かって、ほんの数歩の距離を、一歩、そしてまた一歩、ゆっくりと、部屋を横切って近づいてゆく。




　しん、




　とひどく心細い、無人のような静けさの中。

　ただ振動するようなエアコンの音が静かに聞こえるだけの、虚うつろな空気の中を。

　外の、まだけぶるような早朝の薄うす明あかりを、灯ともるようにじんわりと透すかしているカーテンへと向かって。

　部屋の中の、ほんの数歩の距離を、何故なぜだかひどく、長く感じながら。




　……ぺた。




　窓へと進む。そして窓の前に、立つ。

　カーテンはただ静かに、もはや何の音も立てない窓を、覆おおい隠かくしていた。

　しん、とした空気の中、自分の呼吸の音を聞きながら立つ。

　胸の中に、自分の心臓の、鼓動を感じる。




「………………」




　窓は、何の音も立てない。

　さっきの音は、何だったんだろう？




　そーっ、




　と、手を伸ばした。

　カーテンに向かって。そしてカーテンの合わせ目に指を差し入れて、厚い布地を摑つかむと、意を決して、思い切りカーテンを引き開けた。

「!!」




　血塗れの窓一面に、血塗れの潰れた顔が、べったりと張り付いていた。




「………………………………………………!!」

　声にもならなかった。見た瞬しゆん間かん、心臓が握にぎり潰つぶされた。

　恐ろしい力で顔面を壁に叩たたき潰して潰したような、あってはならない潰れ方をした顔が、窓ガラスにへばりついていた。血が飛び散り真まっ赤かになった窓に、それは血ち塗まみれの髪かみの毛ごと平面に張り付いて、まるで部屋の中を覗のぞき込んでいるように、ただ血の溜たまった空くう洞どうになっている二つの眼がん窩かでこちらを見つめていた。

　血と肉の色をした口が、絶ぜつ叫きようするように大きく潰れて開いていた。

　その光景を前にして、麻ま美みの口も大きく開かれて、直後にその喉のどの奥から、恐ろしい絶叫が響ひびき渡った。




「嫌いやああああああああああああああああああああああああああああああああ────っ!!」




　全すべてが恐怖に塗り潰された。その潰れた顔は、髪の毛は、知った人間だったのだ。

　気づいた。気づいてしまった。その、窓に叩きつけられたようになった女の顔面は、自分たちがいじめてきた少女のものであることに気づいて、麻美は絶叫を上げ、やがてその意識は自分の絶叫の中に吞のみ込まれていった。




　　　　†




　────きっと、浅あさ井いは自殺したんだとおもう。

　　　　　それで私たちにフクシュウをはじめるんだとおもう。

　　　　　私は呪のろい殺されるなんてやだ。

　　　　　ぜったい耐えられない。

　　　　　だから死ぬことにする。

　　　　　死ぬならこわくもいたくもなく死にたい。

　　　　　次はきっとじゅりちゃん。

　　　　　もう、なにもかも終わり。

　　　　　さよなら。


麻美　　






「………………」




　引き攣つった表情をして、微かすかに震ふるえる手で手紙を返して来る満ま梨り子こから、樹じゆ里りはやはり震える手でその便びん箋せんを受け取った。

　病院の売店で買ったらしい、その飾り気のない便箋と封ふう筒とう。それは普段の樹里たちの持ち物からするとあり得ないほどに暗く、書かれた内容共々樹里たちを鬱うつ々うつとさせ、皆の間には微かすかな怯おびえと緊きん張ちようと悲しみなどが混じった、やり場の無い感情を含んだ空気がうっすらと広がっていた。

　ここは、満梨子の家の、満梨子の部屋。

　あれから樹里たちはパニック状態の病院で、ばたばたと医者や看護師が麻ま美みの病室に入る中、病院内の会議室のような場所に連れて行かれていた。

　樹里たちも、麻美の妹も、後からやって来た麻美のお母かあさんも、みんな泣いていた。

　そして時間が経たって、少しは落ち着いた頃、警察が来て事情を聞かれ、解放された時には夕方近くなっていた。

　三人は、そうしてその後、満梨子の家に来た。

　疲れていた。新興住宅地にある家に着くと、専業主婦だが妙みように若々しく、娘むすめの友達とも友達のような顔をして付き合う満梨子の母親が、すでに警察から連れん絡らくがあったらしく、心配そうに出迎えた。

　だが、そんな母親に構う余よ裕ゆうもなく、持って来たジュースだけ有難く受け取って、三人は満梨子の部屋に閉じ籠こもった。

　皆ぐったりとしていた。樹里と満梨子は一いつ緒しよにベッドに倒れ込み、あぶれた純も床ゆかに座り込んで、満梨子お気に入りの大きなクッションに突っ伏した。

　満梨子は、悲しみがぶり返して泣き出していた。

　どうしようもなく重い空気が、部屋の中に落ちていた。

　だがそのうちに、樹里はふとポケットに違和感を感じて、中身を取り出して、あっ、と思い出した。ポケットの中には封筒があった。あの時あの病室にあった、麻美の傍かたわらに落ちていた封筒を、樹里は麻美の遺い体たいに駆かけ寄った時に見つけて、混乱の中でうっかりそのまま持って来てしまっていたのだ。

「あ……」

　そして、樹里への宛あて名なが書かれた封筒の中身を読んで、今に至る。

　手紙には、麻美が見てしまったモノについてと、きっと安あん奈なは死んだのだということと、安奈へのいじめに対する後悔とも言い訳ともつかない言葉と、それから自分たちはみんな安奈に呪のろい殺されるのだという宣告めいた内容が、たどたどしい錯さく乱らんした文章で、罫けい線せんを無視した小さな文字でびっしりと書き綴つづられていた。

　何がこんなに麻美を怖おそれさせたのだろうかと、疑問に思うほどの混乱。

　自殺するほどの怖れ。その有様を読んだばかりの樹里たちは、何とも言えない異様な雰ふん囲い気きで、お互いの顔を見合わせるばかりだった。

「………………」

　嫌いやな、沈ちん黙もく。

　その沈黙の中、満ま梨り子こがようやく、口を開いた。

「……どういうこと？」

「どういうこと、って……そういうことじゃん？」

　純じゆんが、怒っているような投げやりなような、そんな調子で答える。もちろんそれは満梨子が求めていた答えではなく、押し殺した悲鳴のように、満梨子は叫んだ。

「そんなわけないじゃん!!　浅あさ井いに呪のろわれるから麻ま美みちゃん死んだって!?　ていうかほんとに浅井自殺したの!?　わけわかんないよわたし!!」

「あたしだってわかんないよ!!」

　純が潜ひそめた声で、怒ど鳴なり返す。

「麻美がそう書いてるんじゃん!!　あたしじゃなくて麻美に聞きなよ!!」

　部屋の外に声が漏もれ、満梨子の母親に聞かれるのを怖れた怒鳴り合い。そんな二人の言い合いが樹じゆ里りの耳には入ってきていたが、樹里の内心はそれどころではなかった。樹里は、ほとんど戦せん慄りつに近い安あん堵どという異様な感情に、鳥とり肌はだが立たんばかりになっていたのだ。

「……ていうか、これ、持って来てよかった……他ほかの人に……ケーサツとかに見つかってたら、大変じゃん……」

「え？」

「あ……」

　樹里の言葉に、満梨子が不可解そうに振り向き、純がはっと気づいた表情になった。

「どういうこと？」

「バカ！　わかんないの？　これあたしらのイジメが書いてあるんだよ？　もし警察なんかに見つかったら……」

「あ……」

　純に怒られて、やっと気づく満梨子。自殺者の遺い書しよにいじめのことなど書いてあったら、何であれ面めん倒どうなことになるに決まっているのだ。

　それだけではない。

　樹里は言った。

「やばいよ……もしホントに浅井のやつが自殺してたら、私ら大変だよ。これは何とかなったけど、もし浅井が遺書なんか残して自殺してたら……」

「…………！」

　絶句する、満梨子と純。

　厄やつ介かいなことになった。麻美の死が、悲しいでは済まなくなった。

　何てことをしてくれたのだ。

　間かん一いつ髪ぱつだった。しかしこの先、どうなるかは分からない。

「麻ま美みのやつ……私らに罪なすりつけて、一人で……」

　下を向き、親指の先に歯を立てて、樹じゆ里りは呻うめく。

　純じゆんも言った。

「そ……そうだよ……だいたい浅あさ井いイジメだしたの麻美じゃん！　『ずっと悪いことしてたと思ってた』って？　ふざけんな！　あんなに浅井キライだったくせに！　麻美いなかったらあんなにイジメてないよ！」

　純は麻美の『遺い書しよ』を樹里の手から取り上げて、床ゆかに叩たたきつけた。

　満ま梨り子こが言った。

「ねえ……ほんとに浅井、死んだの？」

「……」

　樹里は答えられない。

「ねえ、樹里、もしかして樹里が朝見た幽ゆう霊れいって……浅井……」

「……う、うっさい！　言わないでよ、そんなこと！」

　ずっと考えていたことを言われて、樹里は思わず、声を荒げた。

「まだ決まったわけじゃないでしょ!?　まだ確かめてないし！　確かめるのが先だよ！　それにマジで浅井だったら、次は満梨子か純の番だからね！」

「……!!」

　指差して言って、満梨子を黙だまらせる樹里。

「そう、確かめないと……」

　ぎり、と親指に歯を立てて。

　樹里は部屋の中を、無む為いに見回す。

　そしてその視線が、自分のバッグを見つけて。

「……そうだ、電話だよ。浅井に電話してみよう。そうすれば一発だよ！」

　言って座っていたベッドから立ち上がり、部屋の隅すみに置いていたバッグの中から、自分の携帯を取り出した。

「ん？」

　取り出した携帯には、着信があったことを知らせるランプが点滅していた。

　ボタンを押して操作する。画面には幾いく度どかの不在着信があったことが、表示されていた。

　病院に行き、麻美が死んで、警察に事情聴ちよう取しゆを受けるなどした騒さわぎの中で気づかなかったらしい。

　そして樹里は、その電話をかけてきた相手の名前を見て、思わず声を上げた。




「浅あさ井いだ……！　浅井から電話来てる……」




　二人も驚いた顔で、樹じゆ里りの方を見た。

「え」

「マジ？」

「ほら、浅井生きてるじゃん！　麻ま美みのやつ……」

　麻美への文句を言いながら通話ボタンを押す樹里。安あん奈なが自分の意志で樹里に電話をかけてきたことなどこれまで一度もないのだが、それを不ふ審しんに思う余よ裕ゆうはなかった。樹里の頭の中は麻美への暴言と、その腹いせに安奈に対して何を言ってやろうかという、そんな興こう奮ふん気味の考えで、一杯になっていた。

　そして、呼び出し音の後。

　携帯が、繫つながる音がして。

「ちょっと、浅井？　あんたさ……」

　樹里がいきなりそう口火を切った時、返って来たのは、安奈の声ではなかった。




『あ、もしもし？』




　男の声だった。いきなり出鼻を挫くじかれて言葉を失う樹里に、電話の向こうの男の声は、おずおずといった調子で樹里に話しかけてきた。

「!?」

『あ、すいません。違うんです。僕はこの携帯の持ち主じゃなくて……』

　知らない男の声は、樹里に言った。

『あの、この携帯なんですけど、僕、拾ったんですよ』

「え？」

『だから、持ち主を探そうと思って、電話帳に入ってる番号に電話してるんです』

「あ……えーと……」

『あの、この携帯の持ち主さんのこと、知ってますよね？』

　穏おだやかに男は言った。樹里は混乱が残ってどこか呆ぼう然ぜんとしたまま、返事を待っているらしい電話の向こうの男への返答を、頭の中で必死で考えていた。







　　　　２




　遅めの夕方。駅前の、ファーストフード店。

　駅の改札からほとんどすぐ脇わきにある、小規模なショッピング施設の一階。

　本来は別の用途を想定していたのだろうブースに入っているせいで、飲食スペースの大半が妙みように離れたところにある、ちょっと不便なその店で、樹じゆ里りと満ま梨り子こは四人席の片側に並んで座って、どことなくそわそわしながら周りを見回していた。

　会うことにした。

　安あん奈なの携帯を拾ったという、電話の男と。

　携帯を手に入れるためだった。

　安奈とは友達なので、自分たちから安奈に携帯を返しておくと噓うそをついて、男から受け取って知らん顔をする、そういう算段だった。

　普段ならば、勝手に中身を見てネタにしたり、その他ほかの携帯を使った悪戯いたずらをする目的で、同じことをしただろう。

　だが今はそれどころではなかった。あれから必死で安奈の動向を確認しようとしたのだが、安奈の家に何度電話をかけても誰も出ず、結局この携帯以外に、安奈に繫つながる手がかりが何もなかったのだ。

　正直なところ、安奈が死のうが何をしようが、樹里には知ったことではない。

　ただ、今だけは生きていて欲しかった。自分が朝、家で見たものが自殺した安奈の亡ぼう霊れいではないと、その証明だけが欲しかった。

　しかし望みの証しよう拠こは、未いまだに手に入っていない。

　そして、パニックの中の記き憶おくを、思い出せば思い出すほど、確かにあの郵便受けからはみ出した髪かみの毛は安奈のものだったように思えてきて、心は粟あわ立だつばかりだった。

　樹里に、次はおまえだと言われた満梨子も、表情が落ち着かない。

　あっという間に中身のなくなったシェーキのカップと、刺ささったストローを無意味にいじりながら、二人とも夕方の活気が満ちている少し肌はだ寒さむい店内で、時間を待つ。

　純が家に帰るのに合わせて出たため、確かに少し早めに着いてしまってはいる。

　だが、それ以上に今の樹里たちには、たった一分さえも、妙みように長く感じられていた。

　そしてやがて、約束の時間の、五分前。




「あ……」




　不意に自動ドアが開いて、スペース内に入って来た二人組。その二人を見た途と端たん、樹里と満梨子は、思わず瞬まばたきした。

　会うとなった時に、お互いの格好については相手に伝えてあった。入って来た二人は電話で聞いた通りの、この辺りのものではない学校の制服を着ていたが、セーラー服を着て黒いレースのリボンをした少女の方が、テレビでしか見ないほどの細くて綺き麗れいな美少女だったのに驚いたのだ。

「……」

　呼びかけるのも忘れたその間に、モスグリーンの制服のズボンを履はいた線の細い少年と、セーラー服の少女の睨にらむようなきつい視線が店内を見回す。そして二人はすぐに樹じゆ里りたちの姿を認め、やはり少女の美び貌ぼうに目を留とめた数人の客の視線を受けながら、樹里たちのいる席へと、歩いてきた。

　少年が、口を開いた。

「あの、電話の下しも田ださんですか？」

「う、うん、そうだけど……あなたが携帯拾った？」

「あ、はい。僕が電話した白しら野のです」

　樹里の問いに、優しげな少年はそう言うと、対面の席に、連れの少女と並んで座る。

　正直相手が想像もしていなかった感じの人間だったので、一いつ瞬しゆん戸と惑まどってしまった。樹里は気を取り直して、まだぽかんとしている満ま梨り子こを肘ひじでつついて正気に返らせ、これから騙だます相手に自己紹しよう介かいする。

「私が下田樹里ね。で、こっちが小こ林ばやし満梨子」

「よろしく。えーとこちらは、時とき槻つき雪ゆき乃のさんです。付き添いです」

　あくまで丁てい寧ねいだが、どこか朴ぼく訥とつそうな印象があるため、冷たさや気取りは感じない少年の応答と、対してモデルのように綺き麗れいな少女の、目礼したのみで何も言わず、氷のように冷たい雰ふん囲い気き。

「えっと」

　樹里は言った。

「で、友達の携帯……」

「あ、はい、これですよね」

　少年が、バッグから携帯を取り出して、テーブルの上に置く。

　確かにそれは、見覚えのある安あん奈なの携帯だった。かなり型遅れのため皆でさんざん馬鹿にしたことがあり、はっきりと覚えていた。

　最初から携帯に付属していたものと思われる、ものすごくつまらないストラップも、そのまま。

「うん、間違いない。浅あさ井いの────安奈の携帯だ」

　樹里は頷うなずく。

　そしてテーブルの上から携帯を取り上げると、おもむろに勝手に画面を開いて、真剣な表情で受信メールやメモの中身をチェックし始めた。

　満梨子も不安そうな表情で、横から覗のぞき込む。

　その様子を見て、少年が戸と惑まどった表情になって、樹里たちに言った。

「え……ちょ、ちょっと、それ友達の携帯だよね？　勝手に見ていいの？」

「あー、いいのいいの」

　樹じゆ里りは少年の方を見ないで言った。

　説明する気はなかった。安あん奈なが、樹里にとって不利な内容のメールを誰かとやり取りしていたり、遺い書しよなどが残っていたりしないか調べたのだ。だがメール一いち覧らんは空からっぽで、メモの類たぐいもなかった。通話記録も自宅ばかり。他ほかには安奈たちが呼び出しのために、かけたりかけさせたりした記録だけ。

「……」

　樹里は何も言わずに操作して、その通話記録を消した。

　そして消しながら上うわ目め遣づかいで少年を見て、訊たずねた。

「あのさ、これ、どこで拾ったの？」

「え？」

　目を瞬しばたたかせる、少年。

　樹里はそんな少年をじっと見つめる。直接安奈に連絡がつかない以上、それが安奈に関する最後の安否になる。

　この携帯が自殺できそうな場所に落ちていたなら、覚かく悟ごしなければならないだろう。

　樹里はじっと少年を見つめ、答えを待つ。

　少年はそうするうちに、戸惑いから、ふと何か感づいた表情になって。

　軽く隣となりの美少女と視線を交わして、真面目まじめな表情で、樹里に向かって言った。

「こっちからも聞いていい？　ひょっとして、その浅あさ井いさんって、いじめられてた？」

「……関係ねえだろ、あんたには！」

　うざったそうに、周りに聞こえないように、樹里は低く恫どう喝かつした。

　言いながらもさっさと携帯を自分のバッグに入れる。返す気はない。少年はものすごく困った表情になって、隣の美少女に目をやる。

　付き添いの少女はずっと、樹里たちのやり取りには関心なさそうに座っていた。

　そしてだんだん密ひそかに濃こくなりつつある険悪な空気にも、やはり関心なさそうに、無表情で口を開いた。




「……その持ち主、死んでるわよ」

「!!」




　一いつ瞬しゆんにして、席の空気が凍こおりついた。

　少年が慌あわてる。

「ゆ、雪ゆき乃のさん、いきなり……」

「そのうち分かることよ。先延ばしにしても、無む駄だな会話が長引くだけだわ」

　目を細めて、冷たく少女は言い放つ。

「私たちは霊れい能のう者しやよ。その携帯の持ち主の死体が見つからなくて、探してるの」

「………………!!」

「関係が深いなら好都合だわ。是ぜ非ひ、色々と聞かせて欲しいんだけど」

　一いつ瞬しゆんにして表情が強こわ張ばった二人に、少女はとんでもないことを言い出し、その底冷えするほど整った目で、二人を見み据すえた。

　満ま梨り子こが口走る。

「し、知らないし！」

　引き攣つった声。

「わたしの友達じゃないし！　他ほかのやつに聞いてよ！」

「満梨子、あんた……！」

　見え見えの言い逃のがれ。一人だけ逃げようとする満梨子を樹じゆ里りは咎とがめたが、そんな二人を見ていた少年の表情が、困こん惑わくから疑ぎ惑わくになった。

「…………驚かないんですね」

「は!?」

　不可解そうに少年が言った言葉に、攻撃的に返す樹里。

　驚いていない？　そんなわけがあるか。すでに大パニックだ。満梨子なんか、見ての通りの有様だ。

　だが、少年が続けた言葉は。

「その……浅あさ井いさんが死んだなんて言われたのに、そのことには驚かないんですね。まだ誰も知らないはずなのに」

「……っ!!」

　ぞっ、と一いつ瞬しゆんにして状況を悟さとって、樹里は自分たちの犯した失敗に鳥とり肌はだが立った。

　そうだ、これではまるで、最初から自分たちが安あん奈なの死を知っていたと言っているようなものではないか。何とも形容しがたい疑いの目で樹里たちを見る二人。ただ、拾った携帯の落とし主を探す暇ひま人じんを騙だまして安奈の携帯を手に入れるだけのはずが、とんでもないことになってしまった。いや、というよりも一体、いま何が起こっている？

「…………………………！」

「………………………………………………」

　言葉が出ない樹里と満梨子を、少年と少女が見つめる。

　少年が、やがて口を開く。

「……ひょっとして、何か異常なことが起こってませんか？」

「!!」

　少年の、問い。　樹じゆ里りの動揺をえぐる問い。樹里は口をつぐむ。強こわ張ばった顔で。引き攣つった口の端はで。

「何が起こってるのか、教えてくれませんか？」

「………………」

「えーとですね、僕らは……下しも田ださんを、どうにかしようと思ってるわけじゃないんです」

「…………………………」

「安心して下さい。もしかしたら助けることもできるかも」

　何も言わない、樹里。

　どう聞いても、ただで済む問いではない。安心しろ？　どうやって？

「………………………………………………」

「………………………………………………」

　ぎりぎりと引き絞しぼるように張り詰めた、緊きん張ちようと、沈ちん黙もく。

　ばくばくと心臓の音が聞こえるほどの、緊張と、怖おそれ。

　だが────




「……はあ」




　と少年は小さく溜ため息いきを吐はき、視線を外した。そしてあっさりと席から立ち上がると、自分のバッグを床ゆかから引き上げて、肩かたにかけた。

　少女の方が睨にらむように、少年を見上げた。

「……どういうつもり？」

「これじゃ話し合いにならないからさ、少し冷れい却きやく期間を置こうよ」

　少年は言いながらバッグのポケットを探って、メモ帳を取り出して一枚破り、テーブルの上で番号を書き出した。

「気が変わったり、何か危ないことになったら、この番号に連れん絡らくして？」

　そして少年は、携帯番号を書いたメモを、テーブルの上で滑すべらせて樹里に差し出す。

　その様子を見て、少女の方も仕方ないといった様子で大きく息を吐き、少年の後に続いて席を立った。

「……言っとくわ。私たちは、あなたたちの後ろ暗いことなんかに、興味がない」

　少女は、樹里たちを見下ろして、言った。

　少年が困ったように苦笑し、

「できれば信じて欲しいけど……一応、君たちに危険があったら、守ろうと思ってるから。それじゃ、また」

　それだけ言い残すと少年は、少女と共に背を向け、立ち去った。

　立ち去り際に、この季節にはおかしい、少女の着ているセーラー服の、合服の袖そでに気がついた。そしてその袖口からは、リストカットの傷を連想させる手首に巻いた包ほう帯たいが、わずかに覗のぞいていた。

「………………」

　後には、樹じゆ里りと満ま梨り子こが、残された。

　いや、正確にはそれと、テーブルの上に置かれた、携帯番号を書いたメモが。

「樹里ぃ……」

　満梨子が、すがるように樹里の名前を呼んだ。

「どうするぅ？　純じゆんには何て言う？　わたし、もうワケわかんないよぉ……」

「うっさい！」

　樹里は、そんな満梨子を苛いら立だたしげにはねつけて、緊きん張ちようと混乱状態のまま、自分の親指の先を強く嚙かみ締める。

　だいたい樹里だって、わけがわからないのだ。

　状況が、ここに来る前に考えていた形から、想像もしていなかった形に急展開して、しかもみるみる悪くなっている気がする。

　呪のろい？　幽ゆう霊れい？　霊れい能のう者しや？

　そもそもあの二人は何？　こうなってみると携帯を拾ったというのも、どこまでが本当なのか怪しくなってきた。

　樹里たちを断罪しようというのか？

　一応彼らは、安あん奈ながすでに死んでいて、見つからない死体を捜さがしていると言っていた。本当なのか？

　何でそんなことになっている？

　考えれば考えるほど鳥とり肌はだが立った。不ぶ気き味みな想像しか、頭に浮かばない。

「…………とりあえず……純に、気をつけるように言っとこう」

　純は、ようやく、それだけ言った。

　それ以上のことは思いつかなかった。考えたくなかった。

　考えたくなかった。すでに自分に、安奈の亡ぼう霊れいの指先がかかっていることなど。

　すでに自分は亡霊を見ていることなど。できるだけ考えないように、信じないようにしながら、樹里は引き攣つった表情で携帯を取り出して、満梨子の見守る中、微かすかに震ふるえる手で純の番号を呼び出した。

「…………」

　純に、いまあったことを教えるのだ。

　でも、なんて言って教えればいいんだろう？

　言ったとして、純は信じてくれるだろうか？

　気をつけるように言いたいが、何を気をつけるように言えばいいんだろう？

「………………」

　呼び出し音を聞きながら、考える。

　だが、考えるのに必死で、その時間が妙みように長いことに、樹じゆ里りは気づかなかった。

　気づいたのは、呼び出し音が止まり、留る守す電でんメッセージ受付の音声に切り替わった時。




「………………出ない」




　樹里は、その音声が流れてくる携帯を握にぎり締めたまま、追い詰められたように呆ぼう然ぜんと、そう呟つぶやいた。







　　　　３




　遅めの夕方。町の住宅地。

　樹里たちと別れ、満ま梨り子この家を辞した藤ふじ谷たに純じゆんは、とにかく夜遊びにだけはうるさい両親が待つ家へ、一人帰宅の途についていた。

　曇っているが、それでもまだ明るい夕刻の道を歩く純は、浮かない表情をしている。

　そして実際、純の内心は、空き缶かんでも落ちていれば間違いなく蹴けっ飛ばしていただろうほどに、くさくさとしたものだった。

「………………」

　まず、いつもこうやって自分だけ一人で帰る羽は目めになることへの不満。

　それから小学校からの友達が、ほとんど目の前で自殺してしまった、ショックと悲しみ。

　そして、そのショックと悲しみが、その友達自身の残した遺い書しよによって水を注さされて、泥どろのように濁にごっている。

　訳がわからない。

　納なつ得とくがいかない。

　感情ばかりが行き場をなくしていた。悲しみとも怒りとも、苛いら立だちとも不安ともつかないモヤモヤとした感情が、胸の中を侵おかすように広がっていて、肌はだに触ふれているうっすら蒸むした夕刻の空気と共にひどく心身を疲労させていた。

　暴れたり叫んだりすれば少しは楽になるのかも知れないが、心にも体にもその力がない。

　そんなやり場のない感覚。それを胸と体の中に一杯に抱かかえて、とぼとぼと一人、家への道を歩く。

　今ごろ樹里たちは、携帯を拾ったという人に会っているのだろうか？

　羨うらやましいとかそういうのではない。むしろ親友が死んだこんな時に、ほいほいとそんな用事で出かけてゆく樹じゆ里りたちを、おかしいのではないかと思っているくらいだ。




　────みんな、おかしい。




　純じゆんは思う。純は背が高くて目立つのでグループの中心的人物だと思われていて、自身もそう振る舞っているが、実際の純は小しよう心しん者ものだった。

　悪口もいじめも、本当は気が咎とがめて、嫌いやで嫌で仕方がなかった。

　だがそれをしなければ、グループの皆から嫌きらわれるので、純はそれを怖おそれて、時には率そつ先せんすることで自分の立場を必死になって守っていた。

　安あん奈なのような目には、絶対に絶対に遭あいたくなかった。

　皆に嫌われたらお終しまいだ。実際、安奈も、あんな目に遭わされているのに樹里のグループから逃げようとしなかったではないか。

　ノリが悪い人間だなどと思われないようにする、ただそれだけのために、純は心の中で謝りながら皆と一いつ緒しよに安奈をいじめていた。そしてだからこそ純は、あの麻ま美みの、自己弁護に終始した『遺い書しよ』の内容が、腹が立って仕方がなかった。




　そう────『ずっと悪いことをしていたと思っていた』のは、純の方だ。




　麻美が始めたから、皆に嫌われないため純も始めて、麻美が続けるから、皆に嫌われないため純も続けたのだ。

　死にたいのはこっちだ。ずっと心を削けずりながら、嫌々いじめに加か担たんしていたのだ。それなのにいざ問題が起こった途と端たん、その元げん凶きようが自分の責任を遺書で言い訳して、自分だけ死んで逃げ出したのだ。

　ありえない。

　冗じよう談だんじゃない。

　麻美の死のショックも、悲しむ気持ちも、ほぼ完全に、それで失うせた。

　まるで自分が、友達が死んでも悲しみさえしない人にん非ぴ人にんになった気分がしたが、考えれば考えるほど『遺書』の身勝手さに怒りが湧わくばかりだった。これから麻美の葬そう式しきがあるのだろうか？　自分も行かなければならないだろうが、そのとき自分は一体どんな顔をして、手を合わせればいいのだろう。

　もしこのままの気分が収まらずに葬式になったら、「裏切り者！」とか「卑ひ怯きよう者もの！」とか、そんな言葉を仏ぶつ前ぜんで叫び出しそうだ。

「……」

　そんな、憂ゆう鬱うつな怒りを胸の奥から呼吸と共に吐はき出しながら、こつこつと足音を立てて、住宅地の道を歩く。

　曇り、さらに夕刻ですっかり薄うす暗ぐらくなった町には、気温こそ下がったものの、蒸むし蒸しと肌はだにまとわりつく空気が満ちている。じっとりと、うっすら汗あせばんだ肌は、まるで湿しつ気けた空気が触ふれて、肌に水分が結けつ露ろしたかのようだ。

　そんな中を、こつこつと、家に帰る。

　それぞれの家ではすでに夕食の準備がされていて、家の前を通るたびに、時折料理の匂においが漂ただよい、道にほとんど人通りはなかった。

　家庭の匂い。その中を、こつこつと、一人。

　胸に孤独感があった。住宅地のそこかしこで感じる家庭の匂いの中、純はそこに帰ろうとしているのだが、子供の頃から純にとっては、皆がまだ一いつ緒しよに遊んでいるのに自分だけ帰らなければならない家庭とは孤独の象しよう徴ちよう以外の何物でもなかった。




　こつ、こつ、




　と孤独な心に、ミュールを履はいた自分の足音が、寂さびしく響ひびく。

　湿気て薄暗い空気の中、そろそろ玄げん関かん灯とうの明かりがちらほらと点つき始めた家々が並ぶ道を、ぽつんと一人、歩いてゆく。

　子供の頃から、何度も一人で歩いた道。

　国道からはもう随ずい分ぶん深く入った、店も何もない、せいぜい老夫婦のやっている床とこ屋やと、公園くらいしかない、家へと続く狭せまい道。

　公園が見えて来ると、もうすぐ家だと、寂しくなる。

　遊具が三つしかない小さなその公園は、子供の頃から遊んでいて、もう自分の家の延長線程度の感覚だ。

　錆さびて何度も塗り替えられた車止めと、それを境にして、半ば砂で埋うまった石いし畳だたみ。

　その光景が、公園の入口に立つ街がい灯とうに照らされて、道の先に見えてくる。いつものことながら溜ため息いきが出そうになる。

　……と、その時、ふと道に、見慣れないものがあるのに気づいた。




「ん……？」　




　ぽつん、

　と薄うす暗くらがりの中。遠目に見える明かりの落ちる街灯の足元に、バッグが一つ、放置されていたのだ。

　知っているバッグだった。自分の通う高校の、学校指定のバッグ。それが街灯の薄ぼんやりとした明かりに照らされて、ぽつん、と公園の入口に、置き忘れられていた。

「……？」

　少し気になった。何でこんなところに？

　この辺りの人間が通う学校として純じゆんの高校はスタンダードだったが、それでも高校生の人数自体が知れている。近所づきあいの広い母親に聞けば、おそらくは付近でこの高校に通っている生徒を、ほとんど全員知っていることだろう。

　誰が置き忘れたんだろう？　歩きながら思う。

　自分でも知っている名前を何人か思い浮かべ、そうしながらも足は、バッグのある方へと、近づいてゆく。




　こつ、こつ、




　視線の先にある、バッグ。

　だんだんと近づいてくる。道の端はし、公園の入口に、ぽつんと放置されたバッグに、だんだんと近づいてゆく。

　だんだんとはっきり見えてくる。だが近づくにつれて、そのバッグが何かおかしいような、そんな気がしてきた。

　汚よごれているのだ。ひどく。

　何か黒い油のようなものが、バッグ全面にひどく染しみ付いているような、そんな風に見えたのだ。

「………………」

　とにかく、それでバッグを拾う気は、失うせた。

　それでも気にはなるし、ここは帰り道だ。足は変わらずに進んで行き、バッグはだんだんと視界の中で大きくなってゆく。




　こつ、こつ、こつ、




　自分の足音。視線の先にバッグ。

　ぽつん、と落ちたバッグ。だがこうして見ていると、何だかだんだんとバッグに染しみ付いた汚よごれが、血に見えてきた。

　…………まさか、そんな。

　ふと、心に、そんな不安が忍しのび込んだ。ぽた、と心の中に一いつ滴てきのインクを落としたように、夕刻の道を歩く自分の胸に、不安の黒い靄もやが広がり始めた。




　……こつ……




　途と端たん────何だか急に、足が重くなったような、そんな気になってきた。

　それなりに規則正しかった自分の足音が、広がりつつある不安の中で、まるで夢の中にいる自分の進まない足のように、遅くなっているような感覚がまとわりついていた。

　何だか、少しずつ、息が上がる。

　街がい灯とうに照らされる、黒く汚よごれたバッグを凝ぎよう視ししながら、歩いて、近寄る。

　瞬まばたきできない。バッグを見つめたまま。

　バッグは口が開いていた。その街灯の明かりから影になり、黒々と中身の窺うかがえないバッグの口を見た時、心の中にたゆたっていた黒い不安がみるみるうちに大きく広がって、本能が脳のう裏りで怯おびえの声を上げた。




　────怖い。




　なんか嫌いやだ。

　早く通り過ぎよう。

　微かすかに歯の根が合わない。

　何だか感覚の鈍い足を、必死で進める。

　視線をバッグから引き剝はがす。見ないように。前だけを見て。バッグの横を通り過ぎて、全すべてを振り切って、家に帰ろうとする。




　こつ……こつ……




　バッグが、近づく。

「…………………………」

　呼吸が荒くなる。ぼんやりとした街灯の明かりが視界を照らし始め、視界の端はしに、バッグが大きくなる。

　黒く開いた口。見るな！　見るな！

　緊きん張ちようが膨ふくれ上がる。必死で頭を固定する。だが眼球がそちらを見ようとする。怖こわいモノを見ようとする自分の目に、必死で抵抗し、ただ前だけを見て、バッグの横をすり抜けて前へ前へと────




　こつ、




　抜けた。

　バッグを通り過ぎ、バッグが視界から消えた。

「………………！」

　瞬しゆん間かん、張り詰めた緊きん張ちようが破は裂れつして、それに背中を押された。

　怖こわいモノを通り過ぎ、見えなくなったその瞬間、向かってゆく緊張が一気に追われる恐怖へとひっくり返って、背後に残して来た恐怖から少しでも早く離れようとパニックに近い勢いに背中を押されて道を走り出




　がくん！




　とその途と端たん、背後から髪かみの毛を摑つかまれて、思い切り後ろに引き倒された。

「!?」

　頭に激痛と、何本も髪の毛が引き千ち切ぎれる感覚があって、そのまま天地がひっくり返り、アスファルトの地面を転がって腰こしや肘ひじに痛みが走った。

「…………っ!?」

　一いつ瞬しゆんのうちに心の中で恐怖が広がったが、悲鳴を上げる間もなく恐ろしい力で髪の毛ごと全身が引きずられた。痛みと熱とパニックの中、瞬またたく間に全身が公園に引きずり込まれ、物陰に放り出されると、そのまま喉のどに膝ひざが押し込まれた。

「ひ……えぐっ……!!」

　息が詰まって苦く悶もんの声を喉から漏もらした純に体重がかけられる。

　わけがわからないまま、喉に、気道にみしみしと膝の骨が押し込まれ、窒ちつ息そくした吐はき気が喉からせり上がって、涙なみだが溢あふれ出した。

　必死になって身をよじり、脚あしをばたつかせ、体重をかけて喉を圧迫する脚をがりがりと引っ搔かいた。しかし長ズボンの脚に爪つめは立たず、暴れても首に落とされた脚は外れず、ますます体重と力が込められて、さらに喉が潰つぶされて、喉の奥が裏返るような嘔おう吐と感かんに泣きながらげぼげぼとえずき上げた。

「………………!!」

　辛かろうじて見上げた涙なみだに滲にじんだ目に、首に膝ひざを乗せた、少年のシルエットが見えた。

　街がい灯とうの逆光が乱反射して、誰だかも分からない人影は、もはや何も言わずに手に持っていた小こ刀がたなを、こちらの右目に近づけてきた。

　細く鋭く研とぎ澄すまされた小刀の切っ先が、滲んだ視界の中、目に近づいて来る。

　引っ搔かいただけで肌はだに傷がつきそうな、銀色に輝く鋭い刃は先さきが、視界に、眼球に、そして眼球の表面に、じりじりと────




「…………………………っ!!」




　声にならない悲鳴を無視して、ぶずっ、と上うわ目ま蓋ぶたの中に、小こ刀がたなが押し込まれた。

　絶ぜつ叫きようした。眼球と目蓋の裏うらに鉄の切っ先が触ふれた全身が跳はねるような激痛に、視界が真まっ赤かになった。頭の中が真っ赤になった。

「あがあぁぁ……あが……あ…………ぎ…………げ…………っ!!」

　痛い!!　痛い!!　苦しい!!

　眼球を刺さし抉えぐる痛みに上げた絶叫は、頭の中でばかり響ひびき渡り、気道が潰つぶされた喉のどからは、声とは呼べない音が漏もれるばかりだった。

　目に差し込まれた小刀の刃はは、尖とがった鉄で眼球を引っ搔きながら奥に押し込まれ、目蓋と眼がん窩かの裏を抉った。奥へ奥へと刃が押し込まれるたびに、鋭い切っ先が目蓋の裏の肉や眼窩の内側に引っかかるように突き刺さり、そのたびに小刀はぐりぐりと押し引きされて、眼窩の中身をずたずたに切り裂さくおぞましい激痛と感かん触しよくが、右目を熱く蹂じゆう躙りんした。

「が…………!!　げ……!!」

　熱と痛みの坩堝るつぼと化した右目から、熱い液体が流れ出す。しかしそれが涙なみだなのか血なのか、自分では分からない。

　全身が痛みと苦しみで痙けい攣れんし、ズボンに爪つめが突き立つが、小刀の刃は構わずさらに奥へとねじ込まれる。痛みが火を噴ふき、目蓋が押し上げられて捲めくれ返り、ごりごりと眼窩の奥を抉られて、骨の削けずれる音が頭の中に響いた。

「…………………………!!」

　激痛と窒ちつ息そくで、頭の中が真っ白になってゆく。

　大きく開いた口の中は涎よだれが溢あふれ出し、しかしそれが飲み込むこともできずに喉の奥に溜たまって、窒息を加速させる。

　小刀は、眼窩を抉り続ける。

　眼窩を、眼球の表面をぼろぼろに削りながら、ごりごりと音を立てて、骨にまで響く痛みと熱が眼窩の中を蹂躙し、圧迫する。

　そして。




　ごぼっ、




　という濡ぬれた音と共に、脳を引き抜かれるような嫌いやな痛みがして、眼窩の中の圧迫が消え去った。目の裏うらに空気が入るような感かん触しよくがした。

「!!」

　朦もう朧ろうとする意識の中、涙で滲にじんだ左目が、右目に突き立った小刀と、その刃やいばが梃て子この原理で右目の眼球を掘り出した光景を見ていた。目の奥に押し込まれた小こ刀がたなの刃が、大きな眼球を眼がん窩かから押し出していた。

　────やめて!!　やめて!!

　激痛と恐怖と絶望に焼かれながら、心の中で必死に叫さけぶが、ぐぐ、と小刀に込められる力は強まった。やがて眼窩から血ち塗まみれの眼球が、ぬるん、とこぼれ出して、頰ほお骨ぼねに湿しめった感触を残して、ぼそりと視界の外に転がり消えていった。




「ひ…………ぎ…………!!」




　ぶるぶると震ふるえる手。

　もうまともな声も出せない意識に、低く抑おさえた少年の声が、聞こえた。

「……目が、男を誘ってるんだったよね」

「!?」

　何？　いったい何!?

「あげるよ」

　今にも消えそうな意識の中、辛かろうじてそんな疑問の言葉が頭に浮かぶ中、ざ、といつの間にかもう一人の人影が脇わきに立って────




　浅井!?




　横から街がい灯とうに照らされて顔が露あらわになった少女が、ゆっくりと近づいて来て。

　そして純じゆんを押さえ込む少年の隣となりに、安あん奈なが顔を差し出すようにしゃがみ込むと、少年が安奈の顔に触ふれて──────




　ぶつっ、




　とたったいま純の目を抉えぐり出したばかりの小刀の切っ先を、ひどく優しい手つきで、安奈の右目の中に深々と突き刺さした。
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　　　八章　　不幸のない巷
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　ふーっ、

　ふーっ……




　夕ゆう闇やみの落ちる公園で、多た代じろ亮りよう介すけが、荒い息を吐はきながら自分の足元を見下ろしていた。

　血の臭におい。足元には安あん奈なをいじめていたグループの一人である藤ふじ谷たに純じゆんが、顔を血ち塗まみれにして、ぐったりと横たわっていた。

　顔の右半分は、血に浸ひたっていると言ってもいいほど、真まっ赤かに染まっている。

　その大量の血の源は抉えぐり出された右目。眼球は眼がん窩かから転げ落ちて、傍かたわらの地面に、血の跡あとを引きながら転がって、砂塗れになって落ちている。

　大量の血が溢あふれ出した、空からっぽの眼窩。

　だが、何もないはずのその空くう洞どうには、剝むき出しの眼球があった。

　眼球が、詰め込まれていた。

　中身の抉られた、血塗れの眼窩の中に、本人のものではない別の眼球が、みっちりと無理矢理に押し込まれていた。




　ふーっ……

　ふーっ……




　肩かたで息をする、亮介。

　引き攣つった口元で足元の光景を見下ろす亮介の手には、柄えまで血塗れになって、刃やいばの先せん端たんが少し欠けた、鋭い小こ刀がたなが握にぎり締められている。

　そしてそんな亮介の、傍かたわらに。

　足元の少女と同じ、右目を抉り取られて、涙なみだのように眼窩から血を流す浅あさ井い安奈が、逆の左目から涙を流して放心したように立っていた。




　はあ……




　血の臭においが、空気に広がっていた。

　藤ふじ谷たに純じゆんの眼球を小こ刀がたなで抉えぐり出し、安あん奈なの眼球を代わりに詰め込む。この惨さん劇げきの全すべてを亮りよう介すけはたった今、自分の手で行ったばかりだ。

　疲れた。呼吸が乱れ、全身の筋肉が痛かった。

　だが、たったいま自分がやった行為────つまり不意をついた人間を引き倒して組み敷くのは、初めてのことだったが、思ったよりも簡単だった。

　こんなのはもっと腕わん力りよくのある、武道か何かを習っている人間でないとできないのではないかと思っていた。だが覚かく悟ごを決めてやってみれば、何とかなるものだ。正直今までは女の子と喧けん嘩かをしても勝てる自信がなかったのだが。

　思いのほか、人間は弱くて脆もろい。

　それが分かって、変な話だが、自信になった。




　これからもっと────何度も、やらなければならないかもしれないのだ。




　いま亮介は全てを賭としていた。亮介はもう、自分の生活も人生も何もかもを投げうって、安奈のために、この異常な作業に身を捧ささげていた。

　安奈には先がない。未来も。時間も。

　怪物になり、正気を失い、追っ手もかかっている。もう元の生活には戻れず、しかも近いうちに追っ手に殺されてしまうだろう安奈のために、亮介にできることはこれだけだった。正気だった頃の安奈の、最後の望みを、亮介の手で叶かなえるのだ。

　全てを失った、好きだった少女に、自分がしてあげられる最後のこと。

　そのために亮介は安奈の顔の皮を剝いだ。そしてそれを彼女をいじめていたグループのメンバーの家に、チャンスを窺うかがって、投げ込んだ。

　これは亮介にとって簡単な作業ではなかったし、吐はきそうなほど痛々しく、そしておぞましい作業だった。小刀で肌はだを切り開かれても泣き叫ぶことなく、ただ涙なみだを流しながら耐える彼女に、亮介は泣いて謝りながら、その顔の皮を剝はいだのだ。

　安奈の可愛かわいい顔がムカつくと言った奴やつに、顔を送りつけてやる。

　そして目が男子をたぶらかしてるから気に入らないと言った奴に、目をくれてやる。

　しかし聞くところでは、どうやら今朝けさ早くに顔の皮を部屋の窓に投げつけてやった奴は、自殺したらしい。医者である父親が耳に挟はさんで家に電話したらしく、つい先刻、母親から携帯に電話が来たのだ。

　もうしばらくしたら学校からクラスの皆に、連れん絡らくが回り始めるだろう。




　……ざまをみろ。




　亮りよう介すけは思う。

　決して本意なわけではないのだが、この程度で自殺するほど臆おく病びようなくせに彼女をいじめたからだ。いつだって弱くて蒙もう昧まいな人間が素す晴ばらしい人間を貶おとしめる。その報むくいを受ける覚かく悟ごもないくせにだ。




　……はあ、はあ、




　心身を満たす重い疲労と痛みの中で立つ亮介の中に、暗い高こう揚ようと絶望があった。

　いじめられた経験があり、しかしそれに対して反はん撃げきをしたことのない亮介は、この安あん奈なのための行為に、やはりいくばくか自分を仮か託たくしていた。

　自覚はあった。だが亮介の精神は、それを卑いやしい仮託だとも感じていた。

　今はまだ、たったいま行った残ざん虐ぎやく行為への興こう奮ふんと怖おそれのせいで冷静ではないが、後で落ち着いたならば、彼女に謝ろうと思った。

「はあ……」

　呼吸を整え、亮介は、顔を上げる。

　そして傍かたわらに立つ安奈の顔へ触ふれようと手を伸ばしたが、血ち塗まみれになっている自分の手に気がついて、深い溜ため息いきをついて、手を降ろした。

　こんな手で、彼女に触れたくなかった。

「……ちょっと、待ってて」

　そして亮介はそう言うと、重い足を引きずるようにして歩き出し、濃こさを増した夕ゆう闇やみの中、公園の外からずっしりと重い自分のバッグを持って来た。

　ほんの十数分ほど前までは、血で汚よごれていたバッグ。

　安奈の血でだ。しかし今はその血の痕あとは消え失うせて、跡あと形かたも残っていなかった。

　藤ふじ谷たに純じゆんの注意を引くために、わざわざそうした。残念ながら想定と違い、徹底的に見ないように避さけられてしまったが、結果としては同じことになった。次にやる時は少々再考の余地があるだろう。

　ともあれ、亮介はバッグの中から、タオルを引き出す。

　そして公園の水道の所へ行って、血塗れになっていた自分の手と小こ刀がたなを洗って、タオルでそれぞれを念入りに拭ぬぐった。

　最初、ぬるま湯のような生なま温ぬるい水が出て、それからだんだんと冷たい水に変わってゆく水道の水。ばしゃばしゃと水すい滴てきを飛び散らせながら、かなり気をつけて洗ったはずだったが、それを拭ったタオルには、うっすらと滲にじんだ血の色がついた。

　亮りよう介すけは蛇じや口ぐちを閉め、安あん奈なを振り返る。

「ごめん、お待たせ……」

　そして安奈に言いかけたその時、亮介の言葉が途と切ぎれ、作った笑顔が強こわ張ばった。

「！」

　公園の入口の前を、すーっと滑すべり込むように車が横切ったのだ。いや、横切るようにやって来た車はそのまま公園に横付けして、入口を塞ふさぐように、重いアイドリングの音を立てながら停止したのだった。




　霊柩車のような、黒く大きなバンが。




「………………っ！」

　ぎょっとして目を見開いた。呼吸が上がる。

　しかし、すぐにその場から逃げ出すことはできなかった。

　身体からだも精神状態も、先程の悲ひ惨さんな『作業』の残ざん滓しを思い切り引きずっていて、疲労と怖おそれで足が止まり、落ちた思考が判断を迷ったのだ。

　と────




　がちゃ、




　その間にも、車の後部座席のロックが静かに外れて、開いた。

　こつ、と後部座席から降ろされる足。そして同時に、がちゃがちゃと鳴る、この情景にはそぐわない、騒そう々ぞうしい金属音。

　そして後部座席のドアの陰から姿を現したのは、喪も服ふくの女性だった。

　喪服には到底そぐわない幅はば太ぶとの革かわベルトを腰こしに巻き、そこに何本もの大振りの鉈なたや刃は物ものを差し込みぶら下げた、あの幾いく度ども亮介たちを殺そうとしてきたあの女が、揺れる刃物が触ふれ合う音をさせながら、霊れい柩きゆう車しやの後部座席からゆらりと亮介たちへと向けて進み出て来たのだ。




　……見つかった！




　緊きん張ちように固まった亮介の肌はだに、冷や汗あせが浮いた。

　見つかってしまった。だがどうして？　確かにここは安奈の家の近くと言ってもいいが、それでも偶ぐう然ぜんに見つける確率がどれくらいあるというのか？

　と、見ると、女性は片手に、指で挟はさむようにして試験管によく似た小こ瓶びんを持っていた。

　口をコルクで密閉された、透明な小瓶の中には、明らかに『それ』と分かる色をした血液が少量入っていて、その封入された血液が沸ふつ騰とうしたように────さらに正確に言うならば亮りよう介すけたちのいる方へ向かおうと────激しく暴れていて、その結果指二本で支えられた小こ瓶びんは中の液体に振り回されて、透明な糸に引っ張られるように、くいくいと魚がかかった竿さおのように断続的に小さく揺れていた。




　安奈の方へ、向かって。




「そ、そういうことかよ……！」

　無表情に小瓶を腰こしのベルトに挟はさむ女性を見ながら、亮介は薄うすら寒い気持ちで、自分を納なつ得とくさせるように呟つぶやいた。

　そんな亮介をよそに、女性が一歩、進み出る。

　安あん奈なが怯おびえたように、胸の辺りで両手を握にぎり締めて、亮介にぶつかりそうになるまで、後ずさってきた。

　それは亮介に救いを求めるようでも、亮介を護まもろうとしているようにも見えた。

「く……！」

　本当は自分も後ずさりたいくらいだったが、亮介は辛かろうじて踏み止まり、近づいてくる女性を、強く睨にらみつけた。

　女性の背後では、車の運転席の扉とびらが開いて、背の高い男が出てきていた。身をかがめて車から外に出て、ゆっくりと背を伸ばした巨きよ軀くの男は、険しい表情で亮介たちを眺ながめやったが、その表情とは裏腹に、視線には驚くほど何の感情も含まれていなかった。

　むしろ────女性の方が。

　淡々とした表情で、軽く目を細めて喪も服ふくの女性は亮介たちの方へ歩いてきていたが、見み据すえるその目には、明らかに強い害意があった。

　憎にくしみ？

　怒り？

　不快感？

　その正体は何だか判別しがたいが、少なくとも女性の目には、亮介たちに対する、隠かくし切れないほど強い負の感情が含まれていた。




「…………逃げて……って言っても、無理か」

「無理でしょうね」




　亮介が言った安奈への言葉に、代わりに女性が、鉈なたをベルトから引き抜きながら答えた。

「その子の知性は壊こわれてるわ。苦痛と恐きよう怖ふに破は壊かいされたの」

「……！」

　淡々と語りながら大きな鉈なたをぶら下げて近づいて来る女性に、亮りよう介すけは冷や汗あせが流れるのを感じながら、安あん奈なの腕うでを引いて後ずさった。

「あなたの言ってることが、どれくらい理解できてるでしょうね？」

「…………」

「しかもあなたを守ろうとしてるみたい。逃げろと言って、それが理解できても、逃げないでしょうね。絶対に」

　近づいて来る女性。そしてそこまで言ったところでふと、ようやく害意以外の、おそらく哀あわれみのような感情を浮かべて、小首を傾かしげて言う。

「人格が壊こわれてもそんな執しゆう着ちやくが心に残ってるなんて、ずいぶん仲が良かったのね？」

「……違うよ」

　亮介は、震ふるえそうな声で言った。

「浅あさ井いさんは誰にでも優しいんだ。だから俺おれは、浅井さんのためにこうしてる」

「…………そう」

　女性はそれを聞いて、くす、と微笑ほほえましげに小さく笑ったが、その笑いには微かすかな好意と共に、確実な不ふ吉きつも含まれていた。

　不吉。亮介たちにとっての、絶望。

　亮介はそれをひしひしと肌はだで感じながら、後ずさりして、それでも追っ手に会ったら言おうと思っていたことを、ようやく口にした。

「……あ、浅井さんを、どうしても殺さなきゃ駄だ目めなんですか？」

「そうよ」

　女性はにべもなく、答えた。

「浅井さんは何もやってない。あれは、俺がやったんだ」

　亮介はそう言って、顔を血ち塗まみれにして倒れている藤ふじ谷たに純じゆんを、指差す。

「あんたたちが浅井さんを殺そうとするから、俺が浅井さんのためにやったんだ」

「……」

「殺されるなら俺の方だ。浅井さんは誰も傷つけたりしてないし、傷つけたりしない。それに浅井さんが殺されないなら、俺だってこんなことはしなかった。浅井さんが殺されないで済む方法があるなら、俺は何だってする。どうすれば見逃してくれる？　お願いだ。教えてくれ。俺が責任を取って死ねというなら、喜んで死ぬから……」

　必死で訴える亮介。だが女性は先程の微笑みに、ほんの僅わずかに困ったような色を混じらせただけで、歩みを止めることさえしなかった。

「今まで、そうやって様子を見た人が何人もいるのよ」

　女性は言った。

「でもみんな駄だ目めだったわ。瀧たきの手で作られたのに、一つも永遠に残すに値するものにはならなかったの。必ず壊こわれるか、持ち主が管理しきれなかった。その子は扱いが難しいし、簡単に死んでもいいなんて言う君も、管理者として信用しづらいのよ」

　そして女性は、ゆっくりと鉈なたを持った手を上げてゆく。

「なんで……！」

　安あん奈なを引いて後ろに下がりながら、亮りよう介すけ。

「なんで何もしないのに、殺すんだ？」

「危険だから。そして、義務だから」

「危険なんかない！　やったのは全部俺おれだ！　浅あさ井いさんは、たとえおかしくなってもそんなことはしない！」

　亮介は、叫さけんだ。




「それとも、浅井さんが────ただバケモノだから、殺すのか!?」

「！」




　それを聞いた瞬しゆん間かん、ぴく、と女性が一いつ瞬しゆん動きを止めて。

　次の瞬間、高々と頭上に振り上げた鉈を思い切り振り下ろして──────自分の前腕部の半ばから先を、骨もろとも斜めに伐り落とした。




「!?」

「化ばけ物もの……そうね」




　研とぎ澄すませた鉈の刃やいばが木の枝を切り落とすように腕の肉に食い込んで、どさり、とたった今まで人間と繫つながっていた白い腕が、骨ごと断ち切られて公園の地面に落ちた。数すう瞬しゆん遅れて断面から大量の血が溢あふれ出し、見る見るうちに、白っぽい砂に染しみを拡ひろげてゆく。

　そして────先のなくなった腕からぼたぼたと血を零こぼしながら、声ひとつ漏もらさずに、ゆらり、と女性は公園の鈍にぶい明かりの中に立つ。

　雨あま垂だれのように滴したたる血は、地面に跳はねて飛び散りながら禍まが々まがしい形の血ち溜だまりとなり、土にゆっくりと吸われながらも、ぐにゃりと地面に打ち捨てられた腕から広がってゆく血溜まりと、徐じよ々じよに徐々に繫がってゆく。

「な……なん……」

　絶句する亮介。

　だがそうしているうちに、女性の腕うでから大量に滴したたり落ちていた血が、ひた、と不意に、不自然に止まった。

「!!」

　そして表面張力で断面に溜たまっていた血も、逆に肉の中に吸い上げられて、消える。

　広がりつつあった血溜まりも静止する。きっとしばらく後には揮き発はつするように、端はしから薄うすくなって、消えてゆくのだろう。

「………………！」

　亮りよう介すけには、見覚えのある現象だった。

　亮介が、安奈の顔を剝いだ時に見たことのある、あの現象だ。

　まず、あり得ないほど早い段階で出血が止まる。そしてそこから数十分かけて失った部分の血管が再生し、さらに数十分かけて、肉と皮が蘇よみがえる。

「ま、まさか……あんたも……！」

「……正直なところ、君には同情してるわ。それからその子にも」

　掠かすれ、震ふるえた声で言う亮介に、女性は静かに言った。

「でもね、これはバケモノ同士の問題なのよ。他ほかのことなら話を聞いてあげるんだけど、私はたった一つだけ────瀧の問題このもんだいだけは、どうしても譲ゆずれないわ。私は当事者として、それから信しん奉ぽう者しやとして、不完全なものは許せないの。ついでにはっきり正直な思いを言わせてもらえるなら、瀧の作品バケモノは、私だけでいいのよ」

「………………!?」

「でも私は、瀧の作品を愛してる。もちろんその子もよ。だけど失敗作を世に出さないのも私たちの権利で、それから、義務。だから私は見逃してあげるつもりはないし、邪じや魔まするなら、君だって生かしてはおかないわ。狂うほど愛してるから狂うほど憎にくくて、私は自分を、止められない」

　女性は深呼吸するように、空を仰あおぐ。

「……そ、そんなの…………あんたらの身勝手じゃないか！」

「私の身勝手よ。ごめんなさい」

「俺おれは……」

「抵抗する？　残念だけど、注意はしたわ」

　視線を亮介に下ろした女性が、一歩ゆらりと、足を踏み出す。

「ここは、君がいてはいけない世界」

　喪も服ふくの女性は、低く、言う。

「今、その子を置いて逃げれば、全部なかったことにしてあげる」

　言いながら、一歩、一歩、鉈なたをぶら下げて、公園の街がい灯とうが作る陰影の中を、ゆっくりと絶望が歩いてくる。

「あなただけなら、普通の生活に戻れるわ」

「………………！」

「そこに倒れてる子にやったことも、一時の気の迷い。見なかったことにしてあげる」

　向こうに見える藤ふじ谷たに純じゆんのことを言いながら、一歩。

　だがそれを聞いた瞬しゆん間かん、逆に亮りよう介すけは、逃げられなくなった。

　怯おびえに半ば引き攣つりながらも亮介は、逆に悲ひ愴そうな覚かく悟ごを決めて、喪も服ふくを着た絶望に向けて言い放った。

「……じゃあ、逃げられないよ」

「？」

「俺おれが彼女のためにやったことを────その思いを────一時の気の迷いになんかに、できない。できるわけない」

「……そっか。失敗したわね」

　女性は、残念そうに言った。

「あなたの逃げ道を塞ふさいでしまった」

　そして、静かに鉈なたを振り上げて。




「ごめんなさい」




　そう言うと、まだ何歩も離れている距離から、いきなり安あん奈なへと向けて、振りかぶった鉈を凄すさまじい勢いで投げつけた。

「あぶな……!!」

　完全に反射的に、安奈を突き飛ばした。

　安奈がよろめき、その瞬間、突き飛ばした亮介の腕うでが、ばちっ、と激しく弾はじかれた。

「っ!!」

　猛もうスピードで走る車に触ふれてしまったかのように、跳はね上げられる腕。重く激しい衝しよう撃げきが腕から胴どう体たいにまで伝わり、一いつ瞬しゆん腕が痺しびれて、感覚がなくなる。

「浅あさ井いさ……」

　そして、構わず駆かけ寄ろうとした時。

　感覚のない右腕が、目に入った。

　見なければ、良かった。

　自分の腕が、前腕部の半ばほどで完全に折れて、肉だけで繫つながって、だらり、と垂たれ下がっているのが見えてしまったのだ。

　見た瞬間、頭から血の気が引いた。

「…………………………っ!!」

　熱くおぞましい感覚。目を見開いた。脂あぶら汗あせが噴ふき出した。

　思わず腕を押さえてしゃがみ込む。息ができない。だらん、と腕の先が異様な重さで垂たれ下がり、伸びた皮ひ膚ふの中身が、だんだんと灼しやく熱ねつし始めた。

　回転しながら飛んできた鉈なたに、触ふれてしまったのだ。

　折れた。折れた腕うでの感覚。鳥とり肌はだが立った。全身から力が抜ける。

「う……あ……」

　呻うめく。顔が上げられない。

「あ……浅あさ井いさん……逃げ……」

　それでも、必死で声をかける。無む駄だだと分かっていても、一いち縷るの望みをかける。

　だが────当然のように、安あん奈なは亮りよう介すけの前に、立ち塞ふさがった。

「浅井さん……！」

　絶望的に呻く。そんな二人に、投げつけた鉈の代わりをベルトから引き抜いて、喪も服ふくの死神が静かに、無表情に近づいて来る。




　ざりっ、

　ざりっ、




　一歩、そしてまた、一歩。

　安奈が楯たてになろうと両腕を広げる。駄だ目めだ。そんなことをしちゃ……！　心の中で叫ぶ。

　俺おれが、君のために犠ぎ牲せいになると、そう決めたんだ。俺のために君が犠牲になるなんて、それじゃ、駄目なんだ……！

　だが、喪服を着た非情な死は。




　ざりっ。




　と鉈を手に、彼女の前に立った。

　ぎ、歯を食いしばる。絶望的な思いで顔を上げる。

　もうこうなったら最後の瞬しゆん間かんに力を振り絞しぼって、彼女を突き倒し、自分が身代わりになるしかないと決心した。

「………………！」

　そして、鉈が。

　高く、掲げられ。

　街がい灯とうに、鈍にぶく輝く刃やいばが。

　彼女の、頭へと──────




「!!」




　振り下ろされたのと、亮りよう介すけが残った左腕うでで安あん奈なに体当たりしたのと────それから女性の背後に全速力で駆け寄った誰かが、鉈を持った腕に二人がかりで飛びついたのとはほとんど同時のことだった。

「……うわっ!!」

「!?」

　どれほどの力があるのか、女性が振り上げた片腕は男女二人の体重をかけられたまま構わずに打ち下ろされ、それでもさすがに軌き道どうが逸それて公園の土を抉えぐった。セーラー服の少女は腕をもぎ離され、モスグリーンの制服の少年は、背負い投げのように振り回されて、驚きの声を上げて地面に投げ出された。

「っ……痛つ……！」

　地面に転がったまま腹を押さえて、苦痛に表情を歪ゆがめる少年。

　喪も服ふくの女性は、きっ、とそちらに鋭い目を向けて地面に食い込んだ鉈なたを引いたが、一いつ瞬しゆん早く少女がブーツを履はいた足で鉈を握にぎった手を蹴けり飛ばし、瞬しゆん間かん、指が折れたような嫌いやな音がして鉈が宙を飛び、どん、という重い音を立てて地面に落ちた。

「……！」

　知らない制服の少年と、少女。

　覚えのある二人。この喪服の女の仲間。

　助けられた。そしてそれを疑問に思うよりも先に、驚いた。

　生きていた。亮介が刺さし殺したと思っていた、思い込んでいた少年が、生きていたのだ。痛みも忘れた。




　だが────今は、それどころではない。




「……っ!!」

　はっ、と亮介はすぐさま正気に返ると身を起こし、安奈を起こした。

　そして亮介は、そのまま全すべての苦痛と恐怖をこらえて、安奈の手を引いて走り出した。

　追われることも、また先程のように鉈を投げつけられることも、何もかも考えないように頭の中を抑おさえ込んで、全てを捨てて、走り出した。

　全身の力を、振り絞しぼって。

　何も、考えないように。

　振り返らないように。

　痛みを無視して、疲労を無視して、恐きよう怖ふを無視して、ただ前へ進むことだけに、一いち縷るの望みを託たくして──────




　…………………………

　………………………………………………







　　　　２




「か、可か南な子こさん、待ってください！」

「……！」




　蒼あお衣いが必死の形ぎよう相そうで叫び、それを聞いてようやく腰こしから別の刃は物ものを抜きかけていた可南子が、動きを止めた。

　ここで初めて相手が誰なのか気がついた様子の、はっとした表情。

「あ。だ、大丈夫？　白しら野の君」

　少し慌あわてて訊たずねる、可南子。

　そんな可南子を見上げて、ほっとした表情で、しかし呻うめくような声で、蒼衣が答える。

「傷が開きました……」

「……」

　それを少し離れた場所から雪ゆき乃のが、睨にらむように見つめながら、ポケットから抜き出したカッターナイフの刃はを目一杯に伸ばしていた。

　それらを見回して可南子が、困ったように微笑ほほえんで、口を開く。

「無茶するわね……気づくのが遅れてたら、下手へたすると殺してたわ」

　安あん堵どを含んだ、溜ため息いき。

　そして雪乃の方を見て、最初から答えが分かっているような口く調ちようで、質問した。

「『お姉ねえさん』が気づいたの？」

「……そうよ」

　雪乃が答える。

　この公園に雪乃たちは、風かぜ乃のが感づいた〈泡ほう禍か〉の気配に従って急行してきたのだ。

　詰きつ問もんする雪乃。

「どういうつもり？」

「ごめんなさい。最初から出し抜くつもりではあったの」

　可南子は言いながらベルトに手た挟ばさんでいた、おそらく安あん奈なの家で彼女を解体した時に採取したらしい、安奈の血液入りの小こ瓶びんを振って見せた。

「白しら野の君も時とき槻つきさんも気乗りがしないみたいだったから、話し合いか何かになって、あの子を生かしとく結論になったら、困ると思ったのよ」

「!?」

　あっさりと言う可か南な子こに、雪ゆき乃のも蒼あお衣いも言葉を失う。

「私は、私と瀧たきが納なつ得とくしない、瀧の作品が残ることは認めないわ」

　片腕うでの可南子は、言いながら鉈なたをベルトに納める。

　そして、二人を見て。




「そういうわけだけど────どうする？」




　そう言って、微笑ほほえんだ。

　二人に委ゆだねるような、どことなく儚はかなげな微笑み。

　そんな笑みを浮かべて、公園の闇やみの中に静かに佇たたずむ可南子を囲んで、雪乃たちはただ何も言えずに、睨にらみ合うようにして、しばしのあいだ立ち尽くした。




　　　　†




　……多た代じろ亮りよう介すけに目を抉えぐられた少女は、死んではいなかった。

　蒼衣たちは、彼女が何を見て、周りに何を話すかが分からなかったので、とにかく亮介が警察に追われたりする事態を防ぐために日常生活に多少の影響が出ることを覚かく悟ごして、颯さつ姫きを呼んで、多代亮介に関わる記き憶おくを彼女の頭の中からそっくり消した。

　それから蒼衣たちは、匿とく名めいで救急に電話をして、運ばれるまでを隠かくれて確認してから公園を離れた。

　多代亮介の動向も気になるが、蒼衣たちにも話し合いが必要だった。というよりも正確には雪乃がすっかり臍へそを曲げてしまって、冷却期間が必要になったのだ。




「可南子さんたちがそういうつもりなら、勝手にすればいいんだわ」




　雪乃は、怒りの込もった声で、そう言い放つ。

　蒼衣と、雪乃と、神か狩がり屋や。とりあえずこの三人で状況をまとめるために、ホテル一階のラウンジカフェで、顔を突き合わせていた。

　この夏場に外を回っていた蒼衣と雪乃の前では、先程やって来たばかりのアイスティーがもうほとんどなくなっている。神狩屋は困った表情をしていて、どちらかと言うと雪乃と意見を同じくしている蒼衣の方も、神狩屋と一いつ緒しよに雪乃を宥なだめている状態だ。

「こっちも、勝手にやらせてもらうわ」

　憤ふん然ぜんと、雪ゆき乃のが言う。

　蒼あお衣いが抑おさえる。

「気持ちは分かるけど……もうちょっと何ていうか、冷静になった方が……」

「冷静に？　冷静になったら、事実が変わるの？」

「いや……その……」

　睨にらまれる蒼衣。

　神か狩がり屋やが口を開いた。

「僕は────正直なところ、修しゆう司じに対しては何も言えないな」

　困ったように、口を曲げる。

「済まないことに、僕は最初から修司たちが何者かも、可か南な子こさんの潜せん在ざい的な危険性も、何もかも知っていたからね。それに……譲ゆずれないところは、誰にだってあるよ。特に、僕らのような特殊なトラウマを抱かかえている人間には」

「そうですよね。僕は何とか、折り合いがつけられないかと思ってるんですが……」

　難しい顔で擁よう護ごする神狩屋に、蒼衣は穏おん健けんに同調する。

　雪乃は冷たい目で、蒼衣を見た。そしてテーブルに身を乗り出すと、声を低くして、蒼衣に警告した。

「……いい？　白しら野の君。あなたが本当に自覚してるのか怪しいからここで言っておくけど、私たちは『人殺し』なのよ」

「え」

　いきなりの過激な単語に、蒼衣はのけぞる。

「ちょ、ちょっと、雪乃さん……」

「うるさい。誰かを殺すんだから、誰かからは絶対に恨うらまれるわ。しかも私たちは、誰を殺して誰を生かすか私たち自身で決めてるのよ」

　しかし雪乃は構わずに蒼衣を見み据すえて、きつい調子で問いかけた。

「そんな一方的な生せい殺さつ与よ奪だつをしてる側のあなたが、そんなフラフラした基準で殺したり生かしたりする相手を決めてるなんて、あなたが殺した人に言える？」

「……!?」

　うっ、と蒼衣は、言葉に詰まった。

「私は、言えない。誰にも────委員長にも」

　雪乃は淡々と、言う。

「それを曲げるのは、冒ぼう瀆とくだわ。その基準に照らして、私は可南子さんの存在も、やろうとしてることも、認められない」

　言うと、雪乃は身を引いてアイスティーの残りを一気に飲み干し、席から立ち上がった。

「白しら野の君も、よく考えとくことね」

　そして雪ゆき乃のは、身を翻ひるがえして、部屋に帰っていった。

　その途と中ちゆうで、ちょうど偶ぐう然ぜんカフェに入って来たリカと、半ばぶつかりそうになりながらすれ違ったが、雪乃は目を合わせもしなかった。




「……んー？　いつにも増してお姫ひめさまは機き嫌げん悪いね。何かあった？」




　雪乃に無視されたリカは、蒼あお衣いたちのいる席にやって来て、雪乃の去って行った方を振り返りながら訊たずねた。

「何でもありませんよ」

　神か狩がり屋やがそっけなく答える。リカは、「にしし」と目を細めて笑った。

「まあいいや。言った通り、浅あさ井い家についていくらか調べてきましたよ、と…………あ、私、抹まつ茶ちやミルクね」

　まだ向こうの方にいる店員に注文をしながら、リカはわざわざ神狩屋の隣となりに座る。そして鞄かばんの中から書類封筒と、白い革かわ表紙のシステム手帳と、それからＩＣレコーダーを、次々とテーブルの上に積み上げていった。

「興こう信しん所じよ使ったんですか？」

　神狩屋は、封筒の隅すみに押された、連れん絡らく先さきの判はん子こを見て言った。

「そ」

「大おお盤ばん振る舞いですね。でも負い目にする気はありませんよ」

「あー、もう。これでも迷めい惑わくかけてると思って協力してるのに、善意を信じてもらえないなんてリカさん悲しいなあ」

　少しも悲しそうに見えない悪い笑顔で封筒を開けながら、リカは嘆く。

「まあ、一日だけだし経費も大してかからないし、それに値切ったし、それほどの出費でもありませんのでご安心を」

　そして、リカは言う。

「それに、私もちょっと聞き込みとかしてみたしねー。女探たん偵ていとか女スパイみたいで、実に楽しゅうございました」

「……」

　心底楽しそうに笑うリカと、呆れる蒼衣と神狩屋。どこまでも愉ゆ快かい犯はんなリカは、そういったことが楽しくて仕方がなさそうだった。

「……まあいいや。で、浅あさ井い安あん奈なの家庭環境や、〈泡ほう禍か〉の可能性についてだけども」

　そこまで言って、リカはようやく本題を話し始めた。

「えーとね、浅井安奈は母子家庭です。家族構成は、母親、安奈、妹の三人」

　リカは封筒から取り出した興信所の調査結果をめくり、一度眼鏡めがねの位置を直して、内容を説明した。

「母親は二度離婚していて、長女の安あん奈なは最初の夫との子です。離婚原因はフツーに、家庭不和の末の、夫の浮気ですな。

　ちなみにご近所には、父親が安奈ちゃんにイタズラして離婚したとか噂うわさになってましたが、実はこれも事実です。再婚した二人目の夫の方が、やらかしちゃったんだねー。ちなみに妹ちゃんは、こっちの馬鹿の方の娘むすめです。でまあ、そんな感じなんですが、この辺のいきさつでどうやら母親に嫌きらわれちゃったようで、安奈ちゃんは家庭で孤立していたようです。

　……っていうか、フツーにお母かあさんと妹ちゃんにいじめられていたみたいだねぃ。ご近所からそんな証言がありました。でも安奈ちゃん自身は泣き言も言わずに我が慢まんしていたようで、ご近所の世論は、まあまあだいたい安奈ちゃんに同情的です。要するに下げ世せ話わな同情の類たぐいですけども、そんな感じですな」

　にしし、と笑うリカ。当人の言う下世話を体現している。

「で……そのいじめの内容も色々あるのですが……特徴的なのは、どうも家では安奈ちゃんは学校の制服以外、個人としての持ち物をほとんど持ってなかったみたいですな」

　続けるリカ。

　意味がよく分からなかった。蒼あお衣いは訊きき返す。

「……はい？」

「安奈ちゃんの所有物が認められてなかったのよ。いや、全く無いわけじゃないんだけど、勝手に妹ちゃんとかに持ち出されても文句言えなかったわけ。携帯とかも持ってたけど、中は見られ放題。プライバシーがなかった、と言い換えてもいいかな。

　でもって勝手にモノ無くしたり増やしたりしたら、怒られたり、嫌いや味みいわれたりする。そのうえ学校でもいじめられてたもんだから、盗とられたり壊こわされたり汚よごされたりは日常茶さ飯はん事じで、それが家にも波及するのですな」

「……ひどいな」

「逃げ場なしだねえ。好きなこともできなかっただろうね。どうも安奈ちゃん、何か必要なものがあったらお昼抜いて、昼食代で充あててたらしいよ」

「……」

　蒼衣が眉まゆを寄せ、リカが肩かたを竦すくめる。

　気にはなっていたのだ。あの家から持ち出した携帯は、妹の方は新しい機種で電話帳も名前で一杯だった。だが対する姉の方は、かなり古い機種で、五人ほどしか電話帳に名前が登録されていなかった。

　そして、それも会ってみれば、いじめっ子だ。いじめに完全に包囲されて、普通に暮らせる場所のない生活。

　蒼衣には、想像もつかなかった。

　何を思って、日々を生きていたんだろう？

　いや────想像もつかないというのは、噓うそだ。

　考えを避さけていただけだ。同じように逃げ場がなかったがゆえに、世界を憎ぞう悪おした、蒼あお衣いが良く知る少女のことをだ。




　葉は耶や。




　変わることができなかったゆえに、世界を憎にくむしかなかった少女。

　だが、浅あさ井い安あん奈なは、そうではなかったようだ。周囲に合わせ、世界を憎まず────だが彼女は、幸せだったのか？

「…………」

「……んー？　白しら野のクン？」

　リカが、蒼衣の名を呼んだ。

「…………え？　あ、すいません、考え事を……」

「いやいや、別にいーんだけどね。怪け我が人にんが急に黙だまると怖こわいのですよ。タマシイ抜けてんじゃないかと思って」

「すいません……」

　苦笑いする蒼衣。

「大丈夫です」

「そう？」

　実際、今は傷は大したことはない。

　先刻の騒さわぎで塞ふさがりかけていたのが開きはしたが、一時期に比べればこんな傷は無いも同然だ。

「ならいいんだけど……ま、とりあえず、浅井安奈ちゃんの身の上は、大体こんな感じだったよーです」

　とんとんと書類をテーブルで揃そろえるリカ。

「……それで、肝かん心じんの安奈ちゃんの身に起こった〈泡ほう禍か〉についてなんだけど……正直こっちはサッパリわかりません。悪いね」

　リカは書類を封筒に納めながら、お手上げ、といった調子で言う。

「わかんないですか……」

「なんせ目もく撃げき者しやもいなけりゃ、〈潜せん有ゆう者しや〉が誰かもわかんないしねぇ。分解バラされた死体があっただけだよ。うちの〈ロッジ〉のメンバーも、死体見つけただけだし」

　両手を上げて見せるリカ。

　神か狩がり屋やが腕うで組みをして、溜ため息いきをついた。

「まあ最初から、期待はしていませんでしたが……」

　リカがそれを聞いて、「ひどっ」と言って顔をしかめる。

「義務は果たしたと思うけどにゃー」

「義務にかこつけて遊んでたのは分かりますよ。出費には感謝します」

「神か狩がり屋やサンは、義務の履り行こうは苦しんでやるべきなんて思ってるから、人生がつまんないのデスヨ」

　嫌いや味みを言いながら、リカは帰り支じ度たくをする。

　そして帰り支度の仕上げに、まだ手付かずだった抹まつ茶ちやミルクをかき混ぜて、一気に空からになるまで飲み干すと、

「じゃ、またなんかあったら連れん絡らくしてねー？　白しら野のクンは、こんなつまんない大人おとなになっちゃ駄だ目めだよ？」

　そう言い残して、猫ねこのように目を細めた笑顔で手を振って、颯さつ爽そうと去っていった。

　はあ……と頭が痛そうに溜息をつく、神狩屋。

「白野君は、ああいう他人をからかうのが趣味の困った大人になっちゃ駄目ですよ」

「はは……」

　曖あい昧まいに笑うしかない蒼あお衣い。

　正直なところ、リカも神狩屋も、どちらも極端だ。

　普通がいいのだ。普通が。とはいえ、そう言ってしまうと「二人とも普通じゃないです」と言っているようなものなので、蒼衣としては言葉を濁にごすしかない。

「まあ、ともかく……」

　そうしていると、神狩屋が話題を変えた。

「白野君、すまないね。先程は修しゆう司じを庇かばってくれて」

「え？」

　蒼衣は訊きき返す。一いつ瞬しゆん、何のことを言われているのか分からなかった。

「雪ゆき乃の君のことだよ。雪乃君は怒り狂ってるみたいだけど、白野君が冷静だと助かる」

「あ、いや、僕もそんなつもりじゃ……」

　蒼衣は困ったように、頰ほおを搔かく。

「僕は冷静とか、はっきりどっちの味方とかいうわけじゃなくて……やっぱり雪乃さんが言う通り基準がないだけで、普通になあなあで済ましたいだけなんだと思います」

「いや、それでも僕としては有あり難がたいよ。修司はああいう他人と交わらない性格だけども、珍めずらしく僕に親近感を持ってるらしいからね。そうなると僕としては心情的に修司の味方にならざるを得ない」

　神狩屋は言う。

「ああ……あれは、傍はたから見てて不思議です」

　蒼あお衣いはつい、率そつ直ちよくに言ってしまった。

「……あ、いえ、その、何と言うか……一いつ匹ぴき狼おおかみっぽいのにな、って……」

「はは……うん、まあそうだね。でも見かけほど、修しゆう司じの人格は普通の人間からかけ離れてはいないよ。人嫌ぎらいというよりも人見知りなんだと僕には思える。ただ僕は、たまたまそんな修司と長く暮らす機会があった珍めずらしい一人だったのと、僕と修司の抱かかえるトラウマの原因になった出来事が、同じ『恋人との死別』だったから親近感を感じたんだと思う」

「ははあ……」

　蒼衣はただ頷うなずく。突っ込んで詳しく聞いていいものか、しばし迷った。

　そうしていると、神狩屋がまた話を変えた。

「……で、白しら野の君。あれから『幸せな王おう子じ』について、また考えてみたんだけど」

「あ、はい」

　蒼衣は慌あわてて、居い住ずまいを正す。

「前に考察しかけた時には思いつかなかったけど、『幸せな王子』にしっくり来る象徴的事例に思い至ったよ。聖人だ」

「聖人？」

　蒼衣は首を傾かしげる。

「そう、キリスト教の聖人だ。キリスト教徒じゃないと馴な染じみは薄うすいかも知れないけれども、西洋の象徴としては重要だから、今までも話のついでには出て来たんじゃないかと思う。それに『幸せな王子』は、キリスト教的象徴性が強いと言われてるオスカー・ワイルドの作だ。それを考えると、聖人という考えは真っ先に出てきてもおかしくなかった」

　神狩屋は自分の言葉に頷うなずきながら、そう言った。

　蒼衣は答える。

「確かに、そういうものだと聞き流してましたが、馴染みがあるかと言われれば……」

「だろうね」

　うん、と神か狩がり屋や。

「じゃあ、大おお雑ざつ把ぱな聖人の定義から説明すると、『カトリックの殉じゆん教きよう者や信仰者で、聖人として教きよう皇こうに認められた人』のことを言う。聖人に名を連ねられることを列れつ聖せいといって、これが行われ出したのは中世以降だ。といっても正式に認められなくても、民衆から聖人として扱われた人は結構いたらしい。

　まあともかく、一度キリスト教では聖人遺い体たい信仰ブームとでも呼べるものが起こったことがあって、聖人信仰はキリスト教の中で大きな位置を占めるようになったんだ。そして聖人は死後もその遺体に奇き跡せきの力を宿すと信じられていたので、遺体は聖せい遺い物ぶつとして保管され、教会に展示されて信仰を集めた。そして多くの聖人の遺体は、その神聖性を強調するために、黄金で飾った棺ひつぎに納められたり、聖人を象かたどった黄金の胸像型の容器に遺骨を納められたりしている。黄金は堕だ落らくであると教え、黄金よりも価値がある信仰の価値を民衆に示すために、しかし黄金を使ったキリスト教の矛む盾じゆんとジレンマは実に興味深いテーマだけども…………今は残念ながら関係ないね」

「ははあ……」

　考え深げに、蒼あお衣い。

「死後に作られた黄金像という部分で、共通してるわけですね」

「そういうこと」

　肯こう定ていする神か狩がり屋や。

「で、まだ続きがあるんだ。聖遺物となった聖人の遺体は、教会の箔はく付づけのために分割されて譲じよう渡とされたり、あるいは神の慈じ悲ひを求める民衆に分け与えられたり、酷ひどい時には略りやく奪だつされたりしたらしい」

「略奪!?」

「そう。ある女性聖人の遺体が民衆に公開された時、遺体が毟むしられて大変だったという記録も残ってる。衣服や髪かみの毛は言うに及ばず、何と言うか────乳首まで毟られて無くなっていたらしいよ。僕らの感覚からするとひどいもんだね」

「ひどいですね。あ……でも……」

「そう。要するに、『幸せな王おう子じ』も近いものがあるよね」

　蒼衣は気づいた。神狩屋も頷うなずく。

「それが現世の利り益やくか、あるいは死後のための慈悲かの違いはあるけれど、持ち物から皮ひ膚ふまで分け与える行いは共通のものだね」

　そう言って神狩屋は、ようやくアイスティーに口をつける。

「それがもう動けない自分によってではなくて、他人の手によって行われるところまで」

　そして、喉のどを湿しめらせてから。

　神狩屋の話は、さらに先に進む。

「……とはいえ、自分の身を削けずって他人に与えるのは、キリスト教に限った話じゃない」

「そうですね」

「むしろ仏ぶつ教きようも負けてはいない。自らの肉を飢うえた獣けものに与える逸いつ話わはもちろん、生きているうちから自分の身を捧ささげる話にも事こと欠かかない。自分の爪つめを剝はぎ、指を切り落として火に投げ入れたり、皮を剝いだり、目を抉えぐり出して人々のために祈き願がんする行ぎよう者じやの話が、伝説にも記録にもたくさん残ってる。それからこうした荒行が流行した頃には、即そく身しん仏ぶつも流行した。食事を断って自分の身体からだをミイラに変える、究極の荒行だね。

　五ご穀こくを断ち、十穀を断ち、やがては何も食べずに土に埋うまって、人々のために念ねん仏ぶつしながら死に至ってミイラになる。こうしたミイラは今でも信仰を集めてるね。生きている間に尊敬を集めていた僧そう侶りよが、死後に信者の手でミイラとして保存される場合もあったみたいだね。ともかく、こうした即そく身しん仏ぶつは仏ぶつ教きよう版ばんの聖人遺い体たい信仰と言ってしまっていいと思う。

　ミイラといえば、中国仏教には肉身仏というあちら版の即身仏があって、これは高こう僧そうの遺体に漆うるしと金を塗ったものだそうだ。チベット仏教でも、確か高僧の遺体はミイラ化したあと金を塗って保存する文化があったんじゃなかったかな。これらは、何となく『幸せな王おう子じ』を連想させないかい？　そういえば今思いついたけど、王子の像が置かれている円柱は、キリストが繫つながれて鞭むち打たれた、いわゆる象徴としての受難具だったね」

　ふーむ、と神か狩がり屋やはそこで顎あごに手をやって、一度思案を巡めぐらせた。

　蒼あお衣いも言う。

「そうなると、やっぱり幸せな王子は、聖人？」

「そう考えたくなるね。まあ元々、キリストそのものを指すのではないかという分析もあるのだけど」

　テーブルの上を見つめて思案しながら、神狩屋。

「ああ、そういえば、そんなことも言ってましたね……」

「物語の最後の方で王子の心臓が燃え残るってエピソードも、そう考えてゆくと意味深しんに思えてくるね。キリスト教美術には『燃える心臓』というモチーフがあって、これは神への熱烈な敬愛を指すんだ。白しら野の君は、教科書でフランシスコ・ザビエルが燃えるハートを持ってる図を見たことはないかい？」

「あ……ありますあります！」

「あれが僕らもよく知ってる、『燃える心臓』のモチーフだね。昔は、知性や感情、魂たましいなどは心臓に宿ってると思われてたんだ。脳ではなくてね。医学が発達して脳の機能が解明される以前は、感情に応じて自分の中で脈打つ心臓が、昔の人にとって分かりやすく魂の在り処かだったんだろう。

　また、古代エジプトでは人が死後に天国に行くか地じ獄ごくに行くか裁さばくのに、心臓を量はかるのだとされている。神の審しん判ぱんの場で、罪で重くなっていないかどうか、天てん秤びんの片方に心臓を、片方に羽根を乗せて量るんだ。そういう図像が残ってるんだ。羽根よりも重くなっていたら天国には行けない。心臓が、ヒトの人格の中心と考えられていたんだね」

「……」

　蒼衣は途と中ちゆうまで興味深く話を聞いていたが、『幸せな王子』の心臓について考えを巡らせているうちに、嫌いやなことに気がついた。

「あ……」

　蒼衣は一度口に出しかけて、迷う。

　迷ったが、しかし結局言わないわけにはいかないと、意を決して、再び口を開く。

「あの……神狩屋さん。ちょっと言いづらいこと思いついたんですけど……」

「……なんだい？」

　応じる神か狩がり屋や。

　蒼あお衣いは言った。

「『幸せな王おう子じ』なんですけど…………あの、燃え残った心臓から王子が蘇よみがえるのって、〈葬そう儀ぎ屋や〉さんの〈断だん章しよう〉に似てませんか？」

「……！」

　神狩屋の表情が、一気に渋しぶいものになった。

「あ、いえ、あの……」

「いや、いいんだ。確かにそうなんだよ」

　言葉を探す蒼衣に言いながら、神狩屋は白髪しらが頭あたまをがしがしとかき回す。

「目を逸そらしてばかりはいられないね。確かに修しゆう司じたちが『幸せな王子』に組み込まれてる可能性は、十分にあるんだ。なにしろ夢ゆ見み子こ君の予言は修司の工こう房ぼうで起こったんだからね」

「……はい」

「それどころか、この〈泡ほう禍か〉が、修司の〈断章〉の暴発である可能性も考こう慮りよしなきゃいけない。僕の個人的願望を排はい除じよするなら……考慮しなきゃいけない」

　珍めずらしく苛いら立だたしげな、神狩屋。

　蒼衣はその内心を思って、何も言えない。

　代わりに蒼衣は、つとめて感情を廃して、ただ事務的に訊たずねた。




「よければ、〈葬儀屋〉さんの〈断章〉について、聞かせてくれませんか？」




　その問いに対して、まず神狩屋の長い沈ちん黙もくがあった。

　そしてしばしの後、神狩屋はテーブルの上に視線を落としたまま、静かに口を開いた。
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　　　九章　　体温のない像
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　……瀧たき修しゆう司じにとっての〈悪夢〉は、ある日突然に始まった。




　戸と塚つか可か南な子こが前触ぶれもなく工こう房ぼうで倒れたのは、記録的な猛もう暑しよだったという、ある夏のさなかのことだった。

　病気だった。病名は知らない。

　本人が最さい期ごまで病名も何も言わなかったし、医者にも診みせなかったからだ。

　出先から修司が帰って来ると、工房の土間で、可南子は倒れていた。顔面蒼そう白はく。立ち上がることもできない様子。

　慌あわてて医者に連れて行こうとした修司を、可南子は止めた。

　抱だき起こす修司の腕を押さえて、可南子は首を横に振り、言ったのだ。




「……私、助からない病気なの」

「最初から……瀧に初めて会った時には、もう」

「病院には行きたくない。その代わり……お願いがあるの」







「あの窯かまで────私を焼いて。私を、瀧の作品にして」







　……最初から、可南子はそのつもりで修司の工房にやって来ていたのだ。

　可南子は言った。ある日、病気が判明して余命を宣告された可南子は、絶望の中で修司の作品に出会い、救われたのだと。

　当時芸大生だった可南子は、丁ちよう度どその時、自分の芸術活動に限界を感じていた時期でもあった。これまでの人生をかけたものが何も生み出せないと悟さとり、さらには命もあと十年と経たたずに尽つきる。そんな絶望の暗くら闇やみのただ中で、これ以上生きる意味さえ失っていた可南子は、無む為いに巡めぐり歩いていた展覧会のうちの一つで、修司の器に出で逢あったのだ。

　可か南な子こは、そのたった一つの器の前で、電でん撃げきに打たれた。

　可南子は、そのたった一つの器の中に、宇宙とでも呼べるものを見た気がしたのだ。

　シンプルな菖しよう蒲ぶの絵付けがされた、一枚の皿。しかし恐ろしく深い地と釉ゆう薬やくの色を放つそれは華か美びでも革新的でもなかったが、ただ大昔から培つちかわれ年輪のように育ってきた技を、骨の髄ずいに沁しみ込ませることで代々受け継ついで来た愚ぐ直ちよくなまでの技術が結晶したものだった。

　連綿と続く時空が結晶した、一枚の皿。

　そこには職人自身が脳のう裏りにさえ浮かべない、ただその血肉と骨だけが伝えてきた、言葉になどすることができない広こう大だい深しん遠えんな宇宙観があった。

　可南子の求めていた、いや、求めていたことにさえ気づいていなかった究極の理想が、そこにはあった。そして可南子は、その器が滲にじませる時間と美の宇宙の中に、もはや長くは生きられない自分自身を溶とけ込ませてしまいたいと、心の底から願ったのだ。




「……だから、私は、ここに来たの」




　可南子は言った。




「ほんとはね……あの時、この工こう房ぼうで死ぬつもりだったの。ごめんなさい」

「でも瀧たきに会って、それはやめたの。瀧の作品だけじゃなくて、瀧という人間の一部にもなりたくなったの」

「瀧と一いつ緒しよに生きてみたかったの。その願いは、叶かなったわ」

「楽しかった。瀧の作品に関われて、瀧の作品の良さを他ほかの人に伝えられて、そうしていた私は、幸せだった」

「でも、もう、お終しまい」

「最後に、私のお願い、聞いてくれる？」

「あなたの、作品にして」

「私を切り刻んで……あの窯かまに入れて焼いて」

「瀧の宇宙の、一部にして」

「瀧の、一部にして」




　………………




　そしてそれを境に、可南子はみるみるうちに衰すい弱じやくしていった。

　これまで気力で保もっていたものが限界に達したかのように、あっという間に可南子は病床から起き上がれなくなり、転げ落ちるように病態を悪化させていった。

　それでも可か南な子こは、病院で診みてもらうことを、断固として拒否した。

　理由は簡単だった。延命を望んでいないこと。そしてもしも病院で死んでしまったら、死体を修しゆう司じの窯かまで焼いてもらうことが、叶かなわないからだ。

　可南子のそんな意向を、修司は無視できなかった。

　だが可南子を部屋で寝かせて、看かん病びようをしている間も、修司は迷っていた。

　いかに常識に疎うとい修司であっても、それが明らかに犯罪行為であり、普通でない行為であることは分かっていたからだ。そして何より、この時になって初めて、修司は可南子の異常性に、ようやく気がついたからだった。

　可南子の望みを、不ぶ気き味みで恐ろしいものだと思ったのだ。

　修司は、板挟ばさみになっていた。

　恋人であり恩人である可南子の、最後の望みを叶えてやりたいという思い。そしてその望みを恐ろしいと思う、自分自身の感情。

　迷っていた。

　だがそうするうちにも、タイムリミットはどんどんと近づいていた。

　可南子の、死。

　それはすぐに、やって来た。




　……倒れてからひと月と四日後。午前二時十五分。眠ねむっていた可南子の呼吸が止まった。




　考えたくなかった、来るべき時が来た。

　可南子の遺い体たいを見下ろして、修司はまだ迷っていた。決心などできなかった。可南子の遺ゆい言ごんとも言うべき望みを無視することもできなければ、この手で恋人の遺体を切り刻んで陶とう作さくの窯で焼くなどという行為も、到底受け入れ難かったのだ。

　遺体の隣となりに座って、何日も過ごした。

　時折かかってくる電話にも出ず、ほとんど食事も摂とらずに、修司はただ生きていた頃の可南子のことを思い出しながら、遺体を見つめて座っていた。

　思い出されるのは、恩ばかりだった。

　そしてまた可南子が、どれだけ修司の作る器の崇すう拝はい者であったかという、そんなことばかりだった。




「瀧たきの器は、永遠の一いつ端たんだわ」

「私は、瀧の器が羨うらやましい。瀧の一部として、永遠に残るのだもの」




　今になって思い出してみると、確かに可南子の言動には、あの異様な望みが垣かい間ま見えるものがしばしば散見された。可か南な子こは、やはり死を前に錯さく乱らんしてあの望みを口走ったのではなく、最初から死に向かいつつある自分の救い主として、修しゆう司じの作品を崇すう拝はいしていたのだということがはっきりしていった。

　自分の死後の世界として、可南子は瀧たきの作品の宇宙を選んだのだ。

　これは彼女の宗教だった。修司はそれを確信してなお、それでも可南子の遺ゆい言ごんを実行するのを、決心することはできなかった。

　自分の作品が永遠であることなど、修司は信じてはいなかった。

　可南子の言うような宇宙など、自分の作る器の中にあると感じることは、修司には全くできなかったのだ。

　だからこそ────修司は自分の恋人の遺体に刃やいばを入れ、窯かまで燃やすのを躊ちゆう躇ちよした。

　純粋に、自分と過ごした恋人の遺い体たいを傷つけることに、あまつさえバラバラに解体することに、おぞましさも感じていた。

　一日が経たち、

　二日が経ち、

　三日が経った。

　猛もう暑しよの夏の日。可南子の遺体の肌はだの色が変わり始めた頃、修司はようやく立ち上がって、納な屋やの中から持ち出して来た鉈なたを可南子の首に振り下ろした。




「………………」




　一本の鉈と、二本の鋸のこぎりと、二本の包ほう丁ちようを駄だ目めにした。

　約五時間後、蒸むし暑い寝室に敷かれていた布ふ団とんは異い臭しゆうを放つ赤黒い血をべっとりと吸い、その上には十数個の部分と内臓に解体されて並べられた、バラバラの可南子の遺体があった。

　布団の周りには血が飛び散り、カーテンにも襖ふすまにも、点々と斑はん点てんが散っていた。 そして畳たたみの上に、引きずったような足あし跡あとが布団から一方向に向けて何往復も伸びていて、開け放った襖から廊下へと続いているその向こうに、開け放ったトイレにしがみつくようにして、胃液を吐はき尽くした修司が膝ひざを突いていた。

　トイレの床ゆかには、血ち塗まみれの包丁。

　手には肉を打ち割って骨に食い込む鉈の感かん触しよくと、骨を切断する鋸の感触。

　そして鋸の刃に絡からみつく繊維質の腱けんを包丁で肉を切り開き、露出させて、ぷちぷちと少しずつ切断してゆくおぞましい感触。胴体から切り離した、手足と頭の重み。

　死んだ肉の生なま温ぬるい感触。

　そしてどろどろと胴体から溢あふれ出した内臓をかき集め、血と脂あぶらがへばりついてぬるぬるとぬめり、物に触さわれば血脂の痕あとがなすりつけられる不快な感かん触しよくが、両の手にありありと残っている。

　最初は呼吸するのも憚はばかった腐くさりかけの血が放つ猛もう烈れつな異い臭しゆうは、すでに家の中に充満し、鼻や口の中はもちろん肺の中まで一杯にしていた。どこからか蠅はえの羽音が、ぶーん、と一筋、聞こえていた。

　シャツもズボンも靴下も、ぐっしょりと重く血を吸って、身じろぎするたびに肌はだにまとわりつく。そんな感覚と空間の中で、修しゆう司じは身を起こす力も気力もなく、ただひたすらに、過ぎてゆく時間の中にいた。




　────もう二度と、こんなのは御ご免めんだ。




　修司の頭の中には、ただそれだけがあった。

　とっくに空からっぽになっている胃の中に、なおもわだかまる嘔おう吐と感かん。彼女への義務感だけで心身を支えて必死で遺い体たいを解体したが、その初めての行いのあまりのおぞましさに、修司の身と魂たましいは削けずれ切っていた。

　立ち上がることができるようになるまでに、長い時間を要した。

　長い、長い時間の末に、修司は重い身体からだを引きずり上げるようにしてようやく立ち上がり、両足を引きずるように歩いてサンダルを履はいて家を出た。

　何の匂においもしない空気が、ひどく心地よかった。

　庭にある水道の蛇じや口ぐちを全開にして、頭から水を浴びた。

　髪かみも無ぶ精しよう髭ひげも、シャツもズボンも何もかも水浸びたしになるまで水を浴び続けた。そして全身から水すい滴てきを垂たらしながらおもむろに立ち上がると、ふらふらと工こう房ぼうに歩いて行き、置きっぱなしにしてある煙草たばこを持ち出して、表に出て咥くわえて火をつけた。

　吸い込んだ煙が、空っぽの胃に沁しみた。

　煙を吐き出して、森に囲まれた青い空を見上げて、煙が消えてゆくのを見ながら、これからどうしようか、と思った。

　解体した可か南な子こを、窯かまに入れて焼く？

　本当に？　だがここまできてやめるなどできるわけがない。やる以外に道などないのだ。

　やるしか、ない。

　だが、今すぐは無理だった。

　時間が必要だった。ぼんやりと空を見上げたまま、修司は時間をかけてゆっくりと煙草を一本吸い終えると、工こう房ぼうに戻って濡ぬれた服を着替え、黒い皮貼ばりのソファに腰こしを落としてそのまま深い眠ねむりの中へ意識を失った。




「………………」




　目が覚めた時には、夜中になっていた。

　目覚めは快適ではなかった。起きると同時に内容は忘れたが、悪い夢を見て、目覚めてからも心の内側に重苦しい疲労がタールのようにこびりついていた。

　修しゆう司じはソファから身を起こし、額ひたいを押さえる。

　疲労と空腹で身体からだが重かったが、食欲はなかった。これからしなければならないことを思うと、とてもではないが物を口に入れる気にはならなかった。

　ぎし、

　とソファを軋きしませて、ゆっくりと立ち上がる。

　麻ま痺ひしかかった頭の中で、家の寝室に残してきた恐ろしい光景と、それを自分でやった時の記き憶おくと、これからそこで行うつもりの作業の手順を巡めぐらせた。

　気が重かったが、これさえ済めば全すべて終わる。

　彼女の願い。しかし胸の中にはおぞましさと罪悪感が毒のように広がっていて、彼女のためという事実と義務感がなければ今すぐにでも逃げ出して、首でもくくって何かに詫わびながら死んでしまいたい衝しよう動どうが心を縛しばっていた。

　いや、死ぬのもいい。

　全すべてが終わったら、死のう。

　二度と、こんなことをするのは御ご免めんだ。そしてこんなものの記憶を胸の中に抱かかえたまま生きていくのは、御免だ。

　自分の恋人を、この手で解体した記憶など。

　修司は解体した可か南な子この体を運び出すために工こう房ぼうを見回して、プラスチックのバケツを見つけて、それを提さげて重い足取りで工房を出た。

　可南子をバケツに入れて運ぶのは忍しのびなかったが、流れ出した内臓は、こうでもしないと運べそうになかった。修司はその作業を、極力感情を殺した頭で思い浮かべながら、重い足を動かして、夜の庭を横切って住居へと向かった。

　そして玄げん関かんの戸を開けて、家の中に足を踏み入れる。

　うっすらとと熱気の籠こもった、家の中の空気。

　そして、寝室に、足を踏み入れて────




「!?」




　がた、

　とその瞬しゆん間かん、修しゆう司じの手から、バケツが滑すべり落ちた。

　息が止まり、目を見開いて寝室の入口で立ち尽くしたそこには、修司の記き憶おくしていた血ち塗まみれの光景ではなく、まっさらな部屋と、まっさらな布ふ団とんと、その上に横たわった、裸はだかの肌はだに一つの傷もついていないまっさらな可か南な子この姿があっただけだった。

「…………………………!?」

　夢を見ているのかと思った。

　いや、今までのことの方が悪い夢だったのではないかと、そうとさえ思った。

　むしろ、そうであって欲しかった。しかし部屋には可南子を解体した刃は物ものが、血の痕あとだけが消え去って、しかし歪ゆがみ、あるいは欠けて使い物にならなくなった刃やいばはそのままに、記憶の通りに、散乱していた。

　そして────何よりも、可南子が。

　突然、目を開けて。

　明らかに知性の消し飛んだ目で天てん井じようを見上げて。




「きああああああああああああああああああああああああああああああああ────ッ!!」




　と顎あごが外れそうなほど大きく開けた口から、耳を劈つんざく人間のものとは思えぬ凄すさまじい絶ぜつ叫きようを上げて、発条ばね仕掛けのように跳はね起きて修司に摑つかみかかったのだった。

「…………!!」

　人間としての何かが壊こわれたような、凄まじい力と勢いだった。

　体格で遙かに勝まさる修司が弾はじき飛ばされるように床ゆかに転がり、その修司の首を爪つめを立てて摑んだ『可南子』が、ガラス球のように空くう洞どうな目に狂的な殺意を満たした世にも恐ろしい眼球で覗のぞき込み覆おおい被かぶさった。

　首の皮を破って爪が食い込み、息ができなくなった。そんな混乱状態の中、もがいた手に硬く重いものが触ふれ、修司は無我夢中でそれを摑むと、覆い被さって首を絞めてきた『可南子』の頭に渾こん身しんの力で、それを叩たたきつけた。




　ぐしゃ、




　と頭ず蓋がい骨こつを打ち割って、鉈なたが深々と『可南子』の頭に突き刺ささった。

「!!」

　顔の造形がずれるほど、深々と鉈の刃を顔に食い込ませた『可南子』は、しかしそれにも一向に怯ひるまず、逆に狂乱したように無理矢理に割れた口を開け、身が竦すくむような絶叫を上げながら両腕うでを振り回した。

「……!!」

　顔面から鉈の刃やいばを引き抜いた。血が飛び散った。

　そして撒まき散らされた血を顔中に浴びながら、必死で鉈を再び振るい、今度は首を切り落とさんばかりに、深々と首筋に鉈なたを打ち込んだ。




　ごろ、




　と皮一枚を残した頸くびが支えきれず、頭が転がり落ちてぶら下がった。

　しかしそれでも『可か南な子こ』は、首の断面から血を噴ふき出しながら暴れ回り、修しゆう司じは三たび鉈を振るって、肩かた口ぐちから腕うでを伐きり落とした。

「…………!!」

　脚あしを伐り落とした。そして、もう一本の腕も。

　動けなくなるまで。もう動ける場所が無くなるまで、死に物狂いの解体は再び行われ、そしてしばし経たった後には、再びバラバラにされた可南子の遺い体たいを前に、肩で息をしながら修司は呆ぼう然ぜんと座り込んでいた。

　何も考えられなかった。

　疲労と混乱で真っ白な頭。

　だが、そんな修司の目の前で。




　ずず、




　と音を立てて、血の海の中に転がっていた手足のない胴どう体たいが、自らの流した血の海を断面から啜すすり上げ始めて──────




　にちゃ、




　といつの間にか繫つながっていた、皮一枚残して切り落としていたはずの頭を、濡ぬれた音をさせながら大きくもたげて、そして再び顎あごが外れんばかりに大きく口を開けた喉のどの奥から、あの凄すさまじい絶ぜつ叫きようを噴ふき出すように上げたのだった。




　　　　†




「……修司は三日間、可南子さんを殺し続けたそうだよ」




　神か狩がり屋やは、どこか硬い表情で、そう言った。

「三日解体し続けて、ようやく可南子さんは、暴れ回るのをやめたそうだ」

「……」

　蒼あお衣いは、話を黙だまって聞く。

「今でも可か南な子こさんは、数ヶ月に一度はフラッシュバックを起こして、狂乱して暴れ回る。僕も見たことがあるけども、そんな時はまた、修しゆう司じは可南子さんを解体するんだ。動けなくなるまで。動ける箇所が、なくなるまで」

「…………」

　蒼衣は、何も言えない。

　これが神か狩がり屋やに聞かされた、〈葬そう儀ぎ屋や〉が抱かかえる〈断だん章しよう〉の大元となる〈悪夢〉の一部始終だった。その内容の壮そう絶ぜつさに、蒼衣はもはや何も言えず、ただその状況を自分の身で想像して、同情することしかできなかった。

「それからは、可南子さん自身も少しだけ言っていたけれど、蘇よみがえりの苦痛で発狂した可南子さんが正気を取り戻すまでに数年かかった。そしてその間に、可南子さんという〈異い形ぎよう〉を匿かくまって生活していた修司は、〈騎士団オーダー〉の知るところとなって、〈騎士〉に襲しゆう撃げきされたりしたそうだ」

　蒼衣はようやく、声を出す。

「……〈騎き士し〉まで……」

「修司は結局────その〈騎士〉を一人、殺してしまったそうだ。自分の〈断章〉に気がつく羽は目めになったのは、その時だと。〈断章〉を抱えて、それを悪意をもって振り回そうという意思がない人への、〈騎士団〉の対応は、白しら野の君も知ってると思う。修司は世話役の判断でしばらくその〈ロッジ〉の所属という形になっていたけれども、殺してしまった〈騎士〉の仲間と同じ〈ロッジ〉でいることにはやはり無理が出て、修司は私刑リンチにかけられないように自分が何とか有用であることを示す必要にかられた。

　その後の修司は、白野君も知っている通りの修司だ。〈葬儀屋〉の名で呼ばれている、どこの〈ロッジ〉にも所属していない、関東圏でおそらく一番有名な〈騎士〉。死体処理役としてこの上なく優秀な〈騎士〉。ただし自分の〈断章〉と深く付き合い過ぎて、今にも〈悪夢〉に取り込まれて、狂気の縁ふちを転げ落ちてしまいそうな〈騎士〉……」

「…………」

「分かってはいるんだよ。修司がいつ〈断章〉を暴発させてもおかしくないことは」

　神狩屋が、若白髪しらが混じりの頭に手を突っ込んで、頭を抱えた。

　蒼衣は、そんな神狩屋を見ながら、ほんの少しだけ、別のことを考えた。

　多分だが、〈葬儀屋〉が神狩屋に対して親近感を持っているのは、神狩屋が言っているように〈泡ほう禍か〉で恋人を失なくしたことが同じだからではない。多分、〈泡禍〉によって失った恋人に、雁がん字じ搦がらめに縛しばられていることが同じだったからではないかと、そう感じたのだ。

　片や、もう恋人がいないこの世界など生きていることさえ嫌いやなのに、ずっと死ぬことのできない神狩屋。片や、自らの手で恋人を解体した罪を抱かかえながら生きてゆくことなど嫌で仕方ないのに、それを延えん々えんと繰り返すしかなくなった〈葬そう儀ぎ屋や〉。

　神か狩がり屋やが〈断だん章しよう〉を宿してすぐの、ただの鹿か狩がり雅まさ孝たかだった頃、神狩屋は〈葬儀屋〉の工こう房ぼうで長く隔かく離りされて過ごしたことがあるという。失った恋人への罪悪感で何も食べず、何度切り刻んでも再生する自分の身体からだを切り刻み続ける神狩屋の姿に、何度切り刻んでも再生する可か南な子こを解体し続ける〈葬儀屋〉が、自分の姿を重ねたとしてもおかしい話ではない。

「…………」

　そんな考えを伝えようかと思ったが、やめた。

　それを伝えても、苦悩する神狩屋を、さらに苦悩させるだけだった。

　そして神狩屋の話を聞きながら、蒼あお衣いがずっと考えていたことは、そのことではない。

　今ここで神狩屋に考えてもらいたい本当の苦悩は、別のものなのだ。

「……神狩屋さん」

　蒼衣が、口を開いた。

　神狩屋は「なんだい？」と答えはしたが、顔は上げなかった。

　蒼衣も似たようなものだ。下を向いている。そして互いに下を向いたままで、蒼衣は話を続ける。

「言っていいでしょうか。神狩屋さんの話を聞いていて、思ったんです」

　神狩屋は何も言わない。

　蒼衣は数秒そこで神狩屋の答えを待ったが、答えがないので、先に言った。

「あの、生前の可南子さんって、似てませんか？」

「…………」

「似てると、思ったんです」

　繰り返す蒼衣に神狩屋が、ようやく反応する。

「……似てる？　何とだい？」

　蒼衣は答えた。

「ツバメです」

　神狩屋の動作が、止まった。

「可南子さんは────自分の死期を悟さとった上で、〈葬儀屋〉さんの一部である『作品』を世の中に配るために、病院にも行かないで工房に残りました。そのうえ外からの情報をシャットアウトして、〈葬儀屋〉さんを何も見えなくして、自分の話だけを聞く状況にしました」

「………………！」

　額ひたいを押さえる神狩屋の手に力が入って、震ふるえ始めた。

「そして可南子さんは死んで……〈葬儀屋〉さんの心は壊こわれます」

　蒼衣はこれ以上、言いたくなかった。

「でも可南子さんは生き返って、〈葬儀屋〉さんも死からは免まぬかれます。神様のせいで」

　しかし自分の役目のため、心を落ち着けて、息を吸う。

　そして蒼あお衣いは、一いつ拍ぱく置いて、

「似てませんか？　『幸せな王子』の、ツバメと王子に」

「………………」

　言った。

　神か狩がり屋やは顔を上げて蒼衣の方を見ることなく、額ひたいを押さえて俯うつむいたまま、呻うめき声の一つ上げずに、ただ重い沈ちん黙もくを続けるばかりだった。




「…………………………」

「…………………………」




　沈黙。

　長い無言。蒼衣はやがてそれに耐えられなくなり、つい口を挟はさむ。

「……ま、まあ、あくまで可能性の話で、違うとは思うんですけど……」

「白しら野の君」

　神狩屋が頭を抱かかえたまま、唐とう突とつに言った。沈ちん黙もくを恐れて蒼衣は口を開いたのだが、いざ沈黙が破られると、それに感じるのは不安感ばかりだった。

「な、なんです？」

「白野君には、まだ説明してなかったね」

　訊きき返す蒼衣に、神狩屋は言った。

「な、何をです？」

「我々〈騎士団オーダー〉では、狂気に落ちて〈悪夢〉を暴走させるに至った人のことを、〈異端ヒアテイ〉と呼んでいるのは知ってるね？　でも、日本語で言うところの『異い端たん』を指す言葉は、英語では『hereticヘレテイツク』といって、『ヒアティ』じゃないんだ。これがどういうことなのか、白野君には分かるかい？」

「え……？」

　考えたこともなかった。というよりも知らなかった。『異端』という意味の英単語など、授業では習わないからだ。

「……違ってたんですか？」

「そうだよ。これはね、まだ〈騎き士し団だん〉がイギリスにしかなかった頃に作られた、独自のスラングなんだ」

　戸と惑まどうばかりの蒼衣に、神狩屋は淡々と説明した。

「最初は、同じ〈神様〉の影響を受けながら違う道に落ちた者ということで、〈異端〉と名付けて、普通に『ヘレティック』と呼んでいた。しかし、あまりにも身近で〈異端〉が頻ひん発ぱつするものだから、ある日誰かが『hereticヘレテイツク』の『hereヘレ』を『ここ』という意味で『hereヒア』と発音した。皮肉を込めてね。そしてその『ヒアティック』を縮めて、『ヒアティ』。『ここにいる異い端たん』という意味の造語なんだよ」

「…………!?」

「〈異端〉はいつでもここにいるんだ」

　神か狩がり屋やは、顔を伏せたまま。

「ここにいる僕らの誰がなっても、おかしくないんだ」

「………………」

　そう、言う。

「もちろん、修しゆう司じも」

　淡々と。

　蒼あお衣いはそれを前にして、何も言うことができない。

　────と、その時。




　ヴーッ、ヴーッ、




　と蒼衣のポケットの中で、携帯が振動した。

「……すいません、電話が」

　蒼衣は神狩屋にそう言って、しかしこの雰ふん囲い気きの場から離れられることに密ひそかな安あん堵どを覚えながら席を外す。そして携帯を片手に持ったままカフェのスペースを出て、ホールの片かた隅すみに行きつつ、携帯の画面を見た。

　表示されていたのは、知らない携帯番号だった。

「！」

　見た瞬しゆん間かんに予感がした。というよりも、予想していた。

　蒼衣は通話ボタンを押して、電話に出る。

「もしもし？」

　携帯を耳に当てると、予想していた通り、あの携帯番号を教えて別れた下しも田だ樹じゆ里りが────しかし蒼衣が予想していなかった、凄すさまじく切迫した金切り声で、




「助けて!!」




　と絶ぜつ叫きようするように訴えたのだった。







　　　　２




　……見よう見まねで、折れた腕うでに添そえ木ぎをして、引き裂さいたシャツをきつく巻いた。




「う……ぐ……！」




　折れた腕を締め上げる痛みに、ぜいぜいと胸の奥から荒い息を吐はいて、亮りよう介すけは夜空の下で、コンクリートの床ゆかに額ひたいを擦こすりつけるようにうずくまった。

「う……」

　ぱんぱんに腫はれた腕うでから、鼓こ動どうに合わせて激痛が脳を貫つらぬく。

　炎えん症しようを起こした腕の肉の中で、折れた腕の骨が断面同士を触ふれさせ合う、嫌いやな感覚を伴った痛みに、額一面にびっしりと嫌な汗あせが浮かぶ。

　添え木として腕に当てているのは、絵の道具としてバッグに入っていたアクリルの定じよう規ぎ。

　こんな下手へたな応急処置を、こんな場所でしていることは、ひどい皮肉だった。

　亮介がうずくまるここは、病院だったからだ。総合病院の病室棟とうの屋上にある、物干しのために使われているスペースに、亮介は忍しのび込んで、夜空の下で、自分の折れた腕を応急処置していたのだった。

　亮介と安あん奈なは、公園からここまで逃げてきた。

　タクシーを使い、一路ここへ。腕が折れた亮介は息も絶え絶えで、明らかに普通の様子ではなかったが、行き先として病院を告げると、運転手は勝手に納なつ得とくして急いでくれた。

　亮介は何度もタクシーを使って、移動を繰り返していた。

　それが、そう簡単には見つからないだろうという予想の一因になっていたのだが、現実にはあっさりと見つかった。『奴やつら』は安奈の血を持っていて、それを使ってどこにいても安奈の居場所を探すことができるのだ。

　亮介は家を出る時に、自分の貯金のカードを持ち出していた。

　見つからないために少し離れた場所のウィークリーマンションの部屋を取り、タクシーを使い、糸目をつけずに資金を使って行動していた。

　貯金は少なくはない。滅め茶ちや苦く茶ちやに使っても二週間は持つだろう。

　しかし肝かん心じんの時間の方がそこまで持ちそうになかった。亮介が考えていた以上に『奴やつら』は素早く二人を見つけ、追い詰めたのだ。思った以上に時間が残されていなかった。

　ここもすぐに見つかるだろう。『奴ら』にはその手段があるのだから。

　安奈を見捨てれば自分は逃げることができるが、論外だった。それをする気があるなら、最初からこんなことはしていない。

　おそらく、もう三日も逃げることはできないだろう。

　見つかって『奴やつら』に殺される。何もかも、全すべてが終わる。

　もうできることは多くはない。

　となるともはや覚かく悟ごを決めるしかなかった。

　もう隠かくれることを諦あきらめて、全てを捨てて、最大の行動を取るしかない。

　そう、亮りよう介すけは、ここに逃げて来たわけではなかった。亮介は、この逃とう避ひ行こうの最後の舞台として、ここにやって来たのだ。

「……う……く…………はぁ……はぁ……」

　痛みに耐え、波が引くのを待って、亮介は肩かたで息をしながら、身を起こす。

　そんな様子の亮介に、安あん奈なが近寄ってきて心配そうに、汗あせの浮いた額ひたいに触ふれた。

「うー？」

　怪け我がでひどく熱っぽい身体からだに、体温の低い安奈の指の冷たさが心地良かった。亮介は安奈に無理に笑って見せ、それから近くに置きっ放しの、口が開いたバッグを、自分の許もとまで引き寄せた。

　軽く引っ張ったくらいでは動かない、重たいバッグだった。

　中には、亮介がこの逃とう避ひ行こうのために買い集めた道具が詰まっていて、強く引っ張る亮介の手に引かれて、口を広げながらずるずると引き寄せられる。

　そして亮介は、バッグの中を探って、目的のものを手にしてゆっくり立ち上がった。

　亮介が手にしたのは、ホームセンターで買った大きなペンチ状の器具。どこかの倉庫や廃はい屋おくに忍しのび込んで隠かくれる時などに使おうと思った、フェンスの針金などを切断できる、片手用のワイヤーカッターだ。

　この屋上のドアの、南なん京きん錠じようを切断した器具。

　それを使って亮介は、屋上を囲むフェンスに近寄ると、フェンスを切断し始めた。

　片手だけで不自由しながら、しかし足元から頭の高さまでの大きな範囲を。一本一本針金を挟はさんで切断し、やがて時間をかけて、フェンス一枚をほとんどくりぬいてしまう。

「……」

　それが終わると、亮介はほとんど取り落とすようにワイヤーカッターを置いて、しばらく呼吸を整えた。そして再びバッグの許へ戻ると、今度はバッグの側面を摑み、ひっくり返して、コンクリートの床ゆかに中身をぶちまけた。

「……ふん！」

　途と端たん、がしゃがしゃと金属音が混じった騒そう々ぞうしい音を立てて、ひどく凶きよう悪あくな道具の数々が床に広がった。

　そこには────

　バール。

　包ほう丁ちよう。

　鋸のこぎり。

　鉈なた。

　それから小こ刀がたな。タオルや着替え、絵を描かくための鉛筆などに混じって、大小の刃は物ものが、バッグの口から溢あふれて無秩序に床に陳ちん列れつされた。

　あれほどまでに怖おそれた、〈葬そう儀ぎ屋や〉と可か南な子この持ち物に、ひどくよく似た揃そろえ。

「………………」

　それを見下ろし、亮りよう介すけはしばし痛みと緊きん張ちように青い顔をして、肩かたで息をしながら立ち尽くしていたが、床に転がったそれらの中に手を伸ばして一本の小刀を拾い上げた。

　今まで鉛筆削けずりとして愛用していた小刀と、同じもの。

　足元に広がる凶きよう器きの中には、予備として買い集めた同じ小刀が、何本も混じっている。

　亮介にとって最も手に慣れ、馴な染じみ深かった刃物。しかし同時に、亮介にとっての最初の凶きよう行こうに使われてしまった、最も馴染み深くなってしまった凶器。

　その鞘さやを払って、捨てる。

　からーん、

　と軽い音を立てて、鞘はコンクリートの床で跳はね、亮介は目の前に剝むき出しになった尖とがった刃やいばを、じっと見つめた。

「……ごめん。浅あさ井いさん」

　そして刃の先せん端たんを見つめたまま、亮介は言った。

「僕も、本当はこんなことはしたくないんだ」

　小刀の先端が、震ふるえていた。

　目を見開いて、その先端をじーっと見つめる。これまで、この小刀で犯したおぞましい行為の、感かん触しよくと感情が今まさに頭の中に蘇よみがえっていた。

　少年を刺さした、最初の感触。

　そして安あん奈なをいじめていたグループの一人の、眼がん窩かに先端を差し込んで、眼球を抉えぐり出したあの感触。

　それから安奈の目を抉り出した、あの感触。

　そして────安奈の首周りを大きく切り開いて、そこに指と小刀を入れて、ぞりぞりと顔の皮を剝はいだ、あの感触。

　さらに、もう一度そうした、感触。

　自分の手を血ち塗まみれに、そして脂あぶらまみれにして、激痛に痙けい攣れんする彼女の顔の皮を剝ぐ、嘔おう吐としそうなあの感触。

　実際、涙なみだを流し、何度も嘔吐しながら、亮介はそれを実行した。

　もはや未来のない、安奈の望みを叶かなえ、それによって安奈をいじめてきた全すべてに、思い知らせるためにだ。

　その最後の、手段。




「…………………………」




　はあ、はあ、と小こ刀がたなを見つめながら、亮りよう介すけは、喘あえぐように呼吸を繰り返す。

　ぶるぶると、手が震ふるえている。これから自分がしようとしていることを考えると、今にも吐はきそうで、頭の中の逡しゆん巡じゆんが、どうやっても止まらなかった。

　実際、初めて安あん奈なの顔を剝はごうと思った時、小刀を手にしたまま何時間も迷ったのだ。

　彼女の前で小刀を握にぎり締めたまま、何時間も震えていたのだ。

　こんなことは、本当はしたくないのだ。こんなことは狂人がすることだと、脳が、心臓が、胃が、そして本能が、全身全ぜん霊れいを上げて拒否していた。

　これからするのは、それ以上のこと。

　手が震える。胃が押し潰つぶされる。




　はあ、はあ……




　引き攣つった表情で、小刀を握り締める。

　呼吸がどんどん荒くなる。手が震える。




　はあ……はあ……




　ゆっくりと、向き直る。

　少女の大きな瞳ひとみと、目が合った。

　その吸い込まれそうな、純粋な瞳。

　見詰め合う。その透明な瞳を、引き攣った顔で見つめているうちに、蓋ふたをした胸の底から、吸われるように大量の感情が引きずり出された。




「…………………………っ!!」




　どっ、と胸の中で、感情の濁だく流りゆうが渦うず巻まいた。

　涙なみだが出てきた。決けつ壊かいした。




「…………ごめん…………ごめん……!!」




　言葉が口をついた。心から詫わびた。

　彼女のために、彼女を傷つける。その行為に耐え難い罪悪感を感じて、涙なみだが止まらなくなった。泣きながら彼女に謝った。

「ごめん……!!」

「…………」

　安あん奈なは、そんな亮りよう介すけの前に立っていた。

　何も分かっていない目ではなかった。小こ刀がたなを持ち、逡しゆん巡じゆんする亮介が目の前に立っているこの光景は、すでに幾度か繰くり返されていて、心が壊こわれた安奈とて、これから何をされるのかは分かっているはずだった。

　だが安奈は逃げなかった。留とどまっていた。

　そして安奈は、泣きながら詫びる亮介をしばらく見ていたが、やがて亮介の前に一歩踏み出すと、そのまま目を閉じて、天を仰あおぐように顔を上げた。

「……」

　まるで、口付けを待つように。

「!?」

　だがそうではない。亮介には、すぐに分かった。

　安奈は、首を差し出していたのだ。

　二度に亘わたって搔かき切られた白い首筋を、安奈は小刀を手に涙を流している亮介の前に、差し出すように晒さらして──────







「──────────────────っ!!」







　それを悟さとった瞬しゆん間かん、亮介の胸の中で、声にならない絶ぜつ叫きようが爆ばく発はつして。

　それと同時に獣けもののように振るわれた鋭い小刀が、少女の白く柔やわらかい喉のどに、深々と吸い込まれた。







　　　　３




　これで今日きようは、二度目だ。

　二度目の病院だった。樹じゆ里りと満ま梨り子こは、二人とも強こわ張ばった表情で、例の病院の病室棟とうに、足を踏み入れた。

　もう診しん療りよう時間などは終わって、面会時間の終わりも近い、夜の病院。

　病院特有の静かな活気は失われ、照明も大半が落とされていて、入った途と端たんに真っ暗な待合室に受付の明かりだけが灯ともっている正面玄げん関かんを通り、病室の明かりが点々と漏もれている、薄うす暗ぐらい廊ろう下かを進んでゆく。

　廊下には、病室からの生活音が漏れている。

　くぐもった話し声。カーテンを開け閉めする音。音を絞しぼったテレビか、ラジオ。

　それらの音が、夜の静けさの中で、異様に強調されて聞こえる。昼に来た時には、これらの音はもっと大きかったはずだが、夜になって囁ささやくように潜ひそめられた今の方が、ひどく大きく聞こえる気がした。

「…………」

　そんな、今日二度目の廊下。

　昼頃に来たばかりの、病院の廊下。

　そしてずっとここに拘こう束そくされて、しばらく前にやっと解放されたばかりの病院。

　親友……が、首を吊つって死んだばかりの、まだここのどこかに、彼女の死体があるはずの夜の病院。

　戻って来たいとは、思っていなかった。

　はっきり言って、ここに来るのには多少の躊ちゆう躇ちよがあった。

　純じゆんが大おお怪け我がをして、病院に運ばれたと聞いた。なので慌あわてて満梨子の家から、満梨子のお母かあさんに車を出してもらって慌てて駆かけつけて来たのだが、このシチュエーションには既き視し感かんがあった。どうしても今日、麻ま美みが入院したと聞いて病院に駆けつけたあの時を髣ほう髴ふつとさせて、嫌いやな予感が拭ぬぐえないのだ。

「…………」

　車に満ま梨り子このお母さんを待たせて、樹じゆ里りと満梨子は、そうしてここにいる。

　廊下を歩く。帰ろうとしている入院患かん者じやの家族や、病院スタッフの姿を見かけたのが僅わずかない救いだが、経年劣れつ化かが目立つ薄暗い廊下はそれをしても余りある陰いん鬱うつさで、先へ先へと伸びている。

　消毒液と埃ほこりっぽさを混ぜたような匂においの、病院の空気。

　満梨子は樹里にくっついて歩こうとして、足を引っ掛けそうで、ひどく邪じや魔まだ。

「ねえ、樹里ぃ……純、首吊つってないよね」

　満梨子が、余計なことを言った。

「……やめてよ……！」

「で、でもぉ……」

　低く、しかし鋭い声で咎とがめる樹里に、満梨子は泣きそうな声で言う。

　そこからは口を利かずに、純じゆんがいるという病室に、ただ早足で向かう。しかしそうする二人の心の中には確実に、どす黒い不安が、まさしく呪のろいのように湧わき上がっていた。

「……」

　そして二人は、病室の前へ。

　立ち止まった二人はドアの前で目配せをして、どちらが先にノックするか押し付け合い、結局溜ため息いきをついて樹里が握にぎり拳こぶしを作る。




　コンコン、




　ドアを叩たたく。すぐに「はーい」と女性の声。

　純の母親だ。ドアが内側から開けられて、病室の明かりと共に顔を出した、ショートの髪かみで眼鏡めがねをかけた純の母親は、樹里と満梨子の姿を認めると少しだけ嫌いやな顔をした。

「……あなたたち、こんな時間に……大人おとなは一いつ緒しよなの？」

　咎とがめる声。

　樹じゆ里りも満ま梨り子こもこの人は苦手だ。しどろもどろになりかける満梨子を遮さえぎって、樹里が仕方なく答える。

「表の車に、満梨子のお母かあさんが」

「そう。それならいいけど……」

　ちら、と病室の中に目をやる母親。

「……でも、遅いから少しだけよ。私はジュースを買いに出るから、戻ったらおしまいにして帰りなさい」

「はい……」

　厳しいが、一応は気を遣つかって出て行こうとする母親。

「純。樹里ちゃんと満梨子ちゃんがお見舞いに来たわよ」

　そう中に声をかけ、母親は二人に中を譲ゆずって外に出る。だがその時、純の母親はふと気がついたように、声を潜ひそめて樹里に聞いた。

「あなたたち、なんか純の周りで、おかしなこと聞いてない？」

「え？」

　ぎょっとしたが、反射的に否定が出た。

「な、何も……」

「ほんとに？　変な人につきまとわれてたとか、ない？」

「え、そんなのは全然……どうして？」

「ないならいいの。あなたたちも気をつけなさい。うちの純、帰り道で誰かに刺さされたみたいだから。でも何か知ってたら、教えて」

「!!」

　息が止まりそうなくらい驚いた。刺さされた？　どういうこと？

「刺された時のことも覚えてないらしいの。もし話してて何か思い出したみたいだったら、後で教えて」

　樹じゆ里りと、驚いて口を押さえる満ま梨り子こにそれだけを言うと、純じゆんの母親は二人を中に促うながした。

　そして背後でドアが閉められる。部屋が隔かく離りされ、入口に並んで立つ二人と、ベッドに横たわる純が、病室の中に残された。

「……」

　友人の首吊つり死体を幻視してしまいそうなくらいに、同じ構造の部屋だった。

　その中に降りる沈ちん黙もく。殺風景な部屋のベッドサイドには申し訳程度に一輪の花が飾られていて、かえって印象が寒々しい。

　むしろ友人の死の方を、連想してしまう。

　そんな部屋で、純は片方の目に厳重に重ねられたガーゼを貼はり付けて、残った目で天てん井じようを見上げて、ぼんやりと横たわっていた。

「じゅ、純……？」

「……」

　満梨子が呼びかけるが、反応は乏とぼしい。

　聞こえてはいるような気配はある。目が二人の方を見た。しかし言葉を返して来ることはなく、ただ見ているだけだった。

「だ、大丈夫……？」

　満梨子は続けて、言う。

　だが純は答えない。二人を見て、黙だまっている。

「ね、ねえ……」

「……」

「何があったの？　純……」

「……」

　ただ空くう虚きよに続く、言葉。

　寝ぼけてでもいるのかと、最初、樹里は思った。

　だが純は呆ほうけているのではなく、無表情になるほど顔が強こわ張ばっているのだと、樹里はすぐに気がついた。

「純……？」

　恐怖か、それに近い何かの感情が、強きよう烈れつに目に宿っていた。

　それを見て、思わず訝いぶかしげに呟つぶやいた樹里に、純が今まで詰まっていた言葉を吐はき出すように、突然話し始めた。

「じゅ、樹じゆ里り……やばいよ……」

　純じゆんは言った。

「な……なに？」

「やっぱり浅あさ井いだよ、あたしら……あいつに仕返しされてるんだ……！」

「!?」

「浅井がいたんだ……あたし、公園で血ち塗まみれのバッグを見つけて……それからワケわかんなくなって……目に刃は物ものが突き刺さってて……その間、あたしの横に浅井が立ってたんだ。片目がなくなって血ぃ流してる浅井が、ずっと立ってあたしを見下ろしてた……」

「…………!!」

　純の必死の訴えを聞いて、絶句する樹里。

　満ま梨り子こがそんな樹里の腕うでを強く摑つかんで、今にも泣きそうな顔をしていた。樹里はそれを、邪じや険けんに振り払はらう。

「……純、適当なこと言ってたら怒るからね！」

「噓うそ言うわけないじゃん！」

　涙なみだ声ごえで怒る、純。

「私、目ぇ刺さされたんだよ!?　噓とか言うはずないじゃん!!」

　理由になっていなかったが、言っている純は真剣だった。真剣に怒っているし、真剣に理由にしている。

「それより、樹里、あんた浅井の携帯もらいに行ったんでしょ？」

「…………うん、行ったけど？」

「どうだった？　浅井、生きてんの？　連れん絡らくついた？　手がかりでもあった？」

「……」

　樹里は、目を逸そらす。

「どうだったかって聞いてんだけど!?」

「うっさい。なんもなかった。ほら」

　詰きつ問もんに対して、樹里は安あん奈なの携帯をベッドに放る。体の上に携帯が落ちて、純はそれを見た途と端たん短い悲鳴を上げる。

「な、何よ」

「やめてよ、死んでるかもしれない浅井の携帯なんかに触さわったら、呪のろわれそうじゃん！　持ってってよ！」

　ヒステリックに言う純。

　樹里はいらっとする。携帯はそのまま放置する。

「ちょっと……！　っ……！」

　感情を昂たかぶらせて叫びすぎたのか、純がガーゼを張った目を押さえた。だが樹里も満梨子も心配などしなかった。自分の中に湧わき上がる嫌いやな想像と怖おそれを何とかするのに、精一杯だったからだ。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、満ま梨り子こが口をすべらせた。

「ねえ……やっぱりあの人たちが言ってた通り、浅あさ井い、死んで……」

「ちょっと満梨子！」

　樹じゆ里りは慌あわてて止めた。

「何？　今の、どういうこと!?」

　だが遅かった。完全に聞かれていた。純じゆんが詰きつ問もん調で問う。

「うっさい、なんでもない！」

「満梨子！　教えな！」

　隠かくそうとする樹里と、それを放って満梨子を恫どう喝かつする純。

「もし浅井死んでたら、次に呪のろわれるのはあんたの番だからね！」

「……っ！」

　脅おどしにもなっていない脅しだったが、満梨子はその恫喝にあっさりと屈して、半泣きの声で白状した。

「あ、浅井のケータイ拾った人が霊れい能のう者しやで……浅井はもう死んでるって……」

「満梨子！」

「!?」

「浅井の死体が見つからないから、探してるんだって……」

「………………!?」

　さすがに絶句する、純。

　樹里はそれを見て、吐はき捨てるように言い放つ。

「だから言う必要ないって言ったの！　あいつらの噓うそに決まってんじゃん！」

「で、でもぉ……」

「それとも何？　あいつらが霊能者だって信じてるわけ？」

　詰め寄る。

「マジで信じるんだ？　呪いとか？」

　声こわ高だかになる。

「浅井が死んでて、私らを呪ってるって信じるんだ？」

「…………」

　心の底から、湧わき上がる。

　樹里は、駆かり立てられていた。

「浅井なんかが怖いんだ!?」

　怖れに駆り立てられていた。

　そしてその、瞬しゆん間かんだった。







　こんこん。







　と窓ガラスがノックされた。

「!?」

　一いつ瞬しゆんにして、部屋に沈ちん黙もくが落ちた。

　言い争っていた三人の声がぴたりと止まり、全すべてが止まった。後には心が切れそうなほどの鋭い沈黙と静せい寂じやくが、空気を圧して、張り詰めた。




「…………………………………………!!」




　しーん、と固まる、空気。

　三人が三人とも、カーテンに覆おおわれた窓の方を見たまま、ひどく長く感じる数秒の間、瞬まばたきもせずに固まっていた。

　空調の風で、微かすかに揺れる、白いカーテン。

　音もなく揺れるカーテンに覆われた、もはや音のしない、窓。

「…………」

　しかしはっきりと耳に残る、ノックの音。

　はっきりと二回、たった今、窓が叩たたかれた。

　窓の近くには、誰もいない。中からではない。しかしこの病室は、五階にある。




「………………」




　部屋中の視線が集まる中、ただ沈黙する、白い部屋の、白い窓。

　凍こおりついた空気の中、ただカーテンを見つめるだけの時間が、過ぎる。

　何もない。

　音さえもない。

　ただ停てい滞たいした空気。

　ひどく……肌はだに寒い。気がする。




　ごくり。




　ゆっくりと、三人が、顔を見合わせた。

　一様に怯おびえきった目をして、固まっていた。

　……お前が確かめろ、と樹じゆ里りを見る二人の目が、言う。

　何もないと思ってるなら、怖こわくないなら、お前が確かめろと、明らかな非難と怯えの込もった二人の目がじっと見つめている。

「…………」

　二人の無言の非難に押されて、一歩、窓へと足を踏み出す。

　拒否はできなかった。引き攣つった自分の喉のどの奥から、乾かわいた呼吸の音が、ひどく大きく聞こえていた。

　視線が、圧力となって背中を押す。

　背中を押されて、狭せまい病室の中を、窓へと近づいてゆく。

「…………」

　押されて、白い、カーテンの前へ。

　目の前で、空調の風が触ふれてゆらゆらと揺ゆれている、カーテン。

　頭の中に、ノックの音が蘇よみがえる。明らかに意志をもって二度ノックをしたようにしか聞こえないその音が頭から離れずに、息が上がった。

　……はーっ、はーっ、

　顎あごの付け根が、緊きん張ちようで固まる。

　カーテンの向こうにある窓に、想像が止まらない。

　窓の外に、何かがいるような想像。そして自分の見た、郵便受けに詰め込まれた、顔と血と髪かみの毛の混合物の幻影が、脳のう裏りを蝕むしばんだ。

　……はーっ、はーっ、

　カーテンに手を伸ばしかけていた手が、止まっていた。

　微かすかに指先が、震ふるえていた。

　背中に、視線を感じる。

　早く確かめろという圧力と、それから怯えが、伝わってくる。




「………………」




　ごろり、と硬こう直ちよくして乾いた喉のどの奥で、舌したが空気を嚥えん下げした。

　冷さめ切った空気の中、震える手を、カーテンへと伸ばした。

　カーテンの端はしを、摑つかむ。

　そして、そっと、カーテンをめくる。




　赤い手が、見えた。




「………………………………………………!!」

　ひっ、とその瞬しゆん間かん、全身総そう毛け立だって、カーテンから手を離し、窓から飛び退のいた。

　血ち塗まみれの、のっぺりとした白い手が、窓に張り付いていたのが垣かい間ま見えた気がした。そしてそれを見た瞬間、肺が痙けい攣れんするような短い悲鳴が出て、息が止まり、電気に触ふれたように飛び退いて窓を見たまま立ち尽くしたのだった。

　はあ……はあっ……！

　カーテンに白く隠かくされた、五階の窓。

　その向こうに、血塗れの何かがいる。

　べったりと、血塗れの手をガラスに張りつけて。

　鳥とり肌はだが立つ。呼吸が苦しくなり、心臓が狂ったように鼓こ動どうし、足が勝手に後ずさり、そしてそんな背中に背後の二人の戸と惑まどいの視線と膨ふくれ上がる不安感を感じて────




「────逃げよう」




　樹じゆ里りは引き攣つった声でそう言った。

　もう何も、見たくなかった。

　振り返った。逃げようと。

　だが────




　どろっ、




　と振り返った瞬間、その先のベッドで身を起こしていた純じゆんの、ガーゼが当たった目から、嘔おう吐とするように大量の血が溢あふれ出して純の顔の半分を真まっ赤かに染め上げた。

「!?」

「え……？」

　硬こう直ちよくする樹里と満ま梨り子この前で、純が呆ぼう然ぜんと声を上げた。

　その胸の前に受けた手には、たったいま目から溢あふれ出した血と────それから潰れたように変形して血塗れになった一個の眼球が、転がっていた。

　真まっ赤かに染まる、掛け布ぶ団とんの白いシーツ。そしてそこに再び大量の血が浴びせられて、血でふやけたガーゼが、血に混じって落ちる。

「え……？」

　何が起こったのか分からない、純じゆんの声。

　何が起こったのか分からない、二人の息を吞のむ音。

　純が、顔を上げた。

　血ち塗まみれの顔を。そこには────ぽっかりと血に塗れて開いた眼がん窩かの中に、潰つぶれて変形した無数の眼球がぎっしり産みつけられた昆虫の卵のように詰つまって、そして圧力で次々と潰れながら外へと押し出されてくる異様な光景だった。




「────きゃああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　直後、満ま梨り子この口から、凄すさまじい絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった。

　後ずさる樹じゆ里り。その瞬しゆん間かん、がたん！　とベッド脇わきの椅い子すに足を引っ掛けてバランスを崩くずし、反射的にカーテンに摑つかまった。カーテンレールが壊こわれる音がして、カーテンがほとんど引き千ち切ぎられた。そしてほとんど隠かくすものがなくなり、露あらわになった窓には、ガラスに吹き付けるように当たる雨が────部屋の明かりを赤く照り返す真っ赤な血の雨が────赤黒い肉片を混じらせながら降り注いでいる外の光景が、一面に映ったのだった。

　次々と赤い雨あま垂だれとなる血。へばりつく肉片と、黄色い脂し肪ぼう。




「──────────────────!!」




　満梨子が、声にならない金切り声を上げて、病室から飛び出した。

　その満梨子が手にしていたバッグから、だらり、と長い血塗れの髪かみの毛がはみ出しているのが見えた。

　パニックになった。

　狂乱した。

「何……!?　何があったの!?　あたしはどうなってんの!?」

　ただ一人血塗れで、泣きそうな声で問い続けるベッドの上の純を置いて、樹里も絶叫を上げながら、病室を飛び出した。
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　　　十章　　高炉のない町







　　　　１




　もうしばらくすると面会時間が終了する、そんな時間。

　看護師の吉よし田だ喜き美み江えは、面会客の状況を確認するために、古びて薄うす暗ぐらい照明に照らされた病室棟とうの廊ろう下かを、足早に歩いていた。

　まだ新米である喜美江の、この時間帯の仕事。宿泊予定の付つき添そい人にんリストを片手に入院病室を巡めぐり、まだ残っている面会客に声をかけ、面会時間終了が近いことを告げて回る、さっさと済ましてしまわなければいけない小こ間ま使づかい仕事だ。

　壁や床ゆかに取れない汚よごれや傷いたみが目立つ、年季を感じさせる廊下を、足音高く歩く。

　元は段差のあった通路に後付けのスロープをつけてあったり、照明にも慢まん性せい的な薄暗さがこびりついているこの古い病室棟は、大昔に本ほん棟とうの隣となりに増築された最初の病室棟で、その後に本棟が建て替えられたという来歴の、この総合病院において最も古くて大きな建物だ。

　それなりに長く勤めていても、不ぶ気き味みさを拭ぬぐえない、この建物。

　スタッフの間に伝わる怪談話にも事こと欠かかない、この病室棟の夜勤は、勤めてまだ浅い喜美江にとっては、あまり心安らかではない仕事だ。




　こっ、こっ、こっ、こっ、




　と響ひびく、早足の、自分の靴くつ音おと。

　通路に並ぶ病室のドアからは擦すりガラス越しの明かりが漏もれ、それぞれから漏れ聞こえる生活の音と気配が、沈んだ空気にノイズを流している。

　生活感を含んでいるくせに無秩序なノイズはどことなく不気味で、これが絶えると、夜勤の病院の静せい寂じやくになる。それを予感させるノイズは死にゆく人間のうわごとのようでもあり、聞いていると、気が滅入ってくる音だ。

　喜美江は、六階を見回ったところだった。

　スタッフ用の階段を降りている。踊おどり場の小さな窓からは病院の看かん板ばんや街がい灯とうの明かりで、少しだけ明るくなっている外の景色けしきが見えていた。

　その薄うす明あかりを背景に、水すい滴てきが降ったのを、見た気がする。

　雨だ、と思った。天気予報では、降るとは言っていなかったが。

　と。

「…………」

　おや？

　喜き美み江えは、ふと、足を止めた。

　窓には雨が吹き付けていた。その色が、様子が、何かおかしい気がしたのだ。

　窓で弾はじけ、雨あま垂だれになってガラスに流れている雨が、油のように黒ずんでいる気がした。何だかひどく、油じみている気がする。

　窓に近づいて、よく見た。

　踊おどり場を照らしている、薄うすぼんやりとくすんだ蛍けい光とう灯とうの明かりの下で、窓に流れる雨は、やはり黒っぽく見えた。

　黒……というよりも、褐かつ色しよく？

　喜美江は窓に、顔を近づける。




「ひっ……!!」




　次の瞬しゆん間かん、ばっ、と喜美江は、窓から思い切り身を引いた。

　雨の色の正体に、気がついたのだ。

　血の色だった。夜よ闇やみにくすんだ血の色。

　外には血の雨が降っていた。ライトに照らされる病院の白い看かん板ばんに、みるみる無数の赤い筋が流れ、びたびたと何かが付着した。仕事中に時々見る肉の色。脂し肪ぼうの色。

　血と混じって窓ガラスに張り付く、幾いく筋すじかの、長い髪かみの毛。

「………………!?」

　不ぶ気き味みで恐ろしく理解しがたい光景に、跳はね上がる自分の心臓を感じながら、ただ窓から後ずさって、階段を駆かけ下りた。

　幻覚？　現実？　とにかく悲鳴だけは押し殺した。

　同どう僚りようの許もとに逃げ戻ろうと、ただそれだけのことを頭に、悲鳴を押し殺して階段を駆け下りかけた、その瞬間だった。




『きゃああああああああああああああああああああああああああああああっ!!』

『────うわあああああああああああああああ!!』『ああああああああ!!』

『ぎゃああああああ!!』『わあああああああああああああああああああああああああああああああ────っ!!』




　病院の静せい寂じやくが、ほぼ同時に起こった無数の絶ぜつ叫きようによって切り刻まれた。

「!?」

　身が竦すくんだ。心が、心臓が、全身が、恐きよう怖ふに吞のみ込まれた。

　病室棟とうの病室という病室から一度に無数の悲鳴が上がり、轟ごう音おんじみた恐怖の不協和音が、病院内の空気全すべてを吞み尽くしたのだ。そしてその次の瞬しゆん間かんから、病院の中は騒そう然ぜんとした緊きん張ちよう感と、あちこちの病室から断続的に聞こえる悲鳴に彩いろどられて、瞬しゆん時じに建物内の空気は狂乱が溢あふれる地じ獄ごくじみた空気へと変わっていた。

「…………………………！」

　凍こおりついた。気がつけば身を縮めて、階段の途と中ちゆうで耳を塞ふさいでいた。

　じっと待った。耳を塞いで目を閉じて、体の中を駆かけ巡めぐる恐怖が去ってしまうのを震ふるえながらじっと待ち、ようやく顔を上げて周りを見回して、降りかけていた階段を急いで降りて、五階の廊ろう下かを覗のぞき込んだ。

　廊下を見ると、患かん者じやの入っている全すべての病室のドアが、開いていた。

　人の気配がなかった。しかし四階以下の階下からはいくつもの悲鳴が聞こえて、たくさんの人が走り回る音や、あるいはドアを激しく叩たたく音や、窓や物が壊こわれる音が、暴動のように聞こえてきていた。

「………………」

　呆ぼう然ぜんと、廊下に足を踏み出した。

　開け放たれた病室のドアに差し掛かると、ドアの横のネームプレートに記された名前も虚むなしく空からっぽになっている病室の中には、血の色があった。

　白いカーテンの裾すそを染めて、その向こうの窓から、血が流れ出していた。カーテンに隠されて見えない窓から流れ出した血が、窓の下の壁に幾いく筋すじもの線を描えがいて、床ゆかに血ち溜だまりを作っていた。

「………………」

　息を吞み、足を進める。

　隣となりの病室ではカーテンが開いて、そこから点々とベッドまで、血の痕あとが続いていた。

　その隣の部屋ではただベッドだけが、血ち塗まみれになっていた。そしてベッドから血の足あし跡あとが部屋を出て、廊下の向こうへと走り去っていた。

　あるいはカーテンの合わせ目に、じわりと血が染しみた部屋。

　テーブルの上に、血が溜まった部屋。

　そんな誰もいない、死んだような光景を見ながら廊下を歩く。死んだような光景。死んだような静寂。

　……その時、不意に、声が聞こえた。




「！」




　すすり泣くような声。それは階下から聞こえる遠い音ではなく、明らかにこの階のどこかから聞こえてくる、近い声だった。

　まだ人がいる!?　そう思った瞬しゆん間かん、職業的義務感が頭をもたげた。血の色に彩いろどられた無人の病室が並ぶこの異様で不ぶ気き味みな光景の中、それらを振り切るようにして────あるいは追いたてられるようにして────急いでそのすすり泣きの主を、次々と病室を通り過ぎながら探し始めた。

　早足。血に染まった部屋が、次々と視界を流れる。

　一つ。二つ。三つ。そうするうちに白と赤だけがある空の病室の中に、ベッドに身を起こしたまま顔を覆おおう、女子高生の姿を見つけた。

　慌あわてて足を止めた。少女は血を流していた。

　顔を押さえた指の間から、だらだらと血を流し、膝ひざにかかったシーツを赤く染めて、少女は何事かを呟つぶやきながらすすり泣いていた。

「……どうしたの!?」

　反射的に、部屋に駆かけ込んだ。

　少女は血の雨が吹き付ける赤い窓と、白い白い部屋の中で、ただすすり泣きながら、顔を覆おおうだけ。

　すぐさま思い出した。救急の、通り魔まに目を抉えぐられたらしい女子高生。

　ひどい事件なので話題になった。この出血は、ただ事ではない。




「……あたし……どうなってるの？　どうなってるのよぉ……」




　うわごとのように、少女が言葉を紡つむいでいた。

「見せてみて！」

　看護師として、毅き然ぜんと声をかけた。

　義務感に従って役目を演じている間だけは、全すべての異常なことを忘れられた。

　ベッドに近づいた。

　窓の外では、血の色の雨。

　顔を覆おおう少女。

「ねえ……どうなってるの……？」

　そのとき喜き美み江えは、不意に自分の足元に、たくさんの変形した眼球が転がっていることに気がついて────

「え……」

　と硬こう直ちよくする喜き美み江えの前で、少女がゆっくりと顔から手を離していって────

　そうする喜美江の頭の上で、天てん井じようから音もなく、だらりと血塗れの髪の毛が喜美江へと向けて垂れ下がって──────




　また一つ、絶ぜつ叫きようが病室から響ひびき渡った。

　病院が、叫きよう喚かんに吞のみ込まれてゆく。




　………………







　　　　２




　病院の前に横付けされる、〈葬そう儀ぎ屋や〉の、黒い霊れい柩きゆう車しやじみたバン。

　重々しいドアを開けて蒼あお衣いが車を降りると、それと同時に吸い込んだ空気に、今にも髪かみや服に染しみ付きそうなほどの、猛もう烈れつな血の臭においが混じっていた。

　ばらばらと降る雨あま粒つぶは風に煽あおられて、地面に、壁に、窓に、当たって弾はじけている。

　血の臭いはそこから立ち昇っている。病院の白い壁をばらばらと赤せき褐かつ色しよくに汚よごしてゆく、肉片混じりの、強烈な血の雨。

　地じ獄ごくの景色けしきに降るような、血の雨。

「う……」

　覚かく悟ごはしていたつもりだったが、蒼衣は空気を湿しめっぽく満たしているその生なま臭ぐさい臭いに、さすがに胸が悪くなった。

　病院に車が近づいた時、黙もく示し録ろくじみたこの雨は、すでに降り始めていた。

　ワイパーに絡からみつく脂あぶらと髪の毛混じりの赤い雨。どうしてこんなことになっているのかは分からなかったが、ただこれを形容するための、唯一つの言葉は知っていた。




　────〈泡禍バブル・ペリル〉。




　車を降りた蒼衣は、正面玄げん関かんから伸びる大きな庇ひさし屋根の下から、本館隣となりの建物を、怖おそれと焦あせりを混じらせた固い表情で見上げた。

　白い大きな建物は、赤錆色の雨が降る中で、全身を汚されながら聳そびえていた。屋上からは、ひときわ濃こい色をした血の筋が、太さもまちまちに幾いく本ほんも、長く、赤く、無数に、屋上で大量殺さつ戮りくでも行っているのかと思うほど無数に、白い壁を伝って垂たれ落ちていた。

「……」

　その異様な光景を見上げる、蒼あお衣い。

　そんな蒼衣の傍かたわらに、黒い亡ぼう霊れいがうっすらと立って、嗤わらう。

　庇ひさしから外れ、錆さび色いろの雨の中に、うっすらと笑って立つ、ゴシックロリータの少女。彼女は表情を曇らせながら病院を見上げている蒼衣を、ほの暗く楽しげに見つめながら、怖おぞ気けが走るほどに美しく、赤い雨にも汚よごされない白い貌かおで、嘲あざけるように笑っていた。

『……やっと、始まりといったところかしらね？』

　風かぜ乃のは、言った。

『町を見下ろす高いところで、ツバメは幸せな王おう子じを解体するの。目をくりぬいて、皮を剝はいで、町の誰もが、二目と見られない姿になるまで』

　何も言わない蒼衣に、風乃は何かの託たく宣せんのように、言葉を続ける。

『お話では、見るに耐えなくて、人々は王子を引きずり降ろして、炉ろに入れて火か葬そうにしたわ。この物語ではどうなるのかしらね？　誰が誰を火葬にするのかしら？　誰が愚おろかで、誰が罪深いのかしら？　誰が不幸せで、誰が幸せなのかしら？　神様の慈じ悲ひは、あるのかしら？』

「……」

　そんな風乃の言葉が、今の蒼衣の胸には重く刺ささる。

「……これじゃ……僕らが寄ってたかって、彼を〈異い端たん〉にしたみたいじゃないか……」

　蒼衣は重苦しく、言った。

　助けを求める下しも田だ樹じゆ里りの電話を受けるのとほぼ同時に、風乃も病院の方角で〈泡ほう禍か〉が浮かんだのを嗅かぎ取っていた。

　これでこの〈泡禍〉が、〈葬そう儀ぎ屋や〉の〈断だん章しよう〉が原因になったものである可能性は殆ほとんどなくなったと言える。そもそも始めは、〈泡禍〉の発生を嗅かぎ取った公園に、〈葬儀屋〉たちがいたことから疑い始めた可能性だったが、その疑いで手をこまねいている間に状況がここまで来てしまったのだ。

『……予言って、そういうものよ。可愛かわいい〈アリス〉』

　くすくすと、風乃は笑った。

『あなたが原因になるのも込みで、予言なんでしょう？　予言を破るつもりなら、もっと全すべてをかなぐり捨てて行動しないと。例えば……季節外れのツバメを不ふ吉きつの兆きざしとして、見つけ次第に打ち殺すくらいの』

「……！」

『ふふ。少し上手うまくいきかけたから、油断してなかった？』

　風乃の笑いに、蒼衣は何も言い返せなかった。

　どこか苦しげに表情を歪ゆがめる蒼衣の脇わきで、〈葬儀屋〉のバンのドアが次々と開いて、皆が病院の前に出て来た。

　神か狩がり屋やに、颯さつ姫きに、〈葬そう儀ぎ屋や〉に、可か南な子こ。

　そして貨物スペースに目隠かくしをして移動中に着替えていた、ゴシックロリータの衣装を纏まとった雪ゆき乃のが、照明の落とされた病院の正面玄げん関かんに、服の細部を直しながら、赤い柄がらのカッターナイフを手に降り立った。

「ひどい有様ね」

　雪乃が、表情を不快に歪ゆがめて、鼻を鳴らして言い捨てる。

　血の海。それは雪乃のトラウマに直結する光景であり、おそらくそれを見る心のうちは、穏おだやかでないはずだ。

　しかしそんなものは微み塵じんも見せずに、雪乃は凜りんとした目で、病院を見上げる。

　病院の建物は、血の雨に洗われながら立っていたが、明かりのついている病室の窓にはことごとく人の気配がなく、代わりに建物の中からくぐもった暴動のような騒さわぎの音が、微かすかに漏もれて聞こえてきていた。

「……行きましょうか」

　雪乃はそれだけ確認すると、長い髪かみと黒いレースのリボンを大きく揺らせて、正面玄関へと振り返った。

　そして玄関を見み据すえたまま、言葉だけで颯姫に、号令する。

「颯姫ちゃん。お願い」

「……はい」

　颯姫が、髪かみをかきわけて左耳に指を入れ、イヤーウィスパーを外した。

　その数秒後、颯姫の耳から微び細さいな、蜘蛛くもに形の似た真まっ赤かな『蟲むし』の大群が溢あふれるように這はい出して、颯姫の肌はだや服を這いながら瞬またたく間に地面に広がって、列を成して自動ドアの隙すき間まから雪崩なだれ込んだ後、絨じゆう毯たんのように病院内に広がっていった。




　　　　†




「助けて!!」




　とバッグの中からメモを掘り出すようにして見つけ出し、必死であの自称霊れい能のう者しやに助けを求めてから、しばらくの後。

　病院の中は、もはや地じ獄ごくの光景と化していた。

　廊ろう下かは引きずったような血の痕あとが無数に走り、亡もう者じやのように正気を失った血ち塗まみれの人間が、あちこちをうろつき回ったり座り込んだりしている。ある者は苦く悶もんの呻うめきを上げ、ある者はうわごとのように何事かを呟つぶやき、ある者は笑い声を上げて、それらの気が狂いそうな声が混ざり合いながら、病院の中の空気を絶えず震ふるわせていた。

　樹じゆ里りは、そんな病院の中の防火扉とびらの陰に、たった一人、身を隠かくしていた。

　階段を封ふう鎖さするための防火扉とびらを少しだけ開けたその隙すき間ま。普通ならばすぐに見つかるだろう拙つたない隠かくれ方だが、この混乱の中ではむしろおかしな開き方をした防火扉は似つかわしく、誰も注目しない隠れ場所になっていた。

　しかしそもそも、樹じゆ里りは何から隠れているのかすら、自分で分かっていなかった。

　強しいて言うなら全すべてから。樹里はとにかく、誰にも見つからないように、こんな所に一人隠かくれて、がたがたと身を震わせていた。

　哄こう笑しよう。

　怒ど号ごう。

　悲鳴。

　すすり泣き。

　耳を塞ふさいでも入って来る、心を削けずるようなそれらの音に包まれながら、樹里はたった一人、身を竦すくませている。

　何があったか分からなかった。一体、何が？

　あの時、純じゆんの病室で起こった異常な現象を目まの当たりにして、純を置き去りにして逃げ出した後、病院がこのような状態になるまでは、あっという間だった。

　外には、血の雨。

　病院内では、体のどこかに異様なモノを生はやした人間たちが、血を流しながら、助けを求めてうろついている。

　左手の指が生肉を裂さくような音を立てて、みるみるうちに増えてゆく女性。

　顔半分の皮ひ膚ふが増ぞう殖しよくし、裂けた肉にく襞ひだの塊かたまりのようになっているのを、押さえ続ける男性。

　両腕うでが鱗うろこのようにびっしりと爪つめに覆おおわれて、それが胴どう体たいへ向けて侵しん食しよくして来るのを見て絶ぜつ叫きようする老ろう婆ば。

　手術したばかりの腹の傷の中から、大量の髪かみの毛が溢あふれ出して来るのを、必死になって引きずり出している中年男性。

　口の中が増殖する舌したに埋うめ尽くされて、窒ちつ息そくして痙けい攣れんする子供。

　その子供を抱だいて助けを求めている母親は、体内で増殖する何かによって、今にも破は裂れつしそうなほどに背中が膨ふくれ上がっている。

　それは地じ獄ごくの光景以外の、何物でもなかった。

　異常で異様で気が狂いそうな地獄絵図。樹里の周りにあるのはただ、それだけだった。

　純は病室に置き去りにし、満ま梨り子ことは、はぐれた。

　最初、錯さく乱らん状態で病室から逃げ出した満梨子を追いかけるように逃げていたのだが、直後、病室という病室から悲鳴や怒号が上がって瞬またたく間に廊ろう下かが錯乱状態の人間で溢れかえり、見失ってしまったのだ。

　そして病院から逃げる機会も、逸いつしてしまった。

　恐きよう怖ふが心の中で限界を超えて、もう一歩も動けなくなってしまったのだ。

　そうして、防火扉とびらを見つけて、必死にその陰に隠かくれて今に至る。せめて満ま梨り子こを追わなければ病院の外に出るくらいはできたかもしれないが、こうなってしまったら、もうこれ以上はどうにもならなかった。




　……ふーっ、ふーっ、




　歯の間から漏もれるような、押し殺した自分の呼吸の音。

　必死で隠れていた。一体何なのかすら分からない。この異常現象の、原因から。

　そして樹じゆ里りの目からは、もはやおぞましい怪物にしか見えない、異い形ぎようとなった患かん者じやたちからも。樹里の腕うでや、足や、服のあちこちには、ここに来るまでの間に、助けを求めて縋すがりついてきた、人間の形を失いつつある患者たちの血が、べったりと付着していた。

　その気持ち悪い、感覚。

　感染うつりそうで怖こわい、精神的な不快。

　耳を塞ふさぎながらも時々それらの血を拭ぬぐい、樹里は震ふるえていた。防火扉の隙すき間まに体を押し込むようにして、涙なみだ目めで、身を縮ませながら。

「なんなのよぉ……一体……」

　口の中で、か細く呟つぶやく。

　もうここから一歩たりとも動きたくなかったが、いつまでこうしていればいいのかも分からずに、絶望的な心細さを感じていた。

　たった一人。

　誰も頼れない。

　心が折れそうだった。

　聞こえるのは病院中で、見るだけで鳥とり肌はだが立つような恐ろしい病的変形が体に湧わいて、苦く悶もんと悲鳴と助けを呼ぶ声を上げる、亡もう者じやの声ばかり。

　誰も、まともな人間はいない。

　自分も、ああなるの？

　怖い。

　怖い。

　誰か助けて。

　誰か。

　誰か。

　誰か……




「────樹じゆ里り…………樹里ぃ……」




　その時、病院中を満たす苦く悶もんの声の中から、聞き覚えのある声が近づいて来るのを、樹里は聞いた。

「！　満ま梨り子こ!?」

　がば、とその瞬しゆん間かん樹里は顔を上げて、狭せまい隙すき間まの中で、見えもしない廊ろう下かの方を身を捻ひねるようにして振り向いた。

「樹里ぃ……どこぉ……」

　か細い満梨子の声。そして廊下に、這はうようにやって来る人の気配。

　樹里は慌あわてて何度か体をよじり、床ゆかに手をついて、防火扉とびらの隙間から這い出そうとした。満梨子の許もとに行こうとした。

「満梨子！」

　胸の中に膨ふくれ上がる、希望、安あん堵ど、焦あせり。

　浮き足立って這い出した。だが足が萎なえて、上手うまく立ち上がれない。

　つんのめるようにして、階段の踊おどり場から出た。途と端たんに防火扉に肩かたをぶつけ、しかしそれでも構わずに、血だらけの廊下へ────はぐれてしまった友達の前へと、飛び出した。




「……えっ」




　そこに、満梨子はいなかった。

　ただそこには満梨子の服を着た、真っ黒に膨れ上がった頭部をした人型のモノが、血だらけの廊下を撫なでさするようにして這いつくばっていた。

　額ひたいのあるべき部分から喉のどに至るまでが赤黒く、倍ほどに膨ふくらんだ、満梨子のようなモノ。それを見て硬こう直ちよくした。目の見えない昆こん虫ちゆうが、触しよつ覚かくで探りながら這うような動き。

　鳥とり肌はだが立つほどの不ぶ気き味みなイキモノ。

　だが本当に、その物体の恐怖に気がついたのは、赤黒く膨れ上がった頭部の正体に気がついた、次の瞬しゆん間かんだった。

　それは皮膚の下にびっしりと髪の毛を詰め込まれた、満梨子の顔だったのだ。

　顔面の皮ひ膚ふの下に、肉と皮を貫つらぬいた髪かみの毛が布地のように透すけて見え、そこから出血した血の色で、赤黒く風船のように膨れ上がっていたのだ。

　黒い皮でできたボールのような。あるいは、巨大な黒蟻ありの腹部のような。そんな風に膨れ上がり、顎あごからぽたぽたと血を滴したたらせる顔が、不意に上がってこちらを見上げると、その表面にぱっくりと、瞼まぶたと口とが同時に開いた。




　びっしりと髪かみの毛が絡からみついて、充血した眼球が。

　そして口の中に詰つまった無数の髪の毛が、糸を引くように上うわ顎あごと下顎を繫つなぐ、口が。




　同時に開いて、見上げた。そしてもはや巻きついた髪の毛で見えない目で樹じゆ里りを見て、みしみしと髪の毛の突っ張る口を引き千ち切ぎるように開いて、無数の髪の毛で貫つらぬかれて動かない舌したを覗のぞかせて、その喉のどの奥から、

「樹里ぃ……」

　と思いの外にはっきりとした言葉で、哀あい願がんするように、樹里の名前を呼んだ。







「────────────────────────────────っ!!」







　声にならない甲かん高だかい絶ぜつ叫きようが、自分の口から噴ふき出していた。

　瞬しゆん間かん、血ち塗まみれの手で右足首を摑つかまれて、目から涙なみだとも血ともつかない液体を流しながら、そのどす黒く膨ふくれ上がった顔が近づいてきた。

　絶叫して、蹴けりつけた。

　顔面を蹴りつけたはずだったが、濡ぬれた布の塊かたまりを蹴ったような鈍にぶく重い感かん触しよくがして、その奥にあるはずの頭ず蓋がい骨こつの感触はせず、大きく顔の中央がへこんで血の飛沫しぶきが飛び散った。

「……樹……里ぃ…………」

「──────────!!」

　喚わめきながら、蹴った。

　蹴り、踏みつけるたびにどす黒く膨れ上がった顔面は何度もへこみ、異様な形に変形し、やがて眼がん窩かから眼球がこぼれ落ちた。

　しかし髪の毛がびっしりと絡みついた眼球は、眼窩からはみ出したまま、網に摑まったようにぶら下がった。そしてはみ出した眼球の隙すき間まから垣かい間ま見えた眼窩には血の混じった髪の毛が眼球を押し出さんばかりにして詰まり、盛り上がっていた。

「──────────!!」

　叫びながら蹴った。手が外れた。

　手を振り切って逃げた。血で汚よごれた廊ろう下かを、転がるように逃げた。

　背中に、自分を呼ぶ声を聞きながら逃げた。自分の耳の奥が痛くなるほどの絶叫を上げながら、廊下を、階段を、今にも膝ひざが崩くずれそうな足で、滅め茶ちや苦く茶ちやに走り回った。

　嫌いやだ。

　嫌だ。

　助けて。

　もうこんな所にいたくない。ここから出たい。

　喉のどの奥で、そして頭の中でも絶ぜつ叫きようしながら、廊ろう下かを走った。真っ白い廊下を。血に汚よごれた廊下を。病院の廊下を。〈異い形ぎよう〉が蠢うごめき、助けを求めてうろつき回る、もはやこの世の光景ではない廊下を、出口を求めて走って逃げた。

　そして階段を転びそうになりながら一階まで、駆かけ下りた時。

「──────────────────!!」

　樹じゆ里りは一階を目前にした階段の踊おどり場で、恐きよう怖ふと絶望の悲鳴を上げて、後ずさり、壁に背中をぶつけて、ずるずると座り込んだ。

　階段の下は、血の海になっていたのだ。

　いや、正確には血と人体の海だった。そこには樹里と同じように、しかし一いつ斉せいに出口を目指したパニック状態の人間たちが、階段の下から降りてすぐの本ほん棟とうへの連れん絡らく口までにかけて、何重にも折り重なって倒れ、呻うめき、苦しみ、蠢いていたのだった。

　出口に殺到した、何十人もの人間たちが。

　年寄りが、大人おとなが、子供が、みんなもはやそこから動くことさえ叶かなわずに、おびただしい量の血を流してそれに塗まみれながら、体中から生はえる人間の部位に恐怖の悲鳴を上げて血の海の中で蠢いていた。

　増ぞう殖しよくする皮ひ膚ふで全身が脳のように皺しわだらけになった、男とも女とも分からない人が、血みどろの人間を踏みつけて出口へ向かおうと這はう。その人は、血と、折り重なった人間の胴どう体たいと、その数よりも明らかに多い末まつ端たん部位の混合物の中から這い出した手に足を摑つかまれて、瞬またたく間に助けを求める無数の手に覆おおわれて、悲鳴を上げながら混合物の中に引き込まれて他ほかと区別がつかなくなる。

　母親のものと思われる手が必死で動かない赤ん坊を肉の海から出そうとするが、すぐに他の手に引き込まれて、見えなくなる。その下の方では、顔中の穴という穴から無数の指を生やした老人が、何人もの人間の下敷きになって、半ば血の海で溺おぼれている。

「…………………………!!」

　もはや腰こしから下に力が入らず、座り込んだままの樹里。

　絶望と恐怖にがちがちと歯を鳴らしながら、血の臭においと苦く悶もんと悲鳴の中で、目を見開いたまま、座り込んでいる。

　そんな樹里の頭の上の窓から、つーっ、と壁を伝って、樹里に向かって血が流れ落ちた。その先せん端たんの血の玉には、閉じた窓の隙すき間まからは入るはずもない、根元に肉のついた歯が、壁に張り付いてゆっくりと落ちながら、血の筋を先導していた。




　ぽと、




　と歯が、樹じゆ里りの首筋に落ちた。

　途と端たん、ぷつ、と頰ほおの裏側に、小さく固い『歯』の感かん触しよくが、ひとつ生えた。




「!?」




　ぎょっとした。その途と端たんに『歯』は、頰の内側の柔やわらかい肉の表面に、凄すさまじい勢いで広がり始めた。それはまるで病変のように口の中に瞬またたく間に広がって、あっという間に片方の頰の内側が、小石を敷き詰めたような小さな歯の感かん触しよくに覆おおわれた。

「………………!!」

　そのあまりにもおぞましい感触に全身に鳥とり肌はだが立ったが、歯はその間にも歯は茎ぐきの表面に、そして唇くちびるの内側へと回り込むように広がった。すぐに唇の裏うらに砂利じやりを詰つめ込まれたように口が開かなくなり、やがて上うわ顎あごの裏や舌したに歯が生はえて、ほどなく口こう腔くう内と舌の表面を覆おおい尽くして喉のどの奥へと感触が広がっていった。

「ん────────!!」

　口をこじ開けようと指を入れたが、もう入らなかった。

　そうやって触ふれている唇の表面にも、歯が生え始める。

　息ができない。苦しい。

　涙なみだが溢あふれた。目の前が見えなくなっていった。

　助けて！　心の中で叫さけぶ。

　だが悲鳴は、心の中に消えるだけ。

　窒ちつ息そくする。目の前が白くなる。

　耳鳴りがした。

　助けて！

　助けて！

　助けて……！




　………………！

　…………………………！







　　　　３




「…………………………!!」




　見てしまった。




　がたん！　と蒼あお衣いは後ろに下がって、待まち合あいのソファに足をぶつけて、音を立てた。

　その衝しよう撃げきで、胃の中のものがこみ上げる。それに必死で耐える間にもみるみるうちに頭から血の気が引いて、意識が遠くなった。目の前が、すうっと翳かげる。

「……う……！」

　病院に入った蒼衣は、病室棟とうへの連れん絡らく通路まで差し掛かった瞬しゆん間かんに、その地じ獄ごくの光景を見てしまったのだ。

　血の海の中で異様な形に増ぞう殖しよく変形し続ける、〈異い形ぎよう〉の人体の塊かたまり。

　それはディテールがまるで違っていたが、今の蒼衣には、明らかに葉は耶やの最さい期ごの姿を連想させた。普通でいることができず、他ほかのものになろうと足あ搔がいて、何になることもできなかった少女。蒼衣が見捨てて殺してしまった少女、幼おさな馴な染じみの少女の存在が、今まさに呪のろいとなって、蒼衣の全存在を縛しばっていたのだった。

「…………！」




　ばん！




　と神か狩がり屋やが、連れん絡らく通路の、本ほん棟とう側の扉とびらを閉じた。

　人間と人間だったものが詰まっていた病室棟側の入口から、もう身動きもできない者たちの悲鳴と助けを求める声が、ひときわ大きく上がった。

　神狩屋は、閉じた扉を押さえるかのように手を置き、蒼衣の方を振り返った。

　ソファに手をついて、必死で呼吸を繰くり返す蒼衣。照明の落ちた病院の廊ろう下かに、嫌いやな沈ちん黙もくが降りる。

「……大丈夫ですか？　白しら野の君」

「は、はい……」

　何とか答える、蒼衣。

　神狩屋は少しも信じていなさそうだったが、特に何も言わず、蒼衣を心配しつつも手を出しあぐねている颯さつ姫きに、指示の変更を伝えた。

「……颯姫君、もう中はいいから、誰も近づけないように、外を頼めるかい？」

「あ……はい……」

　颯姫はちらちらと蒼衣を振り返りながら、玄げん関かんに向かう。そうして颯姫が皆から少し離れてから、神狩屋は少し声を落として、沈黙する皆に向かって言う。

「……中は、ほとんど駄だ目めかもしれませんね」

「………………」

　ぐ、と蒼あお衣いの胸の中に、重いしこりがせり上がった。

「あの血の雨が広がる前に何とかしたいのですが、白しら野の君の調子が悪そうなので、先に中を片付けるべきでしょう」

　神か狩がり屋やは言う。……片付ける？　と蒼衣は眩暈めまいがしそうな気分の中、その発言に、不ふ穏おんなものを感じた。

「可哀かわい想そうですが、中を焼き払はらうべきでしょう」

「！」

「それから多た代じろ亮りよう介すけ君を殺して、これ以上の〈悪夢〉が湧わき出すのを断つ。雪ゆき乃の君、悪いけど頼めるかい？」

「問題ないわ」

　雪乃が無表情に頷うなずく。その隣となりで、亡ぼう霊れいが含み笑う声が聞こえた。

「修しゆう司じたちは、討うち漏もらしがあったら、フォローを」

　頷く〈葬そう儀ぎ屋や〉と、可か南な子こ。

　次々と決まってゆく。蒼衣はそれを聞いて、慌あわてた。

　普段ならここまでくれば、諦あきらめて覚かく悟ごを決める。しかし今はそうはいかなかった。蒼衣は助けを求められているのだ。

「ま、待ってください、まだ中に……」

「だったら電話でもかけてみればいいわ」

　雪乃は冷たく言った。

　助けを求めてきた樹じゆ里り。雪乃はもう最悪の事態を想定しているようだったが、蒼衣は諦めきれず、慌てて携帯を取り出して、必死になってリダイヤルした。

　しかし携帯は、ただ呼び出し音を鳴らすばかり。

　出る気配はない。この扉とびらの向こうに、いるはずなのに。

「………………！」

「ほら」

　雪乃が言う。蒼衣は自分でも抑おさえられないほど、動揺していた。

　自分に助けを求めてきた人を、助けられない。扉の向こうでは、今も聞こえる助けを求める声が聞こえている。

　感情がかき乱される。心が痛い。

　焦あせりで全身に汗あせが吹き出し、鳥とり肌はだが立った。

『ふふ……だから言ったのに。油断してなかった？　って』

「………………！」

　嘲あざ笑わらう風かぜ乃の。

　蒼あお衣いは慌あわてて顔を上げて、必死になって、神か狩がり屋やに言った。

「せ、せめて、僕を多た代じろ君のとこへ……」

「僕としては、反対したいね」

　神狩屋は渋しぶい顔で、言い切った。

「白しら野の君はいま明らかに普通の状態じゃない。僕としては事故は防ぎたい」

「大丈夫です。いけます」

　必死でなけなしの冷静さをかき集めて、蒼衣は言う。

「それに……多代亮りよう介すけ君に会わないと、この『雨』を止められません」

「……」

　それを聞いて、困った表情になる神狩屋。

「彼の〈悪夢〉を、知らないと」

「……まあ確かに……そうだね」

　眉まゆ根ねが寄る。

「僕も……〈騎き士し〉です。自分の〝役目〟は、知ってます」

「仕方ない」

　神狩屋は溜ため息いきをついた。

「そこまで言われると、僕には反対する権利がない。でもくれぐれも気をつけて。そうやって死んだ〈騎士〉は、たくさんいる」

　蒼衣は頷うなずいた。神狩屋はもう一度溜息。

　だが神狩屋はすぐに諦あきらめたように、雪ゆき乃のの方を見た。

　雪乃は何も言われないうちに、頷いた。亡ぼう霊れいが、その背後に立った。

『始めましょうか』

　亡霊が、笑った。




『さあ────

〈愚おろかで愛いとしい私の妹。あなたの身と心とその苦痛を、全すべて私に差し出してくれる？〉』




　亡霊の凄せい絶ぜつな美び貌ぼうが、凄絶に微笑わらった。

　暗い病院の空気が、狂きよう気きと凶気と狂喜を帯びた。

　雪乃は目を閉じ、すう、と息を吸って、凜りん、と一言、その〈断だん章しよう詩し〉に応こたえた。




「〈あげるわ〉」




　血ほのおが、噴ふき出した。




　　　　†




　町を見下ろす、病院の屋上で。

　少年は、己の『神』をばらばらに解体した凄すさまじい血の海の中で、一人膝ひざをついて、肉厚の包ほう丁ちようを黙もく々もくと振るっていた。

　少年の全身は血に塗まみれ、シャツはもう、白い部分がほとんどない。

　血と肉の海の中に膝を突いたズボンはもはや完全に血を吸って、元の色が分からないくらいに血の色と混じり、ほとんど黒にしか見えなくなっている。




　はあ、はあ……




　広い屋上のスペースには、血に浸ひたっていない場所はもうない。

　中央の、少年がひざまずく血肉の海から血は周囲に広がっていて、屋上全体を真まっ赤かに染め上げ、肉と髪かみの毛が詰まった排はい水すい口こうのせいで、縁ふちから壁へと溢あふれていた。

　血の海の中央には、挽ひき肉にくめいた、細こま切ぎれの肉の山。

　それは傍かたわらにある、そのほとんど全身から肉が外されて、生々しく血と肉と筋と膜まくがこびりついた赤い骸がい骨こつから、切り取られた肉だった。

　彼女の、肉。

　少年は、もう血の海と区別のつかなくなったバスタオルの上で、細切れになった人肉に、執しつ拗ように包丁を振り下ろしていた。

　顔にも眼鏡めがねにも、血と肉が飛び散って、真っ赤に汚よごれている。

　周囲は、息が出来ないくらいほどの濃のう密みつさで脂あぶらっぽい血と内臓の臭においが充満していたが、鼻はすっかり麻ま痺ひして、もう何の匂においも感じなくなってしまっている。




　はあ、はあ……




　少年は肉を切り刻む手を、止める。

　そして血の海の中からバスタオルの端はしを手探りで探し、切り刻まれた生肉を包むようにして、ぐっしょりと濡ぬれたそれを持ち上げて立ち上がる。

　少年はそのまま、血をぼたぼたと滴したたらせるバスタオルに載のった『それ』を、屋上の端はしまで運ぶ。全身を引きずるような、重い疲労も露あらわな動きで、それでもフェンスを切り開いた場所にやって来ると、バスタオルの中身の血と肉を下界へ向けて、思い切り振り回すようにして、撒まき散らした。

「………………」

　血が、切り刻まれた肉が、ばらばらと雨のように夜の中に落ちていった。

　それを屋上の縁ふちに立ったまま、しばらく呼吸を整えるようにして無言で見つめていたが、少年はまたフェンスに背を向け、血の海の中を、戻っていった。

　中央には血と肉にく屑くずの海の中に身を横たえた、赤と白が斑まだらに入り混じった、生理的嫌けん悪おを催もよおす色をした骸がい骨こつ。

　それはもはや肉も、腹の中身の内臓も、髪かみの毛も眼球もない食い荒らされたかのような死体だったが、しかし肋ろつ骨こつの間に膜まくの張った胸きよう腔こうの中にはまだ心臓が動いていて、そしてその心臓を中心に血管が根のように広がって、少しずつ這はい進むようにして胸腔から這はい出て、骨の周りを覆おおっていっていた。

　みちみちみち……

　と粘ねん液えきの中で線虫が這い進むような、湿しめった微かすかな無数の音。

　少年はそんな死体の傍かたわらの血の海に座り込むと、膝ひざを抱かかえて、骸むくろの音を聞きながら、じっと時間が経たつのを待った。

　亮りよう介すけは、待つ。

　安あん奈なの屍しかばねの、傍らで。




「────これが君の、復ふく讐しゆうなの？」




　そんな亮介に、蒼あお衣いの声がかけられた。

「…………」

　気がつけば、屋上はひどく明るく周りが照らされていて、下の階の窓からのものと思われる大量の火の粉こが、縁ふちの外から浮かんで、空へと舞い上がっていた。

　しかし亮介はそんなものに関心がないように、じっと屍し体たいを見つめている。

　すでに血管が張って、赤い色のゼリーのようなものに覆われ始めた骸骨を見つめたまま、亮介は、蒼衣の声に言葉だけで答えた。

「復讐なんてしてないよ。そんなのは浅あさ井いさんの望みじゃない」

　亮介は否定した。

　その膝ひざを抱かかえた背中を見ながら、蒼衣は屋上に出る扉とびらから出た姿のまま、立ち竦すくんでいるかのように蒼そう白はくな顔で立ち、どこか辛つらそうな表情で問いかけた。

「……復讐じゃない？」

「復讐なんて……優しい浅井さんは、しないよ」

　亮介は重ねて言った。

「浅井さんはあんなにいじめられても、あいつらの友達になりたがってた。あいつらのせいで誰にも受け入れられなくなって、家族からも受け入れられなくて、浅あさ井いさんはみんなの中に入れて欲しかったんだ。浅井さんの願いは、ただそれだけだ」

　その亮りよう介すけの言葉を聞いて、蒼あお衣いがさらに続けて問う。

「……いじめてた子たちは、そのせいで死ぬよ？」

「そうなんだ」

　無感動な声で、亮介。

「そんなつもりじゃなかったんだけどな。でも死ぬ直前くらいには、浅井さんをいじめたことを後悔したりしたかな？」

　ただ、淡々と。

　蒼衣も続けた。

「いじめてた子だけじゃないよ」

「そう」

「もっとたくさんの人が────病院中の人が死んだよ？　たくさん死んだ。今も……今も、死んでるんだ！」

　だんだんと蒼衣の声が荒くなる。脳のう裏りに浮かぶ、たったいま見てきた惨さん劇げきに、思わず怒りが湧わいていた。

　だが亮介は、ぼそ、と答えた。

「知らないよ。みんな浅井さんが持ってるものを欲しがってるから、あげたんだ」

「!?」

　あまりにも意外なその答えに、蒼衣は絶句した。

　そしてその瞬しゆん間かんに、ほとんど全すべてのことが、蒼衣の中で腑ふに落ちた。

　呆ぼう然ぜんと、蒼衣は口を開いた。

「まさか……」

　結論を、口にした。

「……まさか……みんなが彼女に嫉妬してたから、その原因を分けてあげた……!?」

「そうだよ」

　亮介はあっさりと肯こう定ていした。

　そして言う。

「浅井さんがそう望んでたんだ。身を削けずってでも、浅井さんはみんなに受け入れられたがってた。僕は、そんなのは仲良くなりたくて不良にお金を渡すくらいバカバカしいことだと思うけど、もうそれを正しても意味がないし、その時間もないから、僕が願いを叶かなえたんだ。

　浅井さんはもう変われないから、せめて僕が願いを叶えようと思ったんだ。少しでもたくさんの人に分けられるように、ここから撒まいてる。でも、いくら撒いても浅井さんは元に戻るんだよね。だからいつまで経たっても、終わらない」

　血の海に座る亮りよう介すけの背はひどく疲れていて、そして彼の目の前に横たわる遺い骸がいは、すでにもう、徐じよ々じよに肉の厚みを取り戻し初めていた。

「……最初はもっと、使命感があって、興こう奮ふんしてたんだ」

　ぼそぼそと、亮介は続ける。

「浅あさ井いさんの願いを叶かなえて、それからあいつらに、思い知らせてやるんだって思ってたんだ。あいつらは、自分たちが持っていないものを浅井さんが持ってたから、それを妬ねたんで、いじめてた。容姿とか性格とかさ。それでいじめ抜いて、彼女の輝きを剝はいだけど、だからってそれを自分のものにできるわけじゃないから、いじめはずっと続いた。

　でも浅井さんを殺したとしても、浅井さんの美徳はあいつらの手には入らない。浅井さんの見た目が羨うらやましいなら、いくらでもくれてやると思った。羨んだものが絶対に身につかないことを、このさき一生思い知らせてやるつもりだった。それから浅井さんを物欲しげに見ていた男どもにも、彼女の外見が欲しい奴やつら全員に、欲しいものを分配してやるつもりだった。

　俺おれは、彼女の心だけでいい。皮一枚を欲しがる、偽にせ物ものの愛を愛だと思っている奴らには、いくらでもくれてやると思ってた。いや、今もそう思ってる。でも疲れたんだ。最初は必死で、俺の使命に興奮して浅井さんをバラバラにしたけど、もう駄だ目めなんだ。もう自分のやってることが、嫌いやで怖こわくて死にそうなんだ……」

「…………」

「お腹なかを切り開いて、その中に手を入れてぶよぶよの中身を引きずり出すのも、もう嫌だ。引き千ち切ぎるみたいにして顔の皮を剝ぐのも、もう嫌だ。目をくり抜いて、肉を切り取って、骨に残った肉をそぎ落とすのも。もう嫌なんだ。自分の体にそうしてるみたいに思えてきて、体から力が抜けて、手が震ふるえて止まらないんだよ……！」

　告白しながら、頭を抱かかえる亮介。背中が震えている。そして亮介は背を丸めたまま、蒼あお衣いに向かって、確認するように言った。

「……俺と……浅井さんを、殺しに来たんだよね」

　そして。

「最後に、もう一回お願いしていい……ですか？」

「…………」

　蒼衣は、耳を塞ふさぎたくなった。

「浅井さんを……助けて、下さい……！」

　亮介は、血を吐はくような、震える声で言った。

「俺はここで殺されてもいいから、浅井さんだけは助けてください！　浅井さんは何も悪くないんです！　今までずっと奪うばわれて、奪われて…………もう何もないんです！　これから取り戻せるはずだったんです！　お願いします！」

「………………！」

　身を起こして、血の海の中で土ど下げ座ざする亮りよう介すけ。蒼あお衣いは何も言えなかった。もはや手に取るように分かる亮介の心の内に胸をえぐられて、唇くちびるが震ふるえた。涙なみだが出てきた。

　元々最初から、蒼衣は亮介に同情的だった。

　この、たった一人の少女のために孤独な戦いを続けていた少年を、できることなら助けたいと思っていた。

　また見捨てなければいけないのか？　蒼衣は今、胸が焼け付くほど強くそう思っていた。

　たった今、蒼衣に助けを求めて来た少女たちと、病院の中のたくさんの被害者を、見捨てて来たばかりなのだ。

　元げん凶きようを滅ぼす。ただその一心で。

　その〝役目〟を果たす。ただその一心で。

　だが────自分は殺されても構わないからと、少女の助命を懇こん願がんする少年を前に、蒼衣は固まっていた。

　もうこの少年は助けられないという厳げん然ぜんたる事実の中、その彼の最後の頼みと、そして同じように死んで蘇よみがえった死体が何人か生きることが許されているという事実が、蒼衣の頭の中をぐるぐると巡めぐった。

「お願いします……！」

「あ……」

　一度も頭を上げない亮介を前に、蒼衣はたじろいたように、後ろを振り返った。

「か……可か南な子こさん……何とか……」

　自分の声が、必死だった。

　そんな蒼衣の声に、屋上口の影の中から、可南子がゆっくりと姿を現した。そして可南子は蒼衣と、血の海に額ひたいを押し付けている亮介を見やると、ふと何か諦あきらめたような表情で目を閉じて、胸の底から深く溜ため息いきをついた。







　ぐしゃ、







　と次の瞬しゆん間かん、血の海に這はいつくばった亮介の後頭部に西瓜すいかを叩たたき割るような濡ぬれた音を立てて、鉈なたが突き刺ささった。

「あ……」

　たった今まで必死で懇こん願がんしていた声が途と切ぎれ、鉈なたで釘くぎ付づけにされたかのように深々と頭ず蓋がいを割られた亮介の身体からだが、虫のように痙けい攣れんして、頭部から周りの血の海に、じんわりと波は紋もんが広がっていった。

「後は任せて」

「………………!!」

　電気に打たれたように、蒼あお衣いは硬こう直ちよくする。抜く手も見せないほど速く、同時に恐ろしいまでに無む造ぞう作さな動きで無む慈じ悲ひに亮介の頭を割った可か南な子こは、踏み分けるようにして血の海の中央へと足を進め、もうほとんど少女の姿を取り戻した安あん奈なの骸むくろの胸に、亮介にしたと同じように、思い切り鉈の刃やいばを打ち込んだ。

　肋ろつ骨こつを割って、肺と心臓に刃がめり込む音がした。

　ごぼっ、と安奈の口から血が吹き出し、そしてその頭が亮介の方を見て、つう、とその目の端はしに涙なみだが伝って落ちた。

　そんな屋上に〈葬そう儀ぎ屋や〉が、重々しい足取りで、蒼衣の脇わきを通って現れた。

　葬列のように暗あん鬱うつな歩みの〈葬儀屋〉の手には、鉈が何本か入れられたプラスチックのバケツが、何重かに重ねられて、いつものように提さげられていた。




「………………あ……」




　その光景を、呆ぼう然ぜんと、見ていた。

　全すべてが死んだその光景を、見ていた。

　いつの間にかその赤い光景の中、白いワンピースを着た幼い少女が、安奈の遺い骸がいを見下ろすように立っていた。

　耳鳴りがした。

　現実感が遠い。

　目の前が一いつ瞬しゆん乱れた。

　目の前の地じ獄ごくのような光景に、一瞬ノイズがかかり、そして気がついた時には────




　葉は耶やが血の海に横たわり、

　葉耶が這はいつくばって頭を割られ、

　葉耶がばらばらにされて撒まき散らされ、

　葉耶の手足がバケツの中に突っ込まれてゆらゆらと揺れて────




　真まっ赤かな空の下、ふわりと立っていた真ん中の葉耶が、笑った。

　そしてその笑顔がぼろりと落ちて、葉耶の全身がぼろぼろと崩くずれて、足元の血ち溜だまりに落ちていった。




「……あ…………」




　ぞわ、と黒い悪お寒かんが、心の底から全身に広がった。

　そしてその直後、心の底に開いた穴から、恐怖が、怒りが、悔かい恨こんが、凄すさまじい密度で噴ふき出して爆ばく発はつ的に広がった。




「あ…………あ…………あああああああああああっ……!!」




　胸の中身を滅め茶ちや苦く茶ちやに破は壊かいして、感情が荒れ狂った。目の前の光景と、過去の記き憶おくが、切り刻んだ写真のように頭の中で混ざり合い、それがさらに心の奥底から濁だく流りゆうのように感情を引きずり出して────




「駄だ目めだ、白しら野の君!!」




　瞬しゆん間かん、蒼衣の後ろから神か狩がり屋やが叫んだ。

　それと同時に、異常に気づいた〈葬そう儀ぎ屋や〉と可か南な子こが蒼衣を振り返ったが、その時にはもう蒼衣の中に〈葬儀屋〉と可南子への恐きよう怖ふと嫌けん悪おが爆発し──────




　目の前が、真っ白になった。

　目の前の世界が────〈悪夢〉が、壊こわれた。




　………………
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　　　終章　　しあわせのくに







　何もかもが、消え失うせていた。




「………………!?」




　風かぜ乃のに〈断だん章しよう〉を渡した代だい償しようとして傷という傷が開き、ほとんど膾なます切ぎりに近い状態の腕うでを抱かかえた雪ゆき乃のは、未いまだ燃え盛る階下の病院を後に、半身を引きずるようにして、屋上まで上がって来た。

　そこで雪乃が見たのは、何もない光景だった。

　屋上には何もなかった。ただあまりにも普通のコンクリートの屋上があるばかりで、血の雨の痕あとすら何もなく、蒼あお衣いと神か狩がり屋やがいる以外には一つたりとも特筆すべきことがない、がらんどうの光景だった。

　扉とびらのすぐ前に、呆ぼう然ぜんと立ちつくす神狩屋。

　その向こうの、屋上のほぼ中央に、蒼衣がひざまずいて、地面を探っている。

　雪乃は、指の感覚がなくなるほどの痛みが燃えている腕を押さえ、顔をしかめながら屋上に出る。屋上は夜の空の下で、ただ生なま温ぬるい風が吹いて階下から吹き上がって来る火の粉こを、散らし、あるいは空へと運んでいる。

「……何してるの？」

　雪乃は、訊たずねた。

「何かあったの？」

「……」

　返事は返って来ず、雪乃は何か嫌いやな予感にかられながら、神狩屋を振り返り、そして蒼衣の背中を見て、さらに言った。

「何があったの？」

「……」

　返って来たのは、問いへの返事ではなかった。




「……違う…………こんなつもりじゃ、なかったんだ……」




　蒼衣が何かを探すように、何もない屋上を手探りし、そうしながら悲痛な声で呟つぶやくのを見て、神か狩がり屋やが片手で顔を覆おおって空を仰あおいだ。




　　　　†




　つまり────愛する者を、当人の望みで切り刻まなければならない。




　それも幾いく度ども。亮りよう介すけと〈葬そう儀ぎ屋や〉に浮かんだ〈悪夢〉は言葉にするとそういうもので、偶ぐう然ぜんか必然か、ひどく近いものだった。

　きっと必然なのだろう。〈悪夢〉という名の必然。

　似ていること自体には何の意味もない、ただ後になって、嫌いやな思いがつのるだけの、そういう種類の必然。




　事は単純だ。つまり『幸せな王おう子じ』は、ツバメにとっての〈悪夢〉なのだ。

　愛する王子を、本人に乞こわれて目を抉えぐり出し、皮ひ膚ふを剝はぐ。それはまともな神経をしていたら耐えられない、おぞましい行為であることは明らかだった。

　しかも愛する人から剝ぎ取った一部を、他ほかの誰かに配らねばならない。

　自らの手で。ツバメの悲劇とは、そういうこと。

　多た代じろ亮介は、『ツバメ』だった。

　人が良すぎる『王子』────浅あさ井い安あん奈なを愛したが、安奈はその馬鹿馬鹿しいまでの人の良さで、自分の何もかもを他人に差し出そうとしていた。

　王子を羨うらやみながら見上げる『民衆』に。

　全すべてを与えつくした『王子』をなおも侮ぶ蔑べつし、引き摺ずり下ろす、下しも田だ樹じゆ里りをはじめとする、全ての『民衆』にだ。

　亮介は、そんなことは望んでいなかった。

　安奈を自らの手で傷つけることなど、考えもしてなかったはずだ。

　だが、安奈が死んで、〈葬儀屋〉の手で『幸せな王子の像』として蘇よみがえった時、亮介は安奈の愚おろかなまでの献けん身しんに付き合う羽は目めになる。最初は単に親切心で。しかしやがてタイムリミットが────『冬』が近づいて、結局自らの命と存在の全すべてをかけて、安奈の望みを叶かなえるために働く決心をするに至ったのだ。

　蒼あお衣いたちが追い詰めた。

　そして悲劇は、起こった。

　予言の通りに。

　すなわち『幸せな王子』の通りに、町を見下ろす高い台の上で、ツバメの手で王子がバラバラに解体されて、そして命を引き取ったツバメの死体もろともに台の上から片付けられてしまったのだ。

　蒼あお衣いの手で。

　蒼衣が、消し去った。

　ならば蒼衣の配役は、『天使』だろうか？　『工場』だろうか？

　それとも、遺い骸がいをゴミ捨て場に捨てた、『民衆』なのだろうか？

　蒼衣自身には、分からない。

　王おう子じとツバメは、天国に行ったのだろうか？

　蒼衣は誰も救えなかった。『天使』だとは思えなかった。

　この物語に、『天使』はいるのだろうか？




　………………




　一つだけ、何となく分かることがある。

　屋上に、何もなくなってしまった、その理由。

　亮りよう介すけたちも〈葬そう儀ぎ屋や〉たちも、消えてなくなってしまった理由。何にもならずに消えてしまった、その理由。

　多分、亮介も〈葬儀屋〉も、何にもなりたくなかったのだ。

　ただ、無になりたかったのだ。

　全すべての罪も、〈悪夢〉もなく。

　それらから解放されて、消えてなくなりたかったのだ。




　　　　†




　関東圏けんで最も有名だった死体処理役、〈葬儀屋〉が、いなくなった。




　関東近辺の〈ロッジ〉はこの報に動揺した。この先しばらくは混乱が続くのではないかと、よく知らない蒼衣にも、簡単に想像がついた。

　実際、〈葬儀屋〉はただ一人で、関東地方の〈ロッジ〉で発生する死体処理の、半分以上を手がけていたそうだ。そんな巨大な穴を開けてしまったのが自分だということを、蒼衣はあれ以来、考えない日はなかった。

　神か狩がり屋やは何も言わなかった。

　普通に帰って、普通に蒼衣たちを労ねぎらった。

　あまりにも普通なのが、かえって恐ろしかった。あれほど仲の良かった〈葬儀屋〉の死に対して、神狩屋は、

「仕方ないよ」

　の一言で済ませたのだ。

　まるで関心を失ったかのようだった。

　そ知らぬ風をしているなら不ぶ気き味みすぎたし、もしも本気ならば、あまりにも得え体たいが知れず、恐ろしすぎた。

　少なくとも、罪悪感のある蒼あお衣いにとっては恐ろしかった。しかし後日、お見舞いとの名目で菓か子し折おりをもって野や次じ馬うまに来たリカは、「神か狩がり屋やサンならそんなもんでしょ」と、こともなげに言い放った。

「……え？」

「ほとんど関心がないんだと思うよ？　だって神狩屋サン、生ける屍しかばねじゃん」

　リカは言う。

「神狩屋サンはね、ほんとはもう生きてることなんて、どーでもいいわけよ。ただ友達とか、役目とか義務とか、そういうのにこだわってるフリしてるのが必要だからやってるだけ。死ねないからウソの人生を、ウソの生き甲が斐いで満たしてるわけ。馬鹿だねえ」

　さんざんな言い方をして帰っていったが、もしそれが本当なら、あまりにも歪ゆがんでいて、あまりにも哀あわれに思えた。

　色々言われはしたが、あれから蒼衣の気は晴れなかった。

　蒼衣にとっては、あの瞬しゆん間かんから、全すべてが変わってしまったのだ。

　ただ、たった一つだけ、蒼衣にとって、喜ばしい変化があった。

　今まで蒼衣の〈騎き士し〉としての仕事を評価したことが一度もない雪ゆき乃のが、〈葬そう儀ぎ屋や〉を死なせてしまったことについて、蒼衣を擁よう護ごすると宣言したのだ。




「遅かれ早かれ、〈葬儀屋〉さんは何かの形で死んでたわ」




　雪乃は、言ったのだ。

「そうでなければ、いずれ私が殺してた。〈断だん章しよう〉の暴発も、いずれ〈騎士〉の身に待ってる最さい期ごの一つだわ。仲間殺しも〈異い端たん〉よりマシ。白しら野の君がこの件で気に病む必要は、何一つとしてないわ」

　きっぱりと言い放つ。

「雪乃さん……」

「慰なぐさめてるわけじゃないわ。事実よ。必要のないことでへこまれて、また暴発でもされたら迷めい惑わくなのよ」

　ふん、と雪乃。

「うん……それでも、嬉うれしいよ」

「……殺すわよ！　あなたがここに存在してるのはもう仕方がないから、せめて目め障ざわりにならないようにしてって言ってるの。ただ〈騎き士し〉でいるなら、いくらかはマシだわ。せいぜい〈騎士〉を身につけて。私を苛いら立だたせないで」

「……うん」

「本当に分かってるの？　まあいいわ。さっさと〈騎士〉として働いて、さっさと〈異い端たん〉にでもなりなさい」

「え？」

「そうしたら、喜んで私がこの手で殺してあげるわ」

「…………はは……」

　かなり本気に見えた。笑うしかない。

　ともかく、蒼あお衣いは、神か狩がり屋やに帰って来た。

　町に帰って来た。日常に帰って来た。

　家にも帰った。旅先ででっちあげたウソの写真を両親に見せた。そうやっていつものように郷きよう土ど史し研究会の活動だというウソを信じさせて、何事もなく日常に戻った。

　普通の夏休みの生活が、また、始まった。

　ただ、これまでとは一つだけ、違うところがあった。

　数日後に、夏休みの宿題が残らず終わっていた。

　夜、眠ねむれないのだ。




　………………




　ニュースで、病院の火事について大きな話題になった。

　地方の入院病びよう棟とうで、火災報知器が作動せず、避ひ難なん時じのパニックと合わさって、百人近い死者が出たのだ。

　建物の老ろう朽きゆう化かや、不十分な条例や、施設管理への苦言に話題は終始した。

　ツバメの死は、誰も話題になどしなかった。
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　あとがき




　クリック？

　クラック！




　まずはいつものように、この本を手に取った貴方あなたに御おん礼れい申し上げます。

　しばらくです、甲こう田だ学がく人とです。断章のグリム『しあわせな王子』の下巻を、ようやくお送りいたします。

　さて……




　この『断章のグリム』も、十三巻目となりました。

　私の前作であるところの『Ｍｉｓｓｉｎｇ』が十三巻で完結したので、それに巻数が追いついたということになります。

　話が進むごとに舞台が壊こわれていった閉へい鎖さ空間の前作とは違い、『断章のグリム』は、続けようと思えばいくらでも続けられるように作りました。童話が尽きればさすがに続けられなくなりますが、グリム童話だけで二百に及ぶ話があるわけですから、そうそう尽きるものではありません。

　とはいえ。

　そろそろ、このお話を畳たたむ時期が近づいているかな、と思っています。

　もっとたくさんの童話を扱ったり紹しよう介かいしたいという思いもあるにはあるのですが、あまり長くなるのも……ねえ？

　そんな腹はら積づもりでいます。

　というわけで、もうしばし、お付き合い下さい。




　……それでは、この本の製作に関わった全すべての方々、特に直接お世話になった編集の和わ田ださん、イラストの三み日か月づきさんに、心からの感謝を贈りつつ。




　はつかねずみがやってきた。

　はなしは、おしまい。





二○一○年八月　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。ついに今シリーズも、デビュー作の『Missing』と同じ13巻まできました。ここまで毎回描き続けてきた著者近影ですが、連続して眺めますと一つのドラマが見えて……くるかも？
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。１ページ目の町並みなどの細かい背景を描くのは結構好きらしく、全然苦にならないみたいです！
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「甲田学人先生」係

「三日月かける先生」係
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